














































ＭＦ文庫Ｊ

棄キ憶オク武ブ装ソウ士シ


天埜冬景







口絵・本文イラスト●森山しじみ







CONTENTS




序章

第一章

第二章

第三章

第四章

間章　～理愛と陽菜～

第五章

終章








　　序章






「好き、なの」

　不意にかけられた声に、斉さい東とう暁あき斗との心臓が跳ね上がった。

　放課後の教室で読書をするのはいつものこと。だが、暁斗の他には誰もいないはずだった室内、気付けば、隣の席には色白で線の細い女子生徒がちょこんと腰掛けていた。

　クラスメイトの西さい藤とう夕ゆう凪なぎ。夏休み明け、九月にやってきた転入生だ。

　その顔は人にん形ぎようのように整った無表情。暁斗の顔を覗のぞき込こむように小首を傾かしげた拍子、サイドテールにまとめた髪がさらりと揺れた。薄茶の髪は、窓から差し込む夕ゆう陽ひでうっすらと赤く染まっている。

　彼女が誰かと親しくしているのを、暁斗は見たことがない。見た目こそ美少女だが、その行動はいつも不可解だった。「虹が見たかった」というだけの理由で、校庭の水道を上向けて大量に流し続けていたこともある。おまけに遅刻欠席の常習犯だ。

　噂うわさはすぐに広まり、彼女は男女問わず距離を置かれた。とはいえ、彼女自身もまた、誰かに関心を払うことなく過ごしていた。まるで、そうした状況を望んでいたかのように。

　──それなのに、だ。

（今のは……告白、なのか？）

　返す言葉が思いつかず、暁あき斗とは彼女の瞳を見つめ返す。

「その本。熱心に読んでたから。……好き？　おもしろい？」

　小さく首を傾かしげ、再び口を開いた彼女は、やはり無表情。

　そういう意味か──と。暁斗は脱力し、机に突っ伏した。

「……心臓に悪いことはやめてくれ。止まったかと思ったぞ」

「大変。こういうときは、ええと……救急車、呼ぶ」

　彼女は椅い子すを蹴けるように席を立った。おそらく本気なのだろう。

「いや、今のは比ひ喩ゆ、もののたとえだから。呼ばなくてもいい」

「でも、すごい顔して、倒れてる」

「それは──」

　西さい藤とうさんが、突拍子もない行動を取るから。

　暁斗の発しようとした言葉は、喉のどの奥へ引っ込んだ。

「ほら、今も」

　彼女が顔を近付けてきたのだ。ずい、と、突っ伏した暁斗の鼻先にまで。

　長いまつげ、吸い込まれそうなほど大きな黒い瞳に、暁斗の顔が映っているのが見えた。シャンプーの香りが鼻び腔こうをくすぐり、柔らかな唇は今にも触れそうで──。













「どうしよう。今度は顔、赤くなってきた。熱も、あるの？」

「い、いや、大丈夫。このとおり、なんともない。だから安心してくれ」

　暁あき斗とは慌あわてて上体を起こすと、背筋を伸ばし、胸を軽く叩たたいてみせた。

　彼女は、なおも間近で、暁斗の顔を覗のぞき込こむように見つめて。

「そう。なら、よかった」

　やっと納得したのか、すっと身体からだを離した。

　暁斗は、叩いた胸に手を当てながら深呼吸し、乱れた心拍数を整える。

「そ、それよりも、この本の話だったよな」

「そう。……どんな本？　おもしろい？」

　こくりと頷うなずく彼女に、暁斗は少し考え込んでから口を開いた。

　日本人作家の小説であることや本のジャンル、あらすじをざっと説明して、

「まぁ、つまらなくはなかったな。むしろ好きの部類に入るかもしれない」

「……どういうところが？」

　暁斗は顎あごに手を当てて、しばし考える。そして。

「終盤の、主人公が自分の罪と向き合うシーンだな。自分が犯した罪から逃げ続けた主人公が、ついに過あやまちを認め、その上でどうしたらいいかを模索していく。その姿には、思わず胸が熱くなった」

　そこまで話したところで、暁斗は少し不安を覚えた。いくら向こうから聞かれたからといって、今日きよう初めて話をしたばかりの相手に、ここまで熱く語っていいものか、と。

「……そういうの、少し、わかるかも」

　けれど、答える彼女の表情は、ほんの少し柔らかくなったように見えた。

（笑った……のか？）

　変化と呼ぶのも大げさな、些さ細さいな差。なのに、暁斗は見み惚とれてしまった。

「──あるの？」

　完全に上の空だった暁斗は、彼女の言葉を聞き逃してしまった。

「え？　わ、悪い。もう一度、いいか？」

「あなたも、そういう罪を犯したこと、あるの？」

　罪──その単語に、暁斗の胸がちくりと痛んだ。

　暁斗は薄い笑みを浮かべ、肩をすくめる。

「……どうだろうな。想像に任せるよ」

「わかった。じゃあ、想像する」

　彼女は数秒、口をつぐみ。

　無表情のまま、ぽろぽろと大粒の涙をこぼしはじめた。

「お、おいおい。どうした？　今の会話に泣くような要素があったか？」

「想像、したから。あなたが犯した罪を」

　彼女は流れる涙をぬぐおうともしなかった。

　暁あき斗とは慌あわててハンカチを手渡す。

　無表情だが、何も考えていないわけではないのだろう。ただ、感情表現が苦手なだけで。

「想像したからって、そんな泣くような……」

「わたしも、同じだから。……大切な人を、助けられなかった。その罪と、どうやって向き合えばいいのか、わからなくて。そういうつらさ、すごく、わかるから」

　彼女の濡ぬれた瞳に、まっすぐ貫かれて。

　暁斗は、固く閉ざした心の奥が、わずかに開かれるのを感じた。

「西さい藤とうさんの罪がどれほど重いものか、俺にはわからない。だけど──」

　暁斗は笑いかける。まるでお互いを慰めるように。

「泣くほど後悔しているのなら、次は助ければいい。同じことを繰り返さないよう、努力すればいい。過ぎたことはどうにもならないが、同じ過あやまちを繰り返さないようにすることはできるんじゃないか……って、俺が言えた義理じゃないんだが」

「……そう、だね。うん。そうかも」

　気恥ずかしそうに頭を掻かく暁斗の目の前、彼女は涙をふきながら、何度もこくこくと頷うなずいた。暁斗にハンカチを返して、小さくお辞儀をする。

「……ありがとう」

「気にするな。こんなものでよければ──」

「ううん、違う。今の言葉。すごく、すごく、嬉うれしかった」

　彼女はまた、柔らかな表情を暁斗に向けて。

「わたし、あなたともっと話したい。だから……名前、教えて？」

「え？　あ、ああ。俺は、斉さい東とう暁斗」

　名前を覚えてもらっていない。その事実が棘いばらのように心に引っかかったのが、暁斗自身でも意外だった。他の誰に同じことをされても、気にもならなかったのに。

　だが、すぐに考え直す。彼女が名前を覚えているクラスメイトなんて、一人もいないのではないかと。

「名字、いっしょ？」

「漢字は違うけど、まぁ、読みは同じだな」

　すると彼女は、ぼんやりと遠くを眺める眼めをした。思考中なのだろうか。

「……斉東くんと、西藤さん。紛まぎらわしいから、暁斗くんって呼ぶ。わたしのことも、夕ゆう凪なぎ、って呼んで」

　──いきなり下の名前で呼ぶなんて、さすがにそれは親密すぎるんじゃないか。

　そう断ることもできた。だが、自分でも気付かないうちに、暁斗は頷いていた。

「夕ゆう凪なぎ……が、それでいいなら」

「うん。よろしく、暁あき斗とくん」

　夕凪の表情が、また少し柔らかくなる。

　今度こそ暁斗は確信した。これが、夕凪の笑顔えがおなのだ。




　こうして夕凪との関係は、はじまりを告げた。

　とはいえ、彼女の行動は、やはり雲のように気ままだった。

　いると思えば、いない。いないと思えば、いる。そしてまた、いつの間にか暁斗の隣に姿を現すのだ。




　だが、そんな日々は、そう長く続かなかった。

　雲が風に流され消えるように。








　　第一章






　夕凪の葬儀は、二月の凍えるような日に行われた。

　寒風が吹く郊外の広い斎場の入口には、全校生徒が葬列を成なしている。空を覆う一面の灰色の雲から、はらりと雪が舞い落ちてきた頃、ようやく列が動きはじめた。

　今年ことしの冬は特別に寒いらしく、関東の積雪量は過去最多を記録した──そんな雑談を交わすほど、生徒たちの様子は落ち着いたものだった。

　会話すらしたことのない相手の葬儀なんて、そんなものなのだろう。




　暁斗が夕凪の死を知ったのは一昨日おととい。臨時の全校集会が開かれ、そこで告げられた。

　彼女は休日に街へ出かけて、事故に遭ったらしい。車にひかれて病院に搬送されたが、懸命の治療もむなしく亡くなった──と。

　知らされたのは、極限まで簡略化された事実と、葬儀の日程だけ。

　まるでつまらない学校行事の連絡のようだった。




　人の命は地球より重いと言うが、嘘うそだ。誰か一人が世界から消えたところで、こうして世界はなにも変わることなく、いつも通りに動いている。

　だから、なのだろうか。

　悲しいと思っているはずなのに、暁あき斗とは涙を流せなかった。

　斎場に入ると、抹まつ香こうの匂いと、静かに響くお経が、暁斗を迎えた。

　大きな祭壇の中央には、黒く飾られた遺影が見える。集合写真を加工したものだろうか。白黒モノクロームの夕ゆう凪なぎが、まるで人にん形ぎようのような無表情な顔を向けている。

　暁斗は知っている。彼女が、柔らかな笑みを浮かべることを。

　けれども、この空間には、遺影の中の表情はむしろ相応ふさわしいと感じられた。

　ここでは、ありとあらゆるものが『死』を飾り立て、胸に空いた穴を弔いと別れの想いで強引に埋め尽くしていく。

　暁斗は、なんとなく理解した。こうして人が葬式を行う理由を。

　これは悲しみを忘れ、平穏な日常へ戻っていくための、儀式なのだろう。

　そして、やがては死者の存在すら人々の記憶から喪うしなわれ、完全に世界から消えるのだ。

（……さようなら）

　祭壇の前、棺ひつぎの窓から覗のぞく、まるで眠っているような夕凪の顔。暁斗は棺の傍かたわらに置かれた抹香をつまみ、別れの言葉と、悼みの念を込めて落としていく。

　そのひと欠片かけらごとに、悲しさや寂しさまでこぼれ落ちていく感覚がした。





※　※　※






　翌日の放課後。暁斗はいつもと変わらず、誰もいない教室で本を読んでいた。

　もう、話しかけられることはない。

　だから、読書に集中できるはずなのに。遠くのグラウンドから聞こえた運動部の掛け声が、今日きようはやたらと耳についた。

　暁斗は小さなため息をついて本を閉じると、ちらりと隣の席を見る。

　そこに置かれているのは、花の生けられた花瓶──ついこの間まで、夕凪がいた席。

「お兄ちゃ……じゃなかった、先輩、まだ残ってるの？」

　と、不意に教室の扉が開く。

「……なんだ、陽ひ菜なか。珍しいな。どうしたんだ？」

　教室に入ってきたのは、小柄な少女──暁斗の妹の陽菜だった。制服の上に紺のコートを羽織り、通学用の鞄を肩にかけている。ショートの髪に揺れるリボンの髪飾りは、暁斗が昔プレゼントしたものだ。

「どうしたもなにも、お兄ちゃ……じゃなかった、先輩のこと、迎えに来たの。……あんなことがあった後だし」

　彼女はよく暁あき斗との呼び名を混同する。「お兄ちゃん」と呼んでいたのを、高校に入学すると同時に「先輩」へ変えたのだが、まだ不慣れなのは明らかだった。

　どんな心境の変化で呼び名を変えたのかはわからない。だが、昔から変わらない陽ひ菜なの優しさは、暁斗の心にとても染しみた。

「先輩、昔からときどき、思い切ったことするから」

　陽菜は暁斗へ近付くと、微かすかに首を傾かしげ、探るような目つきで暁斗の顔を覗のぞき込こむ。

「去年のあれ……ピアノの発表会の日のことは忘れられないよ。わたしが家に忘れてきたリボンを会場まで届けるために、電車も止まった大雨の中を自転車で……。心配するのは、妹として当然……でしょ？」

「あのリボンは、陽菜の演奏が上う手まくいくジンクスだからな。それに──」

　陽菜のピアノを応援するのは、俺の罪滅ぼしだから。

　その言葉を、暁斗は飲み込んだ。

「……いや、なんでもない。心配してくれて、ありがとうな。嬉うれしいよ」

「どういたしまして。先輩ってば、ほんと世話が焼けるんだから」

　と、陽菜は不意に表情を曇らせ、暁斗の隣の机──夕ゆう凪なぎの机の中から本を取り出した。

「貸してた本、無駄になっちゃったね……」

　陽菜が、微かすかに涙ぐむ。夕凪と陽菜は面識があった。とはいえ、何度か顔を合わせた程度だったはずだ。いつの間に、本の貸し借りをする仲になっていたのだろう。













「……『お菓子作り入門』？」

　意外だった。暁あき斗とが知る夕ゆう凪なぎの昼食は、ブロックタイプの軽食、カロリーフレンドがほとんど。とても料理に縁があるようには思えなかったのに。

　──しかし、その瞬間、暁斗の脳裏に閃ひらめく記憶があった。

『暁斗くん、甘いもの、好き？』

　そう言われたのは、数日前のこと。彼女の顔と声は、今でもありありと思い出せる。

　そして、パズルの欠片かけらのように、記憶と記憶が繋つながる。

　甘いもの、二月という時期──バレンタインチョコ。

　まさかと思って陽ひ菜なを見ると、言うべきかどうか、少し迷ったような顔をしてから。

「夕凪さんから相談を受けたの。どうすれば、先輩に気持ちを伝えられるか、って」

「……あの、夕凪が？」

　暁斗は、絶句するしかなかった。

　もしも夕凪が、事故になんて遭わなければ。

　彼女はチョコを作り、暁斗はそれを受け取り──それから、どうなったのだろう？

　きっと最初は戸惑った。夕凪は冗談なんか言わないと、暁斗は知っている。チョコを贈ることの意味を本当に理解しているのか、根掘り葉掘り確認したはずだ。

　そして、間違いないとわかったら……。

　そう思った瞬間、胸の奥から熱い想おもいが溢あふれ出でてくる。

（俺は、夕凪を好きだったんだ）

　どうして彼女を喪うしなった今になって、やっと気付いたのだろう。

　気ままな夕凪にはペースを乱されてばかりいたが、不思議と心の奥底で通じ合っている感覚があった。同じものを、同じように感じて、同じ時間を生きていける──と。

　けれど、もう夕凪はいない。ありえたはずの未来は、永遠の幻となってしまった。

「ご、ごめんなさい。わたし、先輩を悲しませるつもりじゃなかったのに……あ、そうだ。帰りに、おいしいもの食べよう？　友とも達だちにね、いいお店を教えてもらったの」

　暁斗が落ち込むのを見て取り、陽菜は慌あわてて励ましの言葉をくれた。

「お腹なかいっぱいになれば、少しは元気になるかもしれないよ？　夕凪さんが亡くなったのは悲しいけど、でも、それだけに囚とらわれてたら、きっと夕凪さんも悲しいと思うから」

「……ああ、そうだな。そうかもしれないな……」

　励ましてくれた陽菜の手前、暁斗は曖あい昧まいな笑みと共に頷うなずいた。

　だが、悲しみはそう簡単には癒いやされない。お互いに、お互いのことを大切だと知ってしまった、今となっては。

　暁斗はそのとき初めて、喪失してしまったものの本当の重みを理解した。

　心はそれに耐えられず、急速にひび割れ、壊れていく──そのときだ。

「お、お兄ちゃん！　それ……!?」

「……え？」

　陽ひ菜なに指摘され、自分の胸元を見た暁あき斗とは、呆ぼう然ぜんと言葉を失った。

　まるで蛍の光のようなものが、そこから無数に立ち上っていたのだ。

「な、なんだ!?」

　わけがわからなかった。動揺しながら光の行く先を目で追えば、天てん井じようには、大きな黒い輪が浮いている。さらによく見ると、黒い輪に向かって流れた光は、輪の中心にたどり着くや忽こつ然ぜんと消えていた。まるで、暁斗の中のなにかが吸われているように。

　どうにも嫌な予感を覚え、暁斗は、光の正体を確かめようと、おそるおそる触れてみる。

　その瞬間、脳裏に蘇よみがえったのは、夕ゆう凪なぎとはじめて話した際の思い出だった。

　夕暮れの教室、暁斗に向けられた彼女の柔らかな表情──笑顔えがお。

「どうして、こんな記憶が……？」

「記憶？　お兄ちゃん、いったいどうしたの……？」

　陽菜が心配そうに問いかけてきた。暁斗は光から指を離して答える。

「俺にも、よくわからない。ただ、あいつとの記憶が──」

　自分の言葉に、暁斗は凍りつく。

　名前が出てこなかった。誰よりも大切な、彼女の名前が。

　ついさっきまでは、確かに覚えていたはずだ。だが、光から指を離した瞬間、思い出は陽炎かげろうのように消え、彼女の名前すら思い出せなくなっていた。

　暁斗は愕がく然ぜんとしながら記憶の糸をたどるが──やはり、思い出せない。

　彼女の顔も、声も。なにを話し、どんなことがあったのか。そのなにもかも。

　残されたのは、彼女と死に別れてしまったという、重く、つらい事実だけ。

　それは、絶望的な喪失感だった。

　根拠はないが、直感で理解した。この光は彼女との記憶で、あの黒い輪に吸い込まれ、暁斗の中から奪われているのだ。

「やめろ!!　やめてくれ!!」

　喪失感は刻一刻と強まっていく。

　暁斗は光たちをかき集めるように、必死で手を伸ばした。

「俺にはもう、これだけしか残されていない！　他のなによりも、大切なものなんだ！」

　声の限りに想おもいを叫ぶ。その瞬間、吸い込まれ続けていた光が、ぴたりと止まった。

　やがて、光たちはゆっくり暁斗の元へ舞い戻り、胸元で集まってひとつの大きな光になっていく。同時に、心に空いた穴が、優しく温かな思い出で満たされる感覚がした。

「夕凪……」

　取り戻したのは、その名前。同時に、彼女に関する記憶がはっきりと蘇よみがえる。

「よかった……。これがなくなったら、俺は、もう……」

　暁あき斗とが愛いとおしむように光を抱き締めると、変化が起きた。光が凝縮され、物体として形作られていったのだ。

　やがて、音もなく暁斗の手中に収まったのは、一本の金色の鍵だった。

　だが、その鍵を怪しむ間はなかった。突然、黒い輪の中心に、闇やみの塊が生まれたのだ。

　闇は瞬く間に膨張し、漆黒の濁流となって教室中に広がった。

「──っ!?」

　身動きすることも、声を上げることもできなかった。暁斗と陽ひ菜なは、一瞬にして闇の中に飲み込まれてしまう。

　そこで暁斗の意識は混濁し──ふっと途絶えた。





※　※　※






　次に目を覚ましたとき、暁斗は乾いてひび割れた地面の上に倒れていた。

「ん……。ここは、いったい……？」

　立ち上がろうと動かした手に、なにかが触れる。

　倒れたまま手繰り寄せると、それは意識を失う寸前に目にした金色の鍵だった。

　手の平に伝わるのは、磨かれた金属の光沢。しかし、重さはほとんどなく、熱くも冷たくもない。本当に実在しているのか、怪しく思えてくるほどだ。

　だが、ここにこれがあるということは──夢ではない。

　暁斗はぞわりと背筋を震わせた。

　教室に現れた黒い輪も、暁斗の胸から溢あふれ出でた光も、すべて現実。わずかな間ではあるものの、暁斗は夕ゆう凪なぎとの記憶を喪うしなっていたのだ。

　暁斗は目を閉じる。大丈夫だ、夕凪との思い出はすぐさま脳裏に蘇る。

　ひとまず安あん堵どし──暁斗はそれから、はっと跳ね起きて周囲を見回した。

　教室中を覆い尽くした闇。飲み込まれたのは暁斗だけではなく、陽菜もだったはずだ。

「陽菜……！　陽菜は!?」

　なにがどうなっているのかはわからないが、あの闇に飲み込まれて、こんな場所にいる。そうとしか思えなかった。

　だが、暁斗の他には誰もいない。周囲には、四角い物体が大量に積み重なっていた。

　これはなんだろう、としばらく考え、暁斗はやがてその正体に気付く。

　古い形の電話機──公衆電話だった。それが打ち捨てられ、灰色や緑色の山を無数に作っているのだ。

　そのとき、背後から大きな物音が聞こえた。驚いて振り向くと、一台の電話機が山を転がり落ちていた。山が崩れたのかと思ったが──違う。

　電話機は空から降ってきていた。一台、また一台と。それが積もり積もって、目の前の山になったのだろう。

　なぜ、と見上げた空は、雲に覆われた灰色。そこに、巨大な黒こく輪りんが浮かんでいた。

　天高くにありながら、視界の大半を埋め尽くす大きさ。その輪の周囲を、不可思議な紋様が取り巻いている。この世のものとは思えない、異様な存在だ。

　さらに、巨大な黒輪の下部、地上から数十メートルほどの高度には、いくつもの小さな黒輪が浮いている。こちらには紋様はなく、教室に現れた黒輪に似ていた。電話機は、その小さな黒輪の内側から、次々と落ちてきていた。まるで、投げ捨てられるように。

「……ありえない。なんなんだ、これは」

　悪い夢でも見ているかのような、不気味で、現実感のない光景だった。

　墓場──不意に、そんな言葉が思い浮かんだ。

　この周囲にあるのが公衆電話だと、暁あき斗とはすぐには思い出せなかった。それどころか、完全に忘れてしまっていたようにすら思える。

　ただ、そう感じることをあまり不思議には思わなかった。暁斗には公衆電話を使った経験もなければ、そもそも街のどこに置いてあるのかさえわからないのだから。

　暁斗だけでない。きっと多くの人にとっても、その程度の存在価値しかないだろう。

　誰もが携帯電話を手にしている時代で、誰からも必要とされなくなった存在の末路。

　そう思えば、周囲の光景に対して感じていた不気味さは薄まり、物悲しさが濃くなっていく。暁斗はふと、夕ゆう凪なぎの葬儀を思い出していた。

　忘却するための儀式空間。それと似た雰囲気を、この場所に感じたのだ。

　──人間から忘れ去られたものは、やがて世界からも喪うしなわれる。

「夕凪……」

　自然と、彼女の名前が口から出てきた。それだけで目頭が熱くなる。

　暁斗はまだ忘れていない。忘れられるはずがない。自分の胸に手を当てると、心の奥、ちりちりと熱のくすぶる感じがした。

　そのときだった。影が、視界の片隅で動いたのは。

　反射的に目で追った先は、ひときわ大きな、ピラミッド状に積み上がった公衆電話の山。不安定な足場の、その頂点に、暁斗は目にした。

　涼しげな顔でたたずむ、美しい少女の姿を。

「……ゆう、なぎ？」

　喪服のような黒ずくめの服装だが、どこか遠くを見つめる眼まな差ざしは、間違えようもない。

　暁斗の脳裏に焼き付いて離れない、西さい藤とう夕凪そのものだ。

　──刹せつ那な、くすぶっていた心の熱が爆発する。

　夢でも幻でもいい。もう会えないと思っていた少女が、今、目の前にいる。

「夕ゆう凪なぎ！」

　もどかしかった。胸の内からは伝えたい言葉が溢あふれるように浮かぶのに、実際に暁あき斗との口から紡がれたのは、彼女の名前だけだ。

　けれど、夕凪は無表情に暁斗を見下ろしたまま。

　ふっ、と。後ろに倒れるように、言葉も、音もなく、公衆電話の山から落ちていった。

　その高さは、四、五メートル。生きている人間が落ちれば、ただでは済まないだろう。

「夕凪……夕凪っ！」

　暁斗は足をもつれさせながら駆け出し、山の裏手へ回り込む。

　その瞬間。なんの前触れもなく、景け色しきが一変した。

　暁斗の眼前にそびえ立つのは、西洋の城。そして空には、やはり巨大な黒こく輪りんと、無数の小さな黒輪が浮かんでいる。

「な、なんだ!?」

　暁斗は周囲を見回した。どうやらここは城の中庭らしい。四方を覆うのは、苔こけが生むした石造りの壁。崩れかけたアーチ状の城門からは、あちこち欠けた石畳の道が伸びている。

　いつの間に、なぜ。だが、暁斗がそれを考える暇はなかった。城の入り口と思おぼしき門の前に、ふたつの人影を見つけたためだ。

　一人は暁斗と同い年くらいの少年だった。暁斗と同じく、周囲の風景に困惑している様子だ。対するもう一人は、黒い鎧で全身を包んだ、中世の騎士のような姿の青年だった。

　背後に悠然とそびえる城に、青年の鎧姿はひどく馴な染じんでいる。彼は優雅な所作で少年へと近付くと、なにかが握られた片手を彼へ向けた。

　──黒い輪。サイズこそ掌てのひらに収まるほど小さいが、教室に現れたものや、この空に浮かぶものとよく似ていた。

　黒い輪を向けられた少年の顔が恐怖に引きつる。次の瞬間、黒い輪から出現したのは、膨大な『闇やみ』だった。

　闇はたちまち少年を包み込み、やがて再び黒い輪へと吸い込まれる。後に残ったのは、ぐったりと地面に倒れ込んだ少年の姿だった。遠目で見てもわかるほどに、その顔は青白く、生気らしきものが感じられない。

　一連の現象を、暁斗はただ呆ぼう然ぜんと見つめることしかできなかった。

　だが、そのとき。

「……む。迷い人は、一人ではなかったか」

　暁斗に気付いた鎧の青年が、黒い輪を握り込んだままゆっくりと近付いてくる。

「貴殿に恨みはないが……その魂、奪わせてもらう」

　暁あき斗とを見つめる両眼めに宿っているのは、鋭い光。

　これは殺意だ、と暁斗の本能が叫んだ。背筋は凍り付き、指一本動かなくなってしまう。

（俺は、ここで……殺される……？）

「お兄ちゃん!!」

　聞き覚えのある声がして、暁斗は目を見開いた。

　振り向くと、そこには陽ひ菜なの姿があった。城門をくぐり、息を切らして走り寄ってくる。

　だが──どうしてこんな、最悪のタイミングで再会してしまったのだろう。

「よかった、見つかって……！　でも、なんなの、ここ……？　おかしな場所ばっかり」

「駄目だ！　逃げろ！」

「えっ？　な、なに？」

　だが、そのとき。

「あ、あなたは、もしや!?」

　青年が上擦った声を上げた。驚き見ると、彼の顔にはとめどなく涙が流れている。

「ギネヴィア王妃！　ギネヴィア王妃の生まれ変わりではありませんか!?　私です！　円卓の騎士が一員、ランスロットでございます!!」

　その口上で、暁斗は以前に読んだ本の内容を思い出した。

　ランスロット。イングランドに伝わるアーサー王伝説の登場人物で、「円卓の騎士」の一人だ。

（主君であるアーサー王の妻・ギネヴィア王妃と不義の恋に落ち、円卓の騎士が崩壊する原因となった人物……だったはずだ）

　──だが、そんな人間が、どうしてここに。そもそも、ここはいったい何ど処こなのだろう？

　暁斗が戸惑っている間にも、ランスロットの言動は激しさを増していく。

「その愛くるしいお顔立ち！　慈愛に満ちたお声！　まさしくギネヴィア王妃！」

「え……？　な、なんですか、あなた……？」

　陽菜は戸惑いを通り越して、怯おびえているようだった。

　だがランスロットは完全に話を聞き流し、感情的に目元を覆う。

「なんと！　ああ、嘆かわしい！　前世の記憶をお忘れなのですね！　……ならば！」

　と、ランスロットはその手をかざし、陽菜に手中の黒い輪を向けた。

「今、ここに命ずる。《侵蝕の門エクリプセ・プエルタ》よ。その力を以もつて──魂を奪え」

　すると、まさしく異界への門が開くように、輪の中心に闇やみの塊が生まれた。

　やはり同じだ。暁斗と陽菜はあれに飲み込まれ、ここに飛ばされたのだ。

「危ない、陽菜！」

　暁斗は慌あわてて陽菜の前に立ち塞ふさがる。だが、もう遅かった。

　ランスロットの手から迸ほとばしった悪意が、瞬く間に二人を包み込む。

　──完全な暗黒。上下左右、どこまでも果てなく続く虚無の中に溶けるように、暁あき斗との意識が遠のいていく。

　このまま気を失えば、暁斗はおそらく、青年の言葉どおり魂を喪うしなうのだろう。先ほど目にした少年のように。

　そう実感した瞬間、胸の奥から湧わき上がったのは強い想おもいだった。

（……嫌だ。俺は、まだ……死にたくない！）

　わけもわからない場所、わけのわからない状況。けれど、暁斗はさっき、夕ゆう凪なぎに出会った。決して、見間違いなどではなかった。

　なら、もう一度、彼女に会いたい。どうしてここにいるのか、死んだはずの彼女に会って尋ねたい。他にも話したいことはたくさんあるし、なにより、暁斗はまだ大切なことを伝えていないのだ。

　好きだ──。夕凪へそれを伝えるまでは、絶対に、死ねるはずがない！

　すると、まるでその想いに呼応するように、ポケットの中で脈打つものがあった。

　金色の鍵だった。暗黒の世界を照らすように、淡い光を放っている。

　暁斗が鍵を取り出すと、光は刻一刻と強まり、ついには目もくらむほどの輝きとなった。

「陽ひ菜な！　目を閉じろ！」

　まばゆい光が、闇やみで黒く塗り潰つぶされた世界を上書きした。

　古城の中庭に景け色しきが戻る。ランスロットは、苦しげに目を押さえていた。

「くっ！　今の光は……!?」

「チャンスだ！　逃げるぞ！」

　暁斗は陽菜の手を引いて駆け出す。城壁には、小さな扉がいくつかあった。ランスロットの目がくらんでいる間に、二人はその中のひとつへ飛び込んだ。

　中には、何本もの剣や槍やりが立てかけられていた。窓もなく、全面が堅けん牢ろうな壁で囲まれている。どうやら、ここは武器庫らしい。

　その奥。武器の中に身を埋めるようにして、二人はしゃがみ込む。

「お、お兄ちゃん……」

「声を出すな。静かに待って、あいつをやりすごそう」

　暁斗の提案に、陽菜は無言で頷うなずいた。二人で息を潜める。

　──冷や汗が浮かぶ。じっとしているだけなのに、呼吸が乱れ、心拍数も上がってきた。

（次から次へと……いったい、どうなってるんだ……!?）

　金色の鍵をまたポケットにしまい込みながら、暁斗は考える。

　死んだはずの夕凪。中世の騎士ランスロット。

　闇を放つ輪と、それを打ち払ってみせた──金色の鍵。

（状況は絶体絶命。さっきは助かったが、あの光がどうして放たれたのかはわからない）

　なら、どうすればこの危機を脱することができるのか──と、必死に考えていた、そのときだった。

　頭上で爆発のような音が響き、砕けたレンガの欠片かけらが、ぱらぱらと降ってきた。

　暁あき斗とが振り仰ぐと、壁からは黒い腕が生えているではないか。

「なっ!?」

　まるで紙のように易やす々やすと、黒い腕は壁を裂き──急降下。暁斗の首を鷲わしづかみにすると、盛大に壁を崩して放ほうり投げた。中庭の地面に叩たたきつけられ、暁斗は苦く悶もんする。

「ど、どうして……俺たちの場所が……」

「隠れるのならば、心まで隠すことだな。数あま多たの戦場を潜くぐり抜ぬけた私にしてみれば、敵の気配を読むなど造作もない。貴殿の怯おびえは筒抜けだったぞ」

　ランスロットは、足元に転がっていた剣を拾うと、その切っ先を暁斗へ向けた。

「さぁ、その金色の鍵を、武器に変えるがいい」

　なにを言っているのか、暁斗にはわからなかった。怪け訝げんな顔を浮かべていると、ランスロットは真剣な声で言い放ってきた。

「貴殿を《墓碑銘セメンテリオ》と見込み、ギネヴィア王妃を賭かけて決闘を申し込む」

「セメン、テリオ……？」

「我が目的は、先ほど貴殿も目にしたとおり、この『喪失世界』に迷い込んだ人間の魂を集めることだ。何人たりとも、侵蝕の門エクリプセ・プエルタの生み出す闇やみに抗あらがうことはできぬ。……本来ならば、そのはずだった」

　喪失世界。それがこの世界の名前だというのか。

　だが、暁斗が尋ねる間もなく、ランスロットの言葉は続く。

「金色の鍵を持つ者だけは、侵蝕の門エクリプセ・プエルタに抗った。《墓碑銘セメンテリオ》と名乗る彼らは、金色の鍵を武器に変え、我ら《流罪者エクシリオ》に抗おうと試みた」

　つまり、暁斗のような人間が、他にもいたのだ。そして、目の前のランスロットのような、流罪者エクシリオという存在と敵対している。

　暁斗は半信半疑で、ポケットから鍵を取り出した。

「これを、武器に……？　いったい、どうやって……」

　確かに一度、この鍵は不思議な光を放ち、ランスロットの黒こく輪りんに抗った。

（あのときは、必死に願った。死にたくないと。なら、また同じようにすれば……！）

　暁斗は目を閉じ、願う。

（頼む！　戦える力が本当にあるなら、俺に力を！）

　だが──鍵に変化は起こらない。絶望する暁斗へ、ランスロットの声が響いた。

「どうやら貴殿は墓碑銘セメンテリオの力を使いこなせぬと見える。……まぁ、よしんば武器を出せたとしても、結果は同じだろうがな。私の勝利は、絶対に揺るがない」

「そんなこと、やってみなければわからない！」

「いいや、事実だ。我が力に敗やぶれた墓碑銘セメンテリオは二十四人。ある者は勇敢に、ある者は恐怖に怯おびえつつ、私と戦い……そのすべてが、私に敗れた」

　ランスロットは自信に満ちた不敵な笑みを浮かべ、暁あき斗とに指を突きつける。

「今度も負けはしない。正々堂々、私は愛いとしいギネヴィア王妃を手に入れてみせる」

「ギネヴィア……って、陽ひ菜なのことか」

「今、どんな名前でおられようと関係ない。私が愛するのは、その高貴なる魂だ。……再び相あいま見みえることが叶かなった今、今度こそ、永久の愛と忠誠を捧ささげましょう」

　ランスロットの言葉の後半は、暁斗へ向けたものではなかった。

「勝手なこと言わないで！」

　応えるように凛りんとした声が響く。陽菜だ。武器庫の崩れた壁から飛び出すと、身を挺ていして暁斗を守るように、ランスロットとの間に割って入る。

「わたしは王妃なんかじゃないし、なにより決闘の賞品扱いとか、いったいなんなの!?　たとえ勝ったって、あなたのものになんかならない!!」

　陽菜は震えていた。だがそれは、おそらく怒りではないだろう。

「だから……もういいでしょ!?　これ以上、お兄ちゃんを傷つけないで!!」

　倒れたまま、暁斗は陽菜の顔を見上げた。恐怖に耐え、戦っている、引きつった顔を。

　精一杯の虚勢で懇願する陽菜に、暁斗はたまらず地面の土を握り締めて。

（鍵が武器にならない!?　それがどうした！　ここで俺が戦わないと、陽菜が……!!）

　立ち上がり、有無を言わせず陽菜の前に出る。

「陽菜は離れていろ。こうなったら、やれるだけのことはやってみるさ」

「お兄ちゃん……」

　背後から聞こえる陽菜の声は、心の底から暁斗を案じている。

　そんな彼女を守るための方法は、ひとつしかない。意を決した暁斗は、地面に転がっていた武器庫の剣を拾い上げた。だが──重すぎる。一キロ、いや、二キロはあるだろうか。

（こ、これを振り回すのか……!?）

　長く重い、鋼鉄の塊。手にしても重心をうまくつかめず、構えることすらままならない。

　万にひとつの勝ち目くらいあるのでは、と。実際に剣を手にするまでは、心のどこかで甘いことも考えていたが、それも完全に潰ついえた。最悪の結末が、いよいよ現実味を帯びる。

「ほう、墓碑銘セメンテリオの力に頼らず、私と戦うとは。敬意を表し、貴殿からの攻撃を許そう」

　慢心か、それとも、絶対の自信か。ランスロットはそう告げて、剣を構えた。

　途端、まるで巨岩を前にしたような威圧感が、暁斗を襲う。どこからどう攻撃しても、絶対に防がれる。そんな確信があった。

「どうした？　来ないのならば、こちらから行くぞ？」

　一歩、また一歩。鎧を鳴らしながら、ゆっくりランスロットが近付いてくる。

　このまま相手に先制を許してしまえば、確実にやられるだろう。相手の剣筋を見切り、攻撃を防ぐような技量は、暁あき斗とにはない。

「う……おおおっ！」

　勢い任せの突撃。構えもなにもなく、でたらめに剣を振りかぶって斬きりかかる。

　対するランスロットは、軽やかに剣を抜き放ち、迎撃。暁斗の渾こん身しんの一撃を、涼しい顔で払った。吹き飛ばされた暁斗の剣が、弧を描いて宙を舞う。

「なるほど。いい気合いだ」

　と、次の瞬間、ランスロットの姿が忽こつ然ぜんと消えた。

　同時に、車にでもぶつかったような衝撃が暁斗へと襲いかかる。

　暁斗の身体からだは軽々と宙を舞い、そのまま城壁に背中から叩たたきつけられた。肺の空気を吐き出し、暁斗は苦痛にうめきながら地面に倒れる。

　横倒しの視界は焦点が合わず、すべてがぼやけていた。それでも、小柄な少女──陽ひ菜なの前に、背の高い人影が立っていることだけは、どうにか判別できた。

　ランスロットだ。一瞬にして暁斗の死角に回り込み、殴り飛ばしたのだろう。

　これが、彼の本気。人間業ではない速さと強さだった。

「その強き意思に免じて、その命、今しばらく長らえさせよう」

　朦もう朧ろうとする意識に、ランスロットの声が耳鳴りのように響く。

「え？　お兄……ちゃん……？」

　陽菜は完全に固まっていた。

　目の前で起きたことが信じられないのか、ランスロットと暁斗を交互に見やっている。

「ひ……な……。逃、げろ……」

　ようやく絞り出せた暁斗の声は弱々しく、とても陽菜までは届かなかった。

「今、ここに命ずる。《侵蝕の門エクリプセ・プエルタ》よ。その力を以もつて、魂を奪え」

　ランスロットの手から黒い絶望が放たれ、陽菜を飲み込む。

　スローモーションのように引き延ばされた時間の中、暁斗はその光景を、ただ見ていることしかできなかった。

　まるで死神が魂を刈り取るかのごとく、闇やみが黒こく輪りんへと吸い込まれて。

　残された陽菜の身体は、糸の切れた操り人にん形ぎようのように、力なく倒れていく。

　よろよろと立ち上がり、暁斗は横たわる陽菜へと近付いた。肩を揺すり、呼びかける。

　だが、返事はない。触れた手を通して、陽菜の身体から熱が失われていくのがわかる。

「まさか……嘘うそだろ、陽菜……？」

　本当に、死んでしまったのか。眠るようなその顔が暁斗の呼びかけに応えることはない。

　だとすれば、あまりにも簡単な最さい期ごだった。暁斗はただ呆ぼう然ぜんとすることしかできず、涙の一滴も、すぐには湧わいてこなかった。

　だが──もう、その瞳が開かれることはない。声を聞くこともできない。

　もう二度と、あの快活な笑顔えがおは見られないのだ。

　どうしてだ、と知らず呟つぶやく。なぜ、暁あき斗とにとって大切な人間ばかりが喪うしなわれていくのか。

「さぁ、ギネヴィア王妃。魂は解き放たれました。どうか今一度、そのお声を私に」

　満面の笑みを浮かべ、ランスロットは黒こく輪りんを耳に近付ける。

　しかし、なにも聞こえなかったのだろう。一転して、落胆した表情で黒輪を見やる。

「ふむ。王妃ではなかったか。残念だ。だが、その魂、我が王妃の復活のため、有効に使わせてもらうとしよう」

「…………ふざけるな！」

「なに？」

「陽ひ菜なの命を奪ったことが、人違いで済むと思ってるのか!?　あんたの言うギネヴィア王妃のためなら、なにをしてもいいっていうのか!?」

「当然だろう。どうせこの世界に迷い込んだ時点で、その者はほとんど死んだも同然なのだ。むしろ、ギネヴィア王妃に間違えられたことを光栄に思うがよい」

　ありったけの怒りを込めた暁斗の視線を、しかしランスロットは涼しげな顔で受け流す。

　と、不意にその瞳がはっと見開かれた。

「あれは……おお！　なんと美しい……！　あの方こそ、ギネヴィア王妃に違いない！」

　狂気じみた熱を帯びたランスロットの視線は暁斗を素通りし、そびえる城の上へと向けられていた。暁斗や陽菜、先ほど倒れた少年のような迷い人が、新たに現れたのだろう。

　振り仰ぎ、逃げろと叫ぼうとした暁斗の唇は、しかし言葉を発することはなかった。

　なぜなら──そこにいたのは。

「夕ゆう凪なぎ……！」

　はるか高み、城の窓から見下ろすのは、見間違えるはずのない姿。

　公衆電話に囲まれての邂かい逅こうは、夢や幻ではなかった。夕凪は、やはりここにいたのだ。

「ギネヴィア王妃！　今、参りますぞ！」

　ランスロットは夕凪に向かい、歩いていく。その手中に、邪悪な黒輪を携えて。

　夕凪は生きているのか、死んでいるのか。もはや暁斗には判断がつかない。だが、あの黒輪は、魂を奪う。生者も死者も関係なく、闇やみの中に吸い込まれてしまうだろう。

「やめろおおっ!!」

　夕凪の危機に、暁斗は再び剣を拾い上げ、我を忘れて斬きりかかっていくが──。

「邪魔だ！」

　一いつ蹴しゆう。またしても、暁斗の剣は簡単に弾はじき飛とばされてしまった。

「私と王妃の邂逅を阻む者は、万死に値する!!」

　今度こそ、無防備な暁あき斗とへと、ランスロットの剣が振り下ろされる。命を絶つために。

　──しかし、その一瞬がやけに長く感じられた。まるで時間が止まったかのように。

『暁斗くん』

　呼び声が、頭の中に響いた。暁斗の心を、魂を揺さぶる、あの声が。

　気付けば、夕ゆう凪なぎは城の窓からはっきりと暁斗を見下ろしていた。

『わたしのことは、忘れて。そうすれば、暁斗くんは助かる』

（忘れる、って……なにを言ってるんだよ、夕凪。そんなこと、できるわけ……）

『ここは喪失世界。喪うしなわれたものが、集う場所。わたしはもう、ここの人間』

　夕凪は無表情のまま、暁斗へ突き付ける。彼女が既に死んでいるという、その事実を。

『でも、暁斗くんはまだ生きてる。だから、わたしのことは忘れて、その鍵も、手放して。そうすれば、暁斗くんは今すぐに、現実世界へ帰れる』

　どうして夕凪は、そんなことを知っているのか。だが彼女は、見たこともないほど真剣な顔で暁斗を見つめていた。きっと本当のことなのだろう。

　けれど、暁斗は──。

（嫌だ！　俺が夕凪のことを忘れる？　そんなこと、できるはずないだろう！）

　視線だけで訴えかける。夕凪を喪った絶望と、今こうして出会えたことの希望を。

（俺は夕凪を忘れない！　どんなことがあっても、絶対に！　だって、俺は、夕凪を……）

『……どんなことが、あっても？』

　しかし夕凪は、暁斗の言葉を最さい後ごまで聞くことなく、どこか哀かなしげに目を細め。

『そっか。だから、暁斗くんの鍵は……ん、それならわたしにも、譲れないものがある』

　不意に、ふわ、と柔らかな表情を浮かべた。暁斗しか知らない、夕凪の笑顔えがおを。

『暁斗くん、初めて話したとき、言ってくれた。同じ過あやまちは繰り返さなければいい、って。だから、わたしは暁斗くんを助ける。どんなこと、しても……どんなことに、なっても』

　夕凪の瞳が、真まっ直すぐに暁斗を見つめる。

『その鍵はわたしとの記憶。喪いたくないと願うなら……違うものを喪うしか、ない。喪失世界は、喪うことでしか、力を得ることのできない世界だから』

　夕凪の言葉は、暁斗には、こう聞こえた。




　わたしは覚悟を決める。だから──暁斗くんも覚悟を決めて、と。




（そうだな……。相手は、伝説の騎士だ。なにも喪わずに勝とうなんて、甘いよな）

　かっ、と、暁斗の全身が熱を帯びる。まるで血が沸騰するように。

（力には代償が必要だっていうなら……いいさ、好きなだけくれてやる！　夕凪との記憶さえあればいい！　他のなにを喪っても、俺は必ず、夕凪を救ってみせる!!）

　すると、暁あき斗との覚悟に呼応するように、光が迸ほとばしった。

　ポケットの中の金の鍵。そこから光が溢あふれ、暁斗とランスロットを包んでいく。

　そして、それが合図だったかのように、時間が再び流れはじめた。

「な、なんだ!?」

　異変を察知したランスロットは、腕で目元を覆いながら飛び退ずさる。

　その隙すきに、暁斗はポケットから鍵を取り出して──。

「う、ぐううぅぅっ!?」

　右腕に激痛。腕の神経そのものが焼かれるような、経験したことのない痛みだった。

（う、腕の感覚が……ない!?）

　完全に麻ま痺ひしてしまったのか、それとも──。不安に思いながら右腕を見ると、はたしてそこに、腕はあった。力なんて入るはずがないのに、しっかりと鍵を握り込んだまま。

（なんだ……？　アル、マ……？）

　脳裏に火花が散り、言葉が浮かぶ。その意味はわからない。だが、確信があった。

　──これは、夕ゆう凪なぎが教えてくれた力だと。

　暁斗は叫ぶ。魂が導くように。

「解き放て！　《誓約武装アルマ・フラメント》!!」

　鍵は光の粒子となり、瞬く間にその姿を変えていく。













　やがて暁あき斗との手には、一振りの刀が握られていた。流麗な反りの黒い刀身に、木目状の紋様が銀色に浮かぶ。その刃渡りは一メートル以上。大振りの太た刀ちだ。柄巻きの緒の色は、暁斗の闘志のように真紅に燃えている。

（軽い……。手に馴な染じむって、こういうことか？）

　刀の重さはまったく感じない。腕の感覚もないはずなのに、それでも不思議と、右手はしっかりと刀を握り込んでいる。刀と腕が一体化したような自然さで。

　すると、再び脳裏に言葉が浮かんできた。暁斗は迷うことなく、それを叫ぶ。

「絶技壱いち式──《王権領域ソリオ・エスクード》!!」

　右腕が、動いた。

　そして連動し、全身が動く。流れるような、絶技という名に相応ふさわしい動作で。

　それはまさしく、何十年にもわたり何万回と修練を積んだ、達人の技だった。

　閃せん光こうの如ごとき踏み込み。

　十メートルにも及ぶ間合いを一瞬で無にし、横一文字に斬きり払う。刀の届く半径二メートルの領域は、暁斗の支配する世界。何者も、その存在は許されない。

「なっ!?」

　油断があったのだろう。戸惑いもあったのだろう。

　だが結果として、ランスロットは暁斗の太刀筋に反応すらできなかった。

　木目状の紋様を持つ刀身が、堅けん牢ろうな黒い鎧を難なく斬り裂く。衝撃で吹き飛ぶように倒れるランスロット。手にした黒い輪が宙を舞った。

（陽ひ菜なは、あれに魂を奪われた。なら、もしかして……！）

　暁斗はすかさず、返す刀で黒い輪を両断した。すると、断たれた輪から光の粒子が溢あふれ、陽菜の身体からだへと吸い込まれていく。

「ん……」

　ぴくり、と、陽菜の指先が動いた。奪われた魂が戻り、生き返ったのだ。

「陽菜！　よかった……！」

　これで一安心……と、気をゆるめた瞬間だった。

　刺すような、ぴりぴりした空気を背中に感じた。刹せつ那な、考えるより早く、暁斗の身体が横に飛とび退のく。その直後、さっきまで暁斗のいた地面が、蜂はちの巣のように穿うがたれた。

　このときようやく、あの感覚が殺気というものなのだと、暁斗は理解した。

「ヒュゥ。これを避けるのかい。やるねぇ」

　口笛まじりの軽い口調が、暁斗の背後から聞こえた。

　振り向くと、両手にマシンガンを構えた、トレンチコートの男がいた。

　その頬ほおには大きな傷。器用に葉巻をくわえたまま、男は飄ひよう々ひようとよくしゃべる。

　だが、恰かつ幅ぷくの良いその全身から、ただ者ではない雰囲気を漂わせていた。

「それに、騎士サマに一撃食くらわすとは、たいしたもんだよ。兄さん、もしかしてあれか、サムライボーイって奴やつかい？　その刀もダマスカス鋼だろ？　いい得物、持ってるじゃねぇか」

「……誰だ。ランスロットの仲間か？」

「イエス、イエス。敵じゃない、って意味だがね。……オレはアル・カポネ。騎士サマと同じ、《流罪者エクシリオ》って奴さ」

「アル・カポネ、だって……!?」

　いつだかに読んだ本の内容を、暁あき斗とは思い出した。スカーフェイスの異名と共に。

（確か、百年ほど前。アメリカ禁酒法の時代に、酒の密売で大おお儲もうけして、巨大な犯罪組織を作った男が──アル・カポネだったはず）

　騎士物語の登場人物に、実在の犯罪者。彼らは、いったい何者だというのか。

「あんた、流罪者エクシリオって言ったな？　それに、ここ……喪失世界って、いったいなんなんだ」

「答える義理はねぇ……と言いたいところだが、まぐれでもなんでも、騎士サマを倒しただけの力に免じて教えてやるよ。それだけの力、代償もかなりのモンだったろう？」

　緊張に満ちた暁斗の表情とは対照的に、アル・カポネはにやにやと愉快げに笑っている。

「喪失世界ってのはな、現実世界から忘れ去られようとしているものを黒こく輪りんで取り込み、奪い、力に変えている世界さ。そして、オレたち流罪者エクシリオは、死んで忘れ去られた人間や、生きたままこっちに迷い込んだ人間の魂を奪ったりして、その手助けをしてる。なんのためにって？　……そりゃあ、オレたち自身の願いを叶かなえるためさ」

　クッ、と。アル・カポネが喉のどを震わせて笑う。

「ここじゃあ代償さえ支払えば、どんなことも思いのままだ。例えば……そう、死んだ人間すら、生き返るかもしれねぇ。ま、騎士サマはともかく、オレの願いはまた別だがな。死人なんぞに縋すがらなくとも、オレくらいの男ならイイ女は勝手に寄ってくる」

「死者を生き返らせる……まさか、そんなことが、本当に」

　だが、暁斗が問いただそうとしたとき、不意に視界が陽炎かげろうのように揺らめく。

　なにかを感じて見上げると、そこにはまたしても黒い輪が出現していた。その輪の向こうに、おぼろげに見えるのは……学校の教室だった。

「まさか、戻るのか？　現実世界に？」

「墓碑銘セメンテリオってのは、そういうもんみたいだぜ。金色の鍵が、現実世界あつちと喪失世界こつちを行ったり来たりさせてるみてぇだな」

　アル・カポネは、倒れたランスロットの襟首をつかんで持ち上げると、一言。

「ひとつ、いいこと教えてやらあな。現実シヤバに戻ったら、空を見上げてみな。おもしろいモンが見れると思うぜ？」

　そう意味ありげな言葉を残し、二人そろって闇やみに溶けるように姿を消した。

　──流罪者エクシリオ。彼らは何者なのだろうか？

　そして。

「……夕ゆう凪なぎ」

　暁あき斗とは城の窓を見る。そこに彼女の姿は、もうなかった。

「また会えると……信じても、いいんだよな？」

　アル・カポネの言葉が真実であれば、暁斗は再びこの世界を訪れることとなる。

　願いの言葉は喪失世界の風に流れて消え、暁斗と陽ひ菜なは、頭上に浮かぶ異界の門に吸い込まれた。





※　※　※






　一瞬の意識の混濁を経て、暁斗は現実世界に戻ってきた。

　教室の床に寝そべっている陽菜の肩を、暁斗は静かに揺すろうとして。

「……そうか。俺の右腕は」

　ぴくりともしなかった。ランスロットとの戦いで受けたダメージで身体からだのあちこちがひどく痛むのに、右肩から先はまったく感覚がない。まるで、そこにただついているだけだ。自分の身体の一部とは思えないような、尋常ではない異物感だった。

　手にしていた刀は金の鍵に戻り、右手からするりと滑り落ちる。それを左手で拾い上げ、しげしげと眺める。

　夢のような出来事だった。だが、動かない右腕が、金の鍵が、夢ではないと教えている。

　それでも、陽菜には……。

「起きろ、陽菜。起きろって」

「う……ん……。あれ……教室？」

　そこで陽菜の意識が覚かく醒せいしたのだろう。がばっと跳ね起きる。

「騎士！　黒い騎士がわたしのこと！　それでお兄ちゃんが大変で……って……？」

「おいおい。どんな夢を見てたんだ」

　そう。陽菜にとっては、悪い夢でいい。

「え、夢？　夢、だったのかなぁ……？」

「まったく、机に突っ伏して寝てたら椅い子すから落ちて、それでもまだ寝てるんだからな」

「え、嘘うそ!?　わたし、そんなことしてたの!?」

　時計を見た陽菜につられるように、暁斗も教室の壁掛け時計を見る。時刻は午後五時前。喪失世界にいる間も、現実の時間は普通に進むようだ。

「……もう、もっと早く起こしてよ！」

　簡単にだまされてくれて、助かった。

　照れ隠しか、暁あき斗とを小突いてくる陽ひ菜なの姿は、微笑ほほえましいものだった。

　……もっとも、それを受ける右腕は、もうなにも感じてくれないのだが。

　異変を悟られないように気を配りながら、暁斗は教室を後にする。

　校舎から外に出た暁斗は、アル・カポネの言葉を思い出し、空を見上げた。

　そこには、いくつもの黒こく輪りんが浮かんでいた。あたかも喪失世界で見た空のように。

（まさか、ここはまだ喪失世界なのか!?）

　そう疑心暗鬼にかられたときだ。暁斗の視線を追ったのか、陽菜も空を見上げて言った。

「あ。今日きようは夕焼けがきれいだね」

　どうやら陽菜には、空に浮かぶ黒輪は見えていないようだ。暁斗のように喪失世界との結び付きが強くなった人間だけ、気付くようになるのかもしれない。

　だとしたら、ここもごまかしたほうがいい。幸い、空に浮かぶ黒輪の他には、目に映る光景に異常はない。

「そうだな。きれいな夕焼け──」

　と、話を合わせようとして、暁斗は絶句した。

　ゆっくりと沈みゆく赤い夕ゆう陽ひ。それは丸の形ではなく、不可思議な紋様をまとう巨大な黒輪により、半分が黒く侵しん蝕しよくされていた。まるで、皆既日食のように。

（なにが異常はない、だ……！　俺は今の今まで、あんなのを普通と思っていたのか!?）

　アル・カポネは、こうも言っていた。黒輪は現実世界のものを奪う、と。きっと太陽は、あの黒輪の影響を受けているのだろう。

　世界からは徐々に太陽の光が喪うしなわれている。──いつからかは、わからない。

　だが、流罪者エクシリオにより太陽の半分が奪われても、暁斗はそれに気付きもしなかった。

　人間の認識をすべて歪ゆがませるほどの力を持つ喪失世界と流罪者エクシリオは、今の暁斗にとって計り知れない、想像以上の存在なのかもしれない。

　しかし不思議と、恐怖は感じなかった。

（喪失世界には夕ゆう凪なぎがいる。なら、なにがあろうと……俺はまた、あの場所へ行く）

　暗くなり始めた空の向こう、黒い輪と、黒く侵蝕された太陽へと。

　暁斗は、まだ動く左腕を、真まっ直すぐに伸ばした。





※　※　※






　薄暗い室内。

　鎧を脱ぎ、胸に包帯を巻かれたランスロットが、粗末なベッドで臥ふせていた。その横ではアル・カポネが、懐から酒の小瓶を出し、ちびちびとあおっている。

「ははっ、手ひどくやられちまったなぁ。まぁ、しばらくはゆっくり静養しとくんだな」

「断る！　この雪辱、晴らさずにいられるものか！」

　ランスロットは身を起こそうとしたが、激痛に顔をしかめ、倒れ込んでしまう。

「おいおい、大丈夫かぁ？　慣れ合うつもりは毛頭ないけどよ、まだ互いに利用価値のある身だろう？　そんな弱っちい姿で、本当に『アレ』を手に入れられるのかねぇ」

「く……！　な、情けない……！」

　悔しげに声を震わせるランスロット。やれやれとばかりに肩をすくめ、アル・カポネは部へ屋やを後にした。

　扉を閉めると、肩に手を当て、こきりと首を鳴らす。

「……騎士サマってのは、どうしてああ堅物なのかね。手綱取るのも楽じゃねぇや」

　そこへ、がらがらと騒々しい音が響いてきた。

　音の正体は、ありえないもの──車輪の付いたバスタブだった。それがメイド服の少女に押され、運ばれてきたのだ。

　バスタブを満たしているのは真まっ赤かな血。それだけでも驚嘆に値すべき事柄というのに、そこに浸つかっているのは、一糸まとわぬ一人の少女だった。

「騎士の坊やが、墓碑銘セメンテリオにやられたんですって？」

　あどけない声に似合わぬ大人びた口調。ようやく十代になったかどうかという幼い容姿。豪ごう奢しやな金髪の縦ロールは鮮血に濡ぬれ、バスタブの中では、小さな肢体に比してアンバランスに膨らんだ胸が、ぷかりと浮いている。

　無む垢くにして妖よう艶えん──矛盾した雰囲気だ。

　彼女も流罪者エクシリオなのだろう。アル・カポネは驚いた様子もなく、片手を上げて挨あい拶さつをした。

「よう、バートリの嬢ちゃん。相変わらず、耳が早いねぇ」

「ええ。わたくしの『眷属こどもたち』が教えてくれたのよ。それで、相手はどんな凄すご腕うでだったのかしら？」

　バートリと呼ばれた少女の問いかけに、アル・カポネは剣けん呑のんな笑みを浮かべる。

「ああ。騎士サマを一撃だ。正面から戦ったら、オレも勝てるかわからねぇが……あれだけとんでもねぇ強さの魂だ。もし奪えたら、『アレ』が一気に近付く。イロイロと考えて、なにがなんでも殺してぇなぁ」

　アル・カポネは生前、裏切った仲間や敵対するギャングを容赦なく虐殺したが、それは用意周到に行われ、殺人の罪に問われたことは一度もなかったという。

　おそらく今、彼の脳内では目まぐるしい速さで思考が展開されているはずだ。

　自分のリスクは最小限に抑え、確実に暁あき斗とを殺すために。

「ふぅん。策略家のあなたがそこまで言うなんて、よっぽどの坊やなのね。……うふふ。なんだかわたくしも、遊んでみたくなっちゃったわ」

　ぺろり、と、血のように真っ赤な舌で、ぷるんとした唇をなめた。

「バートリの嬢ちゃんよ。オレたちの目的、忘れたわけじゃねぇだろうな？」

　アル・カポネの眼めが、すっと細まる。

「もちろんよ。そのために、わたくしたちは手を組んだのでしょう？　……でも」

　向けられたのは剣けん呑のんな視線。だが、バートリは動じる様子もなく、艶なまめかしいウインクをアル・カポネに送り。

「味見くらいは、わたくしの好きにしていいのではなくて？」

「……おやおや。バートリの嬢ちゃんに目を付けられるたぁ、あの兄さんも災難だな」

　アル・カポネは呆あきれたように呟つぶやくと、酒瓶を一気に飲み干し──くっと愉快そうに笑う。

「まぁ、頑張れや。オレが殺やるまで、死ぬんじゃねぇぞ」
















　　第二章






　喪失世界に誘われ、ランスロットとの戦闘に巻き込まれた、その翌日。

　暁あき斗とは、右腕の異常に気付いた陽ひ菜なの懇願を受け、病院で診察を受けた。

　会計を終えて外に出ると、昼間にもかかわらずどんよりと暗く、空は灰色の雲に覆われている。ちらちらと小雪の降る中を、二人は無言のまま歩いていた。

「……昼休みには、なんとか間に合いそうだな」

　暁斗の言葉に、けれど陽菜の返事はない。

　それどころか、診察を終えてからというもの、陽菜はずっと無言のままだった。

　いつもならうるさいくらいに話しかけてくるのに、暗く沈んだ表情で暁斗を──いや、暁斗の動かない右腕をずっと見つめているだけだ。

　診察の結果は、原因不明。知り合い夕凪が事故で亡くなったことによるストレスの可能性があるかもしれない、程度のものだった。

　暁斗の右腕は今、包帯で巻かれ、三角巾で吊つるされている。

　動かせない腕をそのままにしておくと、無用な怪け我がをしてしまうかもしれないから──と、陽菜が医師に頼んだのだ。

「はは。これじゃ、まるで重症患者みたいだな」

「いつから、動かないの」

　暁斗の言葉を遮るように、陽菜の声が響く。

「昨日、放課後に迎えに行ったときは、まだ両手で本を読んでたよね。なのに、夕食を食べるときには、もう……もう！」

　陽菜の声が歪ゆがむ。見れば、瞳からは堰せきを切ったように涙が流れていた。

「ごめんなさい！　わたし、お兄ちゃんがそんなに傷ついてるなんて思わなかった……ううん、思ってたのに、本当の意味では理解できてなかったんだ！　もっと早く気付いてれば、なにかできることがあったかもしれないのに……！」

「陽菜のせいじゃないさ。それに、ストレスだとも限らない。もっと大きい病院に行けばなにかわかるかもしれないって、先生も言ってただろう？」

　ぽん、と優しく陽菜の頭を撫なでると、暁斗はポケットからティッシュを差し出した。

「だから、もう泣くな。……おまえに泣かれるのは、俺もつらい」

「……うん。ごめんなさい、お兄ちゃん」

「先輩、じゃないのか？」

　からかうようにそう言うと、陽菜は涙をふき、小さく笑って。

「もう。そんなこと言われたら、素直に心配してあげないよ？」

「俺なんかには、それくらいがちょうどいいさ」

　暁あき斗ともまた、笑みを作ってみせた。だが、心中には暗い気持ちが渦を巻く。

　動かない腕を守るように、陽ひ菜なは暁斗の右側を歩いている。

　この笑顔えがおが、一度は喪うしなわれかけたのだ。そして──彼女の、輝かしい未来も。

「それより、これからレッスンなんだろ？　急いだほうがいいんじゃないか」

　陽菜が右手に提さげているのは、プラスチック製の透明なケース。

　その中には楽譜が──陽菜の夢が詰まっている。

　陽菜は昼休みと放課後、音楽教師からピアノのレッスンを受けていた。

　その努力の成果だろう。次のコンクールでは全国優勝に手が届きそうだった。もし優勝できれば、プロへの道が開けるらしい。

　──ピアニストになりたい。

　照れながらも、はっきりと夢を口にしたのは、陽菜がまだ中学生のとき。

　子供の頃、当時は暁斗が習っていたピアノのレッスンに付いて来たことがきっかけで、生まれた夢だった。いうなれば、暁斗が陽菜と夢を結び付けたようなものだ。

　それだけではない。陽菜はいつも明るく、友とも達だちも多い。頼りにならない暁斗の分まで、両親から期待されている。

　対する暁斗は、陽菜ほどの情熱を持つことができず、ピアノをやめてしまった。高校生の今も、特に将来の目標はない。

　そのことで、両親とは上う手まくいっていなかった。放課後の教室で読書をするのは、家に帰りたくないという気持ちの表れだ。もっとも、そのおかげで夕ゆう凪なぎと出会えたのだが。

　一時期は陽菜をうらやましいと思っていたこともあったが、今はただ単純に妹が誇らしく、応援したかった。

「俺のことはいいから、早く学校に行くといい。遅刻したら、先生に失礼だろう」

「でも……先輩、本当に一人で大丈夫？」

「ああ。いくらなんでも、学校まで一人で行けないってことはないさ。それに、いつまでも陽菜に迷惑を掛けるわけにはいかない。色々と、慣れていかないとな」

「迷惑だなんて思ってないよ！　けど、先輩がそう言うなら、お言葉に甘えちゃおうかな」

　無理はしないように、と暁斗へきつく念を押すと、陽菜は学校へと走っていった。

　暁斗は、微笑と共にその背を見送り──完全に姿が見えなくなったところで大きく息を吐き、身体からだの力を抜いた。

（……今のは、少し危なかったな）

　暁斗の腕が、いつから動かないのか。あのまま追及されていたら、いずれ暁斗はごまかしきれなくなったかもしれない。そうなれば、喪失世界での出来事が夢ではなく現実だと陽菜に気付かれる可能性がある。それだけは、なんとしても避けたかった。

　見上げた空に浮かぶのは、無数の小さな黒こく輪りん。ひときわ高い位置に浮かぶ巨大な黒輪は、今は厚い雲に覆われて見えない。だが、太陽は今も侵しん蝕しよくされ続けているだろう。

　今年ことしの冬は寒いという話だが、当然だ。あれでは、太陽の恩恵は地上まで届かない。

　けれど、誰もそのことには気付かない。黒輪も、喪失世界も、すべては不可視の現象。誰も知らないまま、世界からは様々なものが喪うしなわれている。昨日見た公衆電話のように。

　だが、今は違う。暁あき斗との手元には、金色の鍵がある。

　アル・カポネの言葉が真実なら、喪失世界への扉は再び開かれる。

　そうなれば、暁斗はためらうことなく、もう一度あの世界へと向かうだろう。

　なぜなら、あの世界には夕ゆう凪なぎがいる。たとえ既に死した存在だとしても、暁斗は昨日、彼女と再び出会うことができたのだ。

　なら、もっと言葉を交わしたい。伝えられなかった想おもいを、暁斗自身の口からはっきりと伝えたい。

　だが、その先は？　もし好意を伝えられたとして、それから、どうすればいいのだろう。

　──夕凪は、もう死んでいるのに。

（……だが、アル・カポネは）

　飄ひよう々ひようとしたギャング。彼は、こんなことも言っていなかっただろうか。

　喪失世界においては、代償を払えば、死者すら生き返る──と。

　ぶるり、と。暁斗の背筋に冷たいものが走った。

（馬鹿な……俺は今、なにを考えた？）

　死者すら蘇よみがえらせられるというのなら、夕凪も。心の底から湧わき上がるその考えを、暁斗は必死で押し殺す。

（まさか、そんなこと、できるはずがない）

　──しかし、本当だとしたら？

　そこに危険があっても構いはしない。誰の賞賛を得られなくとも構わない。

　どんな代償を払おうと安いものだ。ただの自己満足に過ぎないとしても、暁斗は、真の意味での夕凪との『再会』を願わずにはいられない。

　そう思うと、急に喪失世界への再訪が待ち遠しくなった。

　だが、同時に不安もある。

　喪失世界への扉がいつ開かれるのか、今の暁斗にはまったくわからない。

　いうなれば、時限爆弾を抱えているような気分だった。それが爆発するのは、一週間後か、明日か、それとも今すぐか。

（俺のわがままに、他の人間を巻き込むわけにはいかないからな）

　特に、陽ひ菜な。夢という形でごまかしてはみたものの、彼女は喪失世界で危機にさらされた経験がある。暁斗の考えを知ってしまったら、絶対、止めるに決まっていた。

　足取りは迷い、ためらい、のろのろと遅くなる一方。ちょうどコンビニエンスストアがあったので、医師からもらった大病院の紹介状を握り潰つぶして、ゴミ箱へ捨てた。

「そういえば……昔は、ここに公衆電話が置かれてたのか？」

　店先のゴミ箱の横には、少しだけ空間があった。いつもなら気にも留めないそのスペースに、暁あき斗とは少しだけ哀愁のようなものを感じる。

　ついでに店内へ入り、カロリーフレンドを買う。昼食を一人で手早く済ませるためだ。食事のときだろうとなんだろうと、可能な限り、人のいる場所にはいたくなかった。

「……本当は、学校にも行くべきじゃないんだろうな」

　急病だと嘘うそをついて、家に戻ってしまおうか。

　だが、陽ひ菜なへの説明が面倒だ。また余計な心配をかけてしまう。

　最善の方法は、学校に行き、なおかつ誰にも気付かれないような場所へと隠れること。

　しかし、そんな都合のいい場所なんて、あるはず──。

　と、暁斗ははっと目を見開き。

「……そうだ、どうして気付かなかったんだ」





※　※　※






　学校に着いた暁斗は、まず職員室で登校したことを告げた。

　あらかじめ遅刻の連絡を入れていたため、教師とのやり取りは簡素に終わる。

　廊下に出ると、昼休みも半ばの校内は喧けん騒そうに満ちていた。時おり、すれ違う生徒が右腕の三角巾に物珍しげな視線を向けてくる。

（……なんだか、居い心ごこ地ちが悪いな）

　大きな怪け我がや病気をしたことがない暁斗は知らなかったが、見てわかるほどの異常というものは、思いのほか周囲の注目を浴びるらしい。

　隠れるように廊下の隅を歩き、目指す場所は二年生の教室が並ぶ、二階の廊下の端。一番奥のそこは施錠された空き教室になっており、ほとんど生徒が近寄らない場所だ。近付くにつれ、生徒の数は目に見えて減っていく。暁斗がほっと一息ついた、そのとき。

「危ない！　止まって！」

「え……？」

　頭上からいきなり聞こえた制止の声に、暁斗は足を止める。

　次の瞬間、暁斗の前方で突然、廊下のガラスが割れた。そして目の前を、なにかが高速でかすめていく。野球のボールだった。

　もしも暁斗が歩き続けていたら、ガラスの破片とボール、両方が直撃していただろう。そうなれば、ただでは済まなかったはずだ。

　暁あき斗とは声の聞こえた方向──空き教室の手前、暁斗のすぐ横にある階段を見上げる。

　階段を上ったところにある踊り場には、一人の少女が腰を下ろしていた。

　整ってはいるが、どこかきつい印象を受ける顔立ち。腰まである長い黒髪が、さらさらと背中に流れている。

　すらりとした細身の肢体を包む制服はゴシック調にアレンジされ、スカートの裾すそにはフリルやレースがあしらわれている。

（うちの制服、こんなに装飾されて……ない、よな？）

　少女の姿に暁斗は内心で首をひねる。たぶん、自分で改造したものだろうが……風紀委員に怒られるのではないだろうか？

　しかし、なにより目を惹ひくのは、少女の左目を覆う眼帯だった。革製だろうか、洒しや落れたデザインのものだ。改造された制服と相まって、独特の雰囲気を醸かもし出している。

「そんなに眼帯が珍しいの？　じろじろ見るなんて失礼よ」

　少女は右目で、暁斗をぎろりと睨にらみつけた。

　暁斗は反省する。自分が好奇の視線を嫌がっておいて、相手に同じものを向けてしまっていた。

「……ああ、すまない」

「……ふん」

　少女は不機嫌そうに視線を逸そらし、手にしたあんパンを頬ほお張ばる。

　昼食中だったらしい。だが、こんな場所に、一人で？　人目を忍ぶ理由でもあるのか、それとも、単純に一人が好きなのか。どちらにしろ変わっている気がする。

「今のって、俺を助けてくれたんだよな？　でも、どうやってボールが飛んでくるのがわかったんだ？」

　廊下の窓ガラスはともかく、少女の座る踊り場から、飛んでくるボールが見えるとは思えなかった。加えて、彼女は片目を眼帯で覆っている。

「さぁ。偶然じゃない？」

　暁斗とは視線を合わせないまま、少女は言葉を濁した。

　偶然ということはないだろうが──答えたくないのだろうか。

「とにかく、ありがとう。助かった」

「…………」

　少女は無言。これ以上、話をするつもりはないらしい。

　暁斗は軽く肩をすくめ、再び歩き出して。

「あああっ！」

　突然、階段の上から、少女の盛大な悲鳴が聞こえた。

　いったいなんだと、暁斗は少女を見上げる。その瞬間。













　ぐにゃり。足の下から、柔らかな感触が伝わってきた。

「わ、わたしのあんパンが────っ!?」

　絶叫と共に、少女がどたばたと階段を駆け降りてくる。

　どうやら少女が食べていたあんパンを落とし、それを暁あき斗とが踏みつけてしまったらしい。

「あ……わ、悪い！」

　暁斗は慌あわてて足を上げた。が、足の下にあったあんパンは無残に潰つぶれ、はみ出たあんこが廊下のみならず暁斗の上履きまで汚している。当然だが、食べられる状態ではない。

「わたしの、なけなしのあんパン……今日きようはこれ以上、なにか買う余裕もないのに！」

「本当にすまない。弁償する」

「結構よ！　施しは受けないわ！」

　と、少女は暁斗の足元に屈かがみ、さっさとあんパンの残ざん骸がいを片付ける。

「誰だか知らないけれど、次に会ったら覚えておきなさい！　食べ物の恨みは恐ろしいんだから!!」

　あんパンといえば、購買部で最も価格が安いメニューだ。気位が高そうな割には、妙にみみっちい捨て台詞ぜりふを残し、眼帯の少女はそのまま階段を降りて行った。

（……なんだか色々と悪いことをしたな。次に会う機会があったら、ちゃんと謝ろう）

　そう心中で誓い、暁斗は再び歩き出す。すぐにたどり着ついた空き教室の前で立ち止まると、軽く左右を見回した後にしゃがみ込んだ。

　目的は、教室壁面の下部に据え付けられた横長の引き戸。人一人がようやく通れるかどうかという小ささではあるが、通常ならば施錠されている──はずなのだが。

　暁あき斗とが手をかけると、引き戸はすんなりと開いた。

「ここに入るのは、いつ以来だろうな……」

　思わず目元を和なごませる。ここは、夕ゆう凪なぎに教えてもらった場所。彼女が気に入り、授業をサボるのに使っていた隠れ家がのひとつだった。

　這はいつくばるようにして中に入ると、埃ほこりっぽい空気が暁斗を迎えた。

　教室の後ろにまとめて置かれた机と椅い子すから一組を持ち出し、窓際に座ると、生徒たちの喧けん騒そうは随分と遠くに感じられる。

　微かすかに流れてくるピアノの音は、きっとレッスン中の陽ひ菜なが演奏しているのだろう。

　張り詰めていた心が、少しだけ穏やかになるように感じられた。

　だが、そうのんびりしてもいられない。考えなければいけないことが色々あった。

　ひとつめの問題は、いつまでここに隠れ続けるかだ。

　今日きようの午後はここでサボるとしても、明日は、明後日あさつては？

　学校に来たところで、授業を受けなければ進級もできない。なにより、毎日のように姿を消していれば、教師から両親に──いや、その前に陽菜へ連絡が行ってしまうかもしれない。それではなんの意味もない。

　なら、普段は授業を受けて、黒こく輪りんが出現する直前にここへ逃げ込むのはどうだろうか。

　だが、それは黒輪の出現に予兆があることが前提だ。

　昨日は突然の現象だった。次も同じように出現されたら、逃げる間もないだろう。

　そもそも、予兆そのものが存在しない可能性もある。その場合、完全にお手上げだ。

「……駄目だ。情報が少なすぎる」

　暁斗は椅子の背もたれに寄りかかり、天てん井じようを見上げた。

　せめてランスロットやアル・カポネからもう一度、話を聞ければ──だが、彼らが真実を語っているとも限らない。

　とはいえ、そこから疑うと、喪失世界のことを知る手がかりがなくなってしまう。

「それに、俺の刀も」

　と、暁斗はスマートフォンを慣れない左手で操作し、検索サイトを開いた。

　ダマスカス鋼。アル・カポネは暁斗の刀を、そう呼んでいたはずだ。

「……強きよう靱じんな硬度を持つが、製法が失われてしまった、過去の金属、か」

　検索結果を上から順に確認するも、書かれている内容はどれもほぼ同義。

　ついでに画像も検索してみる。どれも複製品の画像だったが、確かに暁斗の刀と同じ、木目のような縞しま模も様ようの刀身だった。

　どうやら少なくとも、この件に関して、アル・カポネは嘘うそをついていないようだ。だからといって、彼の言葉すべてが本当だという証明にもならないが。

「それに、墓碑銘セメンテリオの力と、金色の鍵……。これもまだ、謎なぞが多い」

　暁あき斗とは襟元をゆるめると、首から下げた鍵を取り出し、様々な角度から眺めた。

　昨日、あれだけ激しい戦闘にさらされたというのに、鍵の表面は見事な光沢を保ったまま、細かな傷ひとつない。そのことに、少しだけ安心した。

　一度は暁斗の心から喪うしなわれた夕ゆう凪なぎとの記憶は、この鍵に詰まっているようだ。

　これを手放してしまったら、また記憶がなくなるのではないか──そう思うと怖くて、就寝時も抱え込んで寝たほどだ。

「俺はただ……もう一度、夕凪に会いたいだけなんだ」

　けれど、それがなによりも難しい──。

　重く圧し掛かるような疲労感に、暁斗はゆっくりと瞳を閉じた。




　気付くと、暁斗は学校の廊下に立っていた。あの空き教室の前だ。

（どういうことだ？　俺はさっきまで、この教室の中に……）

　いたはずなのに、と。

　暁斗がそう考えるよりも早く、誰かが横を通り過ぎる気配がした。

　反射的に視線を向け──絶句する。ちらりと見えた横顔が、暁斗そのものだったのだ。

　だが、驚いている暇はなかった。自分と同じ顔をした生徒の出現とほぼ同時に、足元の引き戸が開いたためだ。そこからぴょこん、と、小さな顔が覗のぞいて。

「夕凪!?」

『夕凪!?』

　暁斗と、もう一人の暁斗。二人の声が見事に重なる。

「どうして、夕凪がここに……まさか、ここはもう喪失世界なのか……？」

　周囲の様子を確認しなければ、とは思うものの、暁斗はどうしても足元の夕凪から目を離せなかった。

　つい数日前、永久に別れたはずの相手が、今、手の届く場所にいる。

　目線を合わせようとするものの、膝ひざが震えてうまくいかない。

　その間に、もう一人の暁斗は易やす々やすと夕凪の前に屈かがみ込こんで。

『な、なにやってるんだ、そんなとこで』

（……え？）

　もう一人の暁斗が口にした言葉に、覚えがあった。

『……おやすみ、してた』

　答える夕凪の言葉も、同様。なら、確か次に暁斗は、こう言ったはず──。

『いないと思ったら、こんなとこで授業をサボってたのか……』

『暁あき斗とくんも、おやすみ……する？』

　引き戸から上半身を覗のぞかせた夕ゆう凪なぎが、小さく首を傾かしげる。その目は暁斗ではなく、もう一人の暁斗を見つめていた。

『……仕方ないな』

　答えるもう一人の暁斗も、横に立つ暁斗の存在に気付く様子はない。

　間違いない。これは暁斗の記憶だ。

　おそらくは、空き教室の椅い子すに座ったまま寝てしまったのだろう。

　もう一人の暁斗は、夕凪と何度か言葉を交わし、引き戸をくぐっていった。

　後を追うと、懐かしい光景が暁斗を出迎えた。

　ほとんどの机と椅子が端に寄せられ、積み上げられている、がらんとした室内。

　夕凪は窓際に一組の机と椅子を置いて、ぼんやりと外の景け色しきを眺めていた。

　この日は十二月の小春日び和よりだった。暖かな陽ひ射ざしに照らされ、教室に舞い上がった埃ほこりがきらきらと輝いていたのをよく覚えている。

『……ふぁ。なんだか、また、眠くなってきた』

　光る景色の中、夕凪は猫のように背を丸めて、机の上に突っ伏す。

　やがて、ものの数十秒もしないうちに、静かな寝息が聞こえてきた。

　記憶の中の暁斗は、立ったまま、呆あきれた様子で頭をかいていた。

　自分を客観視するというのは不思議な体験だ。このとき感じていた気持ちが、ありありと心の中に蘇よみがえってくる。

　このとき、暁斗は、この場を離れてはいけない気がしていた。

　あまりに無防備な寝顔で、危なっかしく思えたから──と、当時は思った。

　けれど、今ならわかる。ただ単純に、夕凪の寝顔を、ずっと見ていたかったのだ。

　きっと、この頃にはもう、夕凪のことを好きだったのだろう。

（……どうして、時間を巻き戻せないんだろうな）

　できるなら、このままこうして眠る夕凪を見つめていたい。

　叶かなうなら、このときに戻ってすべてをやり直したい。夕凪に、想おもいを伝えたい。

　──と、そんな感傷的なことを思ってしまったからだろうか。目の前の光景が、ことさら輝いて見えてしまった。

　暁斗は目を閉じ、軽く頭を振る。

　そして再び目を開けるが、変わらない。むしろ輝きは強くなっている。

　なにかが奇妙だった。暁斗は目を凝らす。

　すると、陽光に照らされた埃が、上に向かって流れているのに気付いた。

　暁斗は頭上を見上げる。そこには黒こく輪りんが浮かび、埃を吸い込んでいる──いや、違う。

「なんだ!?　壁が……!?」

　さらには窓や床、天てん井じようまで、教室のいたるところが虫食くいのように欠けていた。こうしている今も、周囲のすべてが光の粒子に変わり、黒こく輪りんに吸い込まれ続けている。

　刹せつ那な、暁あき斗との胸がうずいた。

　なにかが喪うしなわれ、空虚が生まれつつある。そんな感覚がした。

　同じだった。はじめて黒輪が出現し、暁斗の記憶が喪われかけたときと。

　ならば、これは──。




「夢……じゃない！」

　はっと目を見開くと、暁斗は空き教室の椅い子すに座っていた。

　教室の中には夕ゆう凪なぎも、もう一人の暁斗もいない。現実に戻ってきたのだ。

　壁掛け時計の示す時間は午後四時。昨日、喪失世界へ飛ばされたのと同じくらいの時間だ──と、思った次の瞬間。

　どくん、と激しく心臓が脈打ち、軽いめまいが暁斗を襲った。

　動どう悸きは激しくなるばかり。左手で胸元を押さえようとした瞬間、首から下げた鍵がそこにふわふわ浮いていることに気付いた。

　そして、鍵からは、ほのかな光の粒子が立ち上っていた。

　上へ、上へ、天井へ。光の行く先を見上げれば、そこには先ほどまで夢の中で目にしていたものと同じ黒輪が浮かんでいる。

　暁斗は椅子を蹴けって立ち上がると、頭上の黒輪に手を伸ばし、強く願う。

　昨日はこれで光が戻り、鍵の形になってくれた。

　だが、今回は光──暁斗の元に残る夕凪との記憶は、金色の鍵から絶えず流れ出るばかり。一向に止まる気配がない。

「くそっ！　どうしてだ!?　あのときと、なにが違うんだ!?」

　このままでは、さっきまで見ていた夢の内容すら──と。

　そこまで考えて、暁斗は愕がく然ぜんとした。

　既に、あの夢のことが思い出せなくなっていた。

　夕凪がいて、暁斗がいて、それから……それから、なにがあったのだろう？

　刻一刻と、思い出せることは少なくなっていた。だが対照的に、記憶の光を飲み込んだ黒輪からは闇やみが生まれ、暁斗を包み込むように室内へと広がっていく。

「まさか……思い出を喪わなければ、向こうには行けないのか……？」

　以前、金色の鍵を生み出したときとは違う。震える声で呟つぶやく間も、記憶の光は黒輪の中へ吸い込まれていた。

　この空き教室で過ごしたひととき。夕凪の、幸せそうな寝顔も──すべて。

　脳裏に焼き付けようとする端から、喪失という名の闇やみへ飲み込まれていく。

「嫌だ！　どうして、こんな……！　俺は、絶対に、忘れたくないのに!!」

　悔しさと悲しさで、暁あき斗との目に涙がにじんだ。

　だが、そんな悲しみを嘲笑うように、闇はすべてを包み込み──やがて、暁斗の意識もぶつりと途切れた。





※　※　※






　再び暁斗が目覚めると、乾いた地面の上に立っていた。

　周囲に連なるのは、またもなにかが積み重なった山。以前に訪れた、公衆電話の積まれた場所とよく似ていた。今度こそ、喪失世界に転移したのだ。

　暁斗は、首にかけた鍵を手に取る。

　転移する直前、この鍵から光が漏れ出ていくのを、暁斗は止められなかった。

　光──記憶の一部は、光となって黒こく輪りんに吸い込まれ、喪うしなわれてしまった。

　心には、小さな穴が空いたような、そんな寂しげな感覚だけが残り続けている。

「……はは。もう、なにを忘れたのかさえ思い出せないんだな、俺は」

　暁斗は自じ嘲ちようするように小さく笑うと、他に異常がないか、鍵をよく調べた。

　すると、先端部分に、小指の爪つめの先ほどの黒い染しみのようなものが見つかった。

　錆さび、だろうか。しかし、喪失世界に来る前、空き教室で鍵を調べたときは、こんなものはなかったはずだ。

　金色の鍵は、夕ゆう凪なぎとの記憶の光が集まって生まれたものだった。なら、可能性はひとつ。

「記憶が消えるたびに、この錆も増えていくのか……？」

　確証はない。だが、事態の因果関係からすると、そうとしか考えられなかった。

　──ぞくりと、背筋が凍った。

　もしも、喪失世界への転移のたびに、記憶が一つずつ喪失していくとしたら。

　そして、鍵のすべてが錆で覆われてしまったら。

　暁斗は──いや、暁斗の中に存在する夕凪の記憶は、どうなってしまうのだろう？

　絶望的な想像を、暁斗は、頭を振って無む理り矢や理りに追い払う。

（もう考えるな！　俺が今やるべきことは、夕凪を探す、ただそれだけだ！）

　喪失世界のどこかにいるはずの夕凪と、なんとしても再会する。

　そして、もし可能であれば、どんな代償を支払っても──。

　だが、その前に夕凪のことをすべて忘れてしまったのでは、本末転倒だ。

　半ば自や棄けを起こすように決意すると、暁斗はあたりを囲む黒山へと近付き、その正体を確かめた。

　堆たい積せきしているのは、どうやらビデオテープのようだ。空に浮かぶ無数の小さな黒こく輪りんから捨てられるように、かしゃんと断続的に落ちてきている。昨日の公衆電話と同じだった。

　それ以外にも大小様々なテープ機器があったが、暁あき斗とが思い出せたのは、子供の頃に使った記憶があるＶＨＳ形式のテープだけだった。

　もっと昔は音楽もテープだったらしい。見たことがない形のものは、それだろう。中にはテープがむき出しのものもある。こんな形で聞けるのだろうか？

　──と、暁斗が物珍しげにテープの山を見ていた、そのとき。

　しゃりん、と、金属がこすれるような微かすかな音が、暁斗の背後で鳴った。

「鎖……？　こんなものが、いつから？」

　振り向いた暁斗の足元に、一本の細い鎖が伸びていた。先端には、意匠の凝った十字型の分銅が付いている。

　最初は周囲のテープ機器同様、現実世界から喪失した物体だと思ったのだが、それにしては様子がおかしい。注意深く見守っていると、鎖は暁斗の目の前でゆっくりと動き始めた。蛇がのたうつように──周囲を、暁斗を探るように地面を這はいずっていく。

　それは、明確な意思のある動き。鎖の先に、それを操る何者かがいるのだ。

　喪失世界でこんな風に活動する存在といえば、流罪者エクシリオか、それとも暁斗と同じ力、同じ金色の鍵を持つ墓碑銘セメンテリオか。

　固唾を呑のんで見守っていると、鎖は暁斗の足元に絡からみついてきた。

　何をするつもりなのか、悠長に探る暇はなかった。もし鎖の主が流罪者エクシリオであれば、暁斗の身は危険にさらされることとなる。

「解き放て！　《誓約武装アルマ・フラメント》!!」

　咄とつ嗟さに左手で胸元の鍵をつかみ、暁斗は叫ぶ。刹せつ那な、鍵は光の粒子へと変わり、ダマスカス鋼の流麗な刀身を持つ刀へと、再構成されていく。

　刀をつかむのは、右手。相変わらず感覚は喪うしなわれたままだが、不思議と暁斗の意志のままに動いてくれた。

　腕を吊つるしていた三角巾は、もう必要ない。それを投げ捨て──刀を地面へと突き立てる。

　地面を這う鎖は、あっけなく切断された。切り離された先端は陽炎かげろうのごとく揺らめいて霧散し、鎖本体は急速に暁斗から遠ざかっていく。

　とはいえ、油断はできない。相手がいつ、再び鎖を伸ばしてくるか、それどころか、新たな攻撃を仕掛けてくるかすらわからないのだ。

　そもそも、襲ってきたのは誰なのだろう。流罪者エクシリオだとすれば、ランスロット、アル・カポネ……しかし、彼らが鎖を使うような戦い方をするだろうか。まったく知らない、三人目の流罪者エクシリオという可能性もある。

（それに、今はまだ相手の意図が読めない。……少し、出方をうかがうか）

　暁あき斗とは油断なく刀を構えた。ほぼ同時に、鎖も再び来襲。今度は地を這はうのではなく、宙を飛来、本数も一本から五本へと増えている。

「来たか！」

　暁斗は刀を構え、迎撃体勢へと移行。

　二度目の実戦。だが、不思議と落ち着いていた。力を解放して刀を手にすると、身体からだが勝手に戦闘へと反応した。おそらく、思考も同様に最適化されるのだろう。

　暁斗が身構える前で、五本の鎖は格こう子し状へと展開。瞬く間に四方を覆い、鎖の檻おりを作り出す。そうして暁斗の動きを制限したところで、一方的な攻撃を行おうという企たくらみだろう。

　だが──甘い！

　暁斗は刀を一いつ閃せん。檻へ亀き裂れつを作り、外部へと脱出する。

　鎖が次の行動に移るよりも早く、暁斗はその根元をたどり、発射方向がテープの山の裏手であることを確認。そちらへ向かって駆け出した。

　身体が軽い。景け色しきが、吹き飛ぶように後ろへ流れていく。解き放たれた力は、剣技だけでなく、身体能力そのものまで強化しているようだ。

　その動きを察知したのか、鎖もまた、急速に発射源へ引き戻されていく。途中、暁斗を妨害するように幾度かの攻撃が行われたが、すべて力任せに斬きり払い退けた。

　そしてたどり着いたテープ山の裏手で、暁斗の視界が小柄な人影を捉とらえる。今まさに鎖をしまい、背を向けた瞬間だった。おそらくは全力で逃げるつもりなのだろう。

「逃がすか！」

　暁斗は刀を振りかぶり、跳躍。すると、その声に反応した相手が振り向いた。

　勢いよく流れていく長い髪。続いて現れたその顔を見て、暁斗は驚きに目を見開く。

　革製の洒しや落れた眼帯。昼休みに出会った、同じ学校の女子生徒だった。

（彼女は……まさか!?）

　墓碑銘セメンテリオ。暁斗と同じように金色の鍵を持ち、現実世界と喪失世界を行き来する人間。彼女は、その一人だというのだろうか。

　暁斗は咄とつ嗟さに刀を止めるが、身体までは止められなかった。眼帯の少女へ体当たりをするように、二人でもつれ込むように倒れてしまう。

「っ……怪け我がはないか……？」

　慌あわてて立ち上がろうとした暁斗だが、不意に、その手が柔らかなものに触れた。

　なんだろう、と手元を見つめ──そのまま硬直する。

　胸だった。服越しではあるが、下に倒れた少女の胸元を思いっきり鷲わし掴づかみにしていたのだ。とはいえ、その大きさはささやかなもの。……はっきり言って小さい。

　だが、胸だ。紛まぎれもなく女子の胸。しかも、女性の胸を触るのは初めてで。

　どうしよう、どうすればいい。ぐるぐると暁斗の思考は混乱する一方だ。

「わ、悪い……！　まさか、胸だとは思わなかったんだ！」

「……っ！」

　慌あわてて身体からだを起こし、刀を拾う。と、見下ろす少女の顔がさっと朱に染まった。

　次の瞬間、暁あき斗との股こ間かんに衝撃が走る。目の前が真っ白になるほどの痛み。蹴けられたのだと理解した頃には、既に彼女は暁斗の身体の下からするりと抜け出し、立ち上がっていた。

「さっきから黙って聞いてれば、失礼なことを……！　それって、わたしの胸が小さいってこと!?　おまけに、よく見たらあなた、昼休みにわたしのあんパンを潰つぶした奴やつじゃない！」

　彼女は唇をわなわなと震わせ、羞恥と憤ふん怒ぬで表情を歪ゆがませた。

「ついに現実世界にまで現れるなんて……！　お昼ご飯を台無しにしたのも、わたしの命を狙ねらうついでだった、ってこと!?　ああもう、助けて損したわ！」

「命を？　ちょっと待て、なにか勘違いしてないか？　俺は──」

「うるさい！　戒めなさい！　《冷酷な鎖カデナ・クルエルダー》!!」

　暁斗の言葉を遮るように、少女の声が響く。

　首から吊つるされた金色の鍵。それは少女の言葉に従うように鎖へと姿を変え、瞬く間に暁斗の身体からだを手にした刀ごと締め上げた。

　鍵を武器へと変える戦い方。やはり少女は暁斗と同じ、墓碑銘セメンテリオなのだ。













「とぼけても無駄よ、流罪者エクシリオ！　食べ物の恨み、万死に値するわ！」

「俺が流罪者エクシリオだって!?　誤解だ！　俺はおまえと同じ、墓碑銘セメンテリオだ!!」

　暁あき斗との必死の弁明を、しかし少女は、ふっと鼻で笑い飛ばした。

「冗談でしょう？　わたしは他の墓碑銘セメンテリオを何人も見てるけど、あなたみたいに禍まが々まがしい力を持ったのは知らないわ」

　そう言って少女は、しなやかな指先を暁斗の右腕へと向ける。

「禍々しい……って、俺の右腕のことか？」

「わたしには《視みえる》。あなたの刀は、右腕を代償に生み出したものなんでしょう。墓碑銘セメンテリオなら、そんな戦い方はしないわ」

　少女は首を横に振り、強い調子で言葉を続けた。

「墓碑銘セメンテリオの武器は、金の鍵──《棄憶の鍵メモリア・クラーヴエ》に宿る記憶を代償にするもの。けれど、あなたは右腕の自由と引き換えに、戦うための力を無む理り矢や理りに生み出している。そんなの、あの流罪者エクシリオと似たようなものじゃない。違うって言うなら、なんだって言うの？」

　その呟つぶやきに秘められたのは、明らかな畏怖と嫌悪。

　なぜ、最初は鍵が武器へと変わらなかったのか、暁斗はうっすらではあるが理解した。

　墓碑銘セメンテリオは、鍵の記憶を武器に変えるという。

　しかし、暁斗の鍵を構成するのは、夕ゆう凪なぎとの大切な思い出だ。それを喪失世界に捧ささげ、忘れることを拒んだがために、鍵の力が発揮されることはなかったのだろう。暁斗の前に現れた夕凪が、自分のことを忘れて欲しいと言っていたことも、これで頷うなずける。

　そして、暁斗がその代償を拒み切ったがために、別の代償を支払うこととなり──結果として喪うしなわれたものこそが、暁斗の右腕だったのだ。

　話を聞く限り、どうやら流罪者エクシリオも似たような過程を経て戦う力を得るようだ。だが、それだけで敵対者だと誤解されるのは困る。

　なによりも、このままでは少女と本気で戦わなくてはいけない。

　暁斗を締め上げる鎖の力は、刻一刻と増している。特に、首に巻き付いた鎖が厄介だった。窒息するのも時間の問題だ。

　振り解ほどくことも考えたが、力に物をいわせては、少女をますます警戒させてしまうだろう。できれば平和的に、話し合いで解決したい。

「信じて、くれ……俺は、本当、に……墓碑銘セメンテリオ、だ……。それに……おまえの目も、俺と同じなんじゃ……ない、のか……？」

「……なにが言いたいの？」

「その、眼帯……。代償に捧げて、見えなくなったんじゃ……ないのか……？」

「ふざけないで!!」

　暁斗の言葉を聞き終える間もなく、少女はいきなり激怒した。左目の眼帯を守るように手で押さえ、吊つり上あげた右目で鋭く暁あき斗とを射抜く。

「よりにもよって、わたしの眼めが、あなたと同じですって!?」

　少女の心情に反応したのか、さらに鎖の力が強まる。暁斗は苦く悶もんの声を漏らした。

「好きで喪うしなったんじゃない！　この眼はね、幼い頃に見えなくなったの！　あんなことがなければ……と、どれだけ思ったことか！　それを、あなたは!!」

　そこで少女は、はっと口をつぐんだ。

　おそらく怒りに任せて、思ったことをそのまま言葉にしていたのだろう。少女は、我を忘れた自分を恥じるように、落ち着きを取り戻した。

「……どうして言葉は、なかったことにできないのかしら」

　鎖が、ぴたりと止まる。助かった──と、暁斗が安あん堵どした、次の瞬間。

「だけど、あなたが死ねば、なにも問題ないわね」

　凍いてつくような少女の声と共に、再び鎖が暁斗を締め上げる。これまでにない強さで。

　少女は本気だ。このままでは、数秒ともたず窒息死してしまう。

　もう限界だった。この鎖を、力任せに振り解ほどくしかない。

　少女と決定的に対立することを、暁斗が覚悟した、そのとき。

　不意に、テープ山の陰から、少女へ近付く姿があった。

　影の怪物。人の形こそしているが、全身は赤黒く、頭部らしき箇所には顔もない。

　その頭上に浮かぶのは、黒こく輪りん。流罪者エクシリオに関連する敵だと、暁斗は即座に理解した。

「待て、後ろだ！　怪しい影が！」

「わざとらしい嘘うそね。命乞いなら、もっと上手にやりなさい」

「嘘じゃない！　早く逃げろ！」

　暁斗は肺に残った空気を振り絞り忠告するが、少女はますます眉をひそめるばかり。

「あら。迫真の演技ね。でも、わたしはだまされない……って、きゃあっ！」

　影はとうとう少女の真後ろへと迫ると、その黒い腕を無造作に持ち上げ、振り下ろす。

　寸前で気付いた少女は身をひねり、前のめりに倒れ込んで、どうにか回避した。

　すると動揺のためか、暁斗を縛る鎖が弱まった。力任せに鎖を振り解き、暁斗は刀を構えて地を蹴ける。

　窒息寸前で、酸素を求めて喘あえぐ身体からだに鞭むちを打ち、疾風のごとく敵へ肉薄。刀を一いつ閃せんし、頭上の黒輪ごと縦に両断すると、影は黒い霧となって消えていった。

　瞬殺だった。少女は呆ぼう然ぜんと、その光景を見ていた。

「あの影……。わたしを何度も襲ってきたのと、同じだわ」

　少女は、戸惑いに揺れる瞳を、暁斗に向ける。

　暁斗は、空いている左手を少女に差し伸べた。

「怪け我がはないみたいだな。ほら、立てるか？」

　だが少女は、固まったように動かない。暁あき斗とが敵か味方か、判断できないのだろう。

　それでもさっきよりは、警戒心が薄れているようだ。少女の鎖は地に落ちたまま、敵対行動を取る様子はない。

　ならば暁斗も、いつまでも武器を手にしている理由はなかった。

　刀を鍵に戻して手に持ち、相手に見えるように突き出すと、少女は目を見開いた。

「まさか、《棄憶の鍵メモリア・クラーヴエ》!?　あなた、本当に墓碑銘セメンテリオだったの!?」

「だから、そう言ってるだろう……。ようやく信じてくれたか」

「なら最初から、その鍵を見せなさいよ！　そうすれば、わたしだって……！」

「無む茶ちやを言うな。俺だって死にたくないんだ。本気で襲い掛かってくる相手を前に武器を捨てるほど、俺はお人ひと好よしじゃない」

「死にたくないのは、わたしだって同じよ！」

　少女は暁斗の手を借りず、スカートのお尻しりをはたいて立ち上がった。

「……でも、わかったわ。仕方ないから、あなたが墓碑銘セメンテリオだって信じてあげる」

　少女は、暁斗の手にした鍵を指差した。

「絶望に抗あらがう、強い意志。それが、喪うしなわれるはずの記憶を押おし留とどめ、この棄憶の鍵メモリア・クラーヴエを作り出すの。あなたは間違いなく、喪失世界に結び付けられてしまった人間よ。ご愁傷様、とでも言うべきかしら」

　少女の瞳が、再び暁斗の右腕へと注がれた。

「喪失世界では、喪うことが力に変わる。あなたのその腕は、きっと二度と動かないままよ。……なにがあったかは知らないけれど、馬鹿なことをしたものね」

「そうだな。ようやく理解できた。どうやら俺は、かなり特殊らしいな」

　耳が痛い言葉だった。暁斗は実際、目的が達成できれば、後はどうなってもいいと思ってしまっている。

　もう一度、夕ゆう凪なぎと会えるなら。死んだ彼女を、取り戻すことができるなら。

　刹せつ那な的といわれれば、そうなのだろう。

　けれども暁斗にとって、それはたったひとつの希望だった。たとえ、誰にも理解されないとしても。

「そこまでわかるのなら、きっとおまえは、俺の知らないことを知ってるはずだ。頼む、俺に色々と教えてくれないか？」

「お断りよ。初めて出会った相手へ、どうしてそこまで親切にする必要があるの？」

　少女がまとう鎖が、今にも襲い掛かってきそうなほど、激しく渦巻き始めた。

　しかし暁斗も、ここで簡単に引き下がるわけにはいかない。

　喪失世界を訪れる限り、戦いは後を付いて回るだろう。今回は同じ墓碑銘セメンテリオだったからいいものの、いつ流罪者エクシリオに出会い、襲われるかわからない。

　勝って、生き残るためにも、まず自分自身のことを知らなければいけないのだ。

「そうは言うが、さっき、あの影からおまえを助けたのは俺だ。恩を着せるような真ま似ねをしたくはないが……せめて、それに見合う情報くらいは教えてくれ」

　切実に訴えかけると、少女の顔に、わずかながらも気まずそうな色が差した。

　いける──と。暁あき斗とは畳みかけるように言葉を続ける。

「お願いだ。俺はまだ、知らないことが多すぎる。この鍵も、そうだ。光になって消えかけた記憶が中に詰まってるようだが……これを少しでも手放したら、どうなるんだ？　すぐに記憶がなくなるのか？」

「……そんなことはないわ。数メートルくらいなら、離れても記憶は保持される」

　視線を逸そらしたまま、少女はぽつりと、そう口にした。

「ほら、さっきの恩はこれで返したわ。まあ、信じるかどうかはあなた次第だけど」

「ああ。教えてくれてありがとう。それから……色々と、すまなかった」

　簡潔にそう告げると、暁斗は鍵を地面へ落とす。それから、少女に向けて頭を下げた。

「えっ……!?　ちょ、ちょっと、どういうつもりよ？」

　少女が戸惑いを露あらわにする。その身にまとう鎖の動きが、ぴたりと止まった。

「最初から、おまえには謝るつもりだったんだ。昼休みのあんパン、駄目にして悪かった、って。それに、この鍵を手放せば、おまえの言葉が本当だってわかるしな」

「でも、もしわたしが嘘うそをついていたら、どうするつもりだったの？　鍵を手放した瞬間、あなたの記憶は失われていたかもしれないのに……」

　少女の瞳が真まっ直すぐに、暁斗を見つめる。その言葉の価値を、態度の意味を測るように。

「そういうのはそのときになって改めて考えればいい。……まあ、無謀なのは認めるよ」

　暁斗は小さく苦笑して、足元に落ちた鍵を見つめた。

「鍵を手放しても、俺に異常はない。おまえの言うとおり、これくらいの距離なら記憶は大丈夫ってことだな。鍵について、ひとつ理解できたよ。改めて、ありがとう」

「…………」

　少女は憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべたまま、口をつぐんだ。暁斗の言葉の真偽を測りかね、迷っているのだろう。

　そのまま五秒が過ぎ、十秒が過ぎ──永遠に続くかと思われた沈黙は、ぐぅ、という気の抜けた音で破やぶられた。誰かの、もとい、目の前の少女の腹が鳴った音だった。

「……っ!?」

　慌あわてて腹部を押さえた少女は、じっとりとした視線を暁斗に向ける。

「……あなたが謝っても、あんパンは戻ってこないんだからね……」

　暁斗は、少女の昼食を駄目にしてしまったことを思い出した。ポケットを探り、自分の昼食用に買っていたカロリーフレンドをそっと少女に差し出す。

「これ、食べるか？」

「ほ、施しを受けるつもりはな……っ!!」

　お腹なかの音は、ごまかしの言葉を遮るほど大きく鳴った。少女の顔が真まっ赤かに染まる。

「身体からだは正直だな。ほら、無理するなって」

「う……」

　少女は数度、差し出された食べ物と暁あき斗との顔を、交互に見やるが──それだけ。まるでおあずけをされた犬のような表情をしておきながら、頑として食べ物には手を伸ばさない。

　暁斗は内心、ため息をついた。どうやら少女は人一倍プライドが高いらしい。

「さっきも言っただろう。謝るつもりだった、って。あのときのあんパンの代わりになるかはわからないが……受け取ってくれると、俺も助かる」

「し、仕方ないわね！　そこまで言われたら、受け取ってあげなくもないわ！」

　言うが早いか、少女は飛びつくように食べ物を受け取り、至福の表情で頬ほお張ばりはじめた。







「……まあ、悪い人間というわけでもないみたいだし」

　小腹が満たされた少女は、輝くほどに満足そうな笑みを浮かべて暁斗を見つめていた。

　先ほどまでの不機嫌は、もしかして空腹のせいもあったのだろうか……とは思ったものの、口には出さない。こじれるに決まっている。

「仕方ないから、色々と教えてあげなくもないわ。ほら、そうと決まれば、座りなさい」

　暁斗の向ける微妙な視線には気付かず、少女はテープを並べて椅い子すを作り、腰掛けた。

　同じく椅子を作り、暁斗も彼女の隣に腰を下ろす。

「助かる。俺の名前は、斉さい東とう暁斗。おまえの名前も教えてくれないか」

「理り愛あよ。棗なつめ理愛」

　彼女──理愛は、どこか得意げに小さく笑って。

「わたしは二年Ｂ組だけど、暁斗は？」

「二年Ｆ組……って、いきなり呼び捨てか」

「名字で呼ばれるの、嫌いなのよ。わたしのことも理愛でいいわ」

「まぁ、おまえが……理愛がいいなら、俺は構わないけどな」

　そういえば夕ゆう凪なぎとも、似た会話をしたな──と、暁斗は温かな記憶を思い出す。

　それがまだ喪うしなわれていないことに安あん堵どしつつ、言葉を続ける。

「で、さっそく質問なんだが。どうして理愛は、俺が右腕を代償にしたのがわかったんだ？」

　すると理愛は、少しだけ口をつぐんだ。やがて、観念したように答える。

「わたしの左目は、ちょっと特別でね。普通では見えないことが《視みえる》のよ。この世界の法則とか、その名称まで。あなたが普通の墓碑銘セメンテリオじゃないのは、それでわかったんだけど……だからこそ、流罪者エクシリオだと誤解してしまったの」

　幼い頃に視力を喪うしなったという、左目。

　そこには今、光の反射で視覚する以外の、超常的な世界が映っているのだという。

　おそらく、暁あき斗との右腕とは真逆の仕組みで得た力だろう。自ら望んで喪ったのではなく、既に喪った部位へ、喪失世界が力を与えたのだ。

　二人が異なるのは、暁斗は望んで、右腕を代償として捧ささげたこと。

　それはさっきの理り愛あとのやりとりで、よくわかった。そして、彼女が自身の目に関して、かなりナイーブなことも。

「……他になにか、聞きたいことは？」

「じゃあ、基本的なことから頼む」

　暁斗が質問を変えると、理愛は少しほっとした表情を見せ、本格的に説明をはじめた。

「ここ、喪失世界は、現実世界から忘れ去られるものを奪い、喪失させる世界。それくらいのことは、あなたも知っているかしら？」

　探るような理愛の瞳が、暁斗を覗のぞき込こむ。

「本来なら、喪失世界は死んだ人間の魂を引き寄せる。けれど、わたしたちは違う。忘れてしまいたいと思うほどつらい出来事に遭ったせいで、生きたまま喪失世界へと呼び寄せられた人間なのよ」

　それはさながら、夕ゆう凪なぎを喪ったことですべてを悔やみ、運命を呪のろった暁斗のように。

　詮せん索さくはしないが──おそらく、似たような絶望を、理愛も経験したのだろう。

「でも、それだけじゃ《墓碑銘セメンテリオ》にはならない。喪失世界に記憶を渡すことを抵抗した人間だけが、棄憶の鍵メモリア・クラーヴエを生み出し、戦うための力を得るの。それができなかった人間がどうなるか……想像するのは、簡単よね」

　暁斗にもわかった。抵抗できなかった人間は、流罪者エクシリオによって魂を奪われる、と。

「それなら、俺たち墓碑銘セメンテリオは、棄憶の鍵を作り出したことで、喪失世界に記憶を奪われずに済んだはずだ。だが、俺たちは再び喪失世界に引き寄せられ、少しだが記憶も喪われた。……いったい、どういうことなんだ」

「記憶が鍵へと変わってもなお、喪失世界はわたしたちの記憶を求めるのよ」

　棄憶の鍵は、その誕生と共に喪失世界に強く結び付けられる。その引力が鍵の一部を融解させ、黒こく輪りんを開く。そのため、墓碑銘セメンテリオは一日に一度、喪失世界へと転移するのだという。

　そして、その融解の結果、徐々にではあるが、鍵を構成する記憶そのものが喪われていくのだ、とも。

「それだけは、どうしても逃れられないの。そして、記憶が喪われるに従い、鍵の表面に少しずつ黒い錆さびが増えていくのよ」

　理り愛あの説明によると、原則として、喪失世界への転移周期は二十四時間。

　だが、持ち主の感情の揺らぎにより、数時間の誤差が出るのだという。

　悲しい、つらいといった負の感情を抱いた場合は転移周期が早まり、逆に楽しい、嬉うれしいといった感情を抱くと遅くなる。おそらく、心にかかる負荷によって、記憶を鍵として押おし留とどめる意志が弱まり、それを喪失世界が感知するのだろう。

　暁あき斗とがいくら足あ掻がこうと、喪失世界へ転移するたび、夕ゆう凪なぎとの記憶は喪うしなわれる。

「……そんなに暗い顔しないでよ。なんだか、わたしが悪者みたいじゃない」

　どこか気まずそうに、理愛は唇をとがらせて。

「それに、記憶の喪失を止める方法は、ひとつだけあるのよ」

「なっ……それを先に言ってくれ！」

　勢いよく顔を上げ、暁斗は理愛へと迫る。理愛は小さく悲鳴を上げて身を引いた。その拍子に体勢を崩し、テープの椅い子すから転げ落ちてしまう。

「わ、悪い！　怪け我がはないか？」

「もう！　人の話は落ち着いて聞きなさい！」

　暁斗の手を借り、理愛はむっとした顔で立ち上がる。と、その表情はすぐに曇って。

「それに……記憶の喪失を止めるのは、簡単なことじゃないのよ。ううん、ほぼ不可能だと言って、間違いないと思う」

　と、理愛は空に浮かぶいくつもの黒こく輪りんの中から、不可思議な紋様をまとう、最も巨大な黒輪を指差した。

「あの大きな黒輪は、その力も特別みたい。本来なら奪えるはずのない太陽……誰も忘れるはずのないものを、少しずつ奪って、喪失させていってるわ」

「そうか。だから太陽だけ、他の喪失と違っていたのか」

　あの巨大な黒輪は不可能を可能にし、人間の認識すら歪ゆがめる、唯一無二の存在なのだろう。唯一の例外は、黒輪を視みることが可能な墓碑銘セメンテリオのみ。

「そしてわたしたちの魂は、あの巨大な黒輪を通じて、喪失世界と繋つなげられているみたい。だから、あれを壊すことが、記憶を喪うことなく喪失世界との繋がりを断つ、たったひとつの方法よ。……でも、そんなこと、どうやったらできるっていうの？」

　ゆっくりと理愛がかぶりを振った。艶やかな黒髪がさらさらと揺れる。

「だから、この話はここでおしまい。わたしたちにできることは、喪失世界に命まで奪われないよう、戦うことくらいよ」

　理愛は鎖を鍵の形へ戻し、指先でつまんで見せた。

「それに、暁斗の鍵は、武器に変わるたびに記憶を消耗しないようだから？　なら、そう簡単に記憶はすべて喪われたりしないわ。わたしとは違って、ね」

　通常の墓碑銘セメンテリオであれば、喪失世界における力は鍵の記憶を媒介にするらしい。実際、理愛の鍵はあちこち黒い錆さびに覆われていた。おそらくは、暁あき斗とよりも以前から、喪失世界を訪れているのだろう。

「そんなに記憶を喪うしないたくないっていうのなら、その間に他の方法を考えてみればいいんじゃない？　……でも」

　理り愛あは、じっと暁斗の瞳を見つめた。黒い瞳が、探るような光を帯びる。

「それは、右腕を代償にしてまで、守る価値のあるものなの？」

「おまえがそう言う気持ちはわかる。俺も昨日までは、なによりも記憶が大切になるなんて、思いもしなかった。だが……恋愛は人を変えるって、本当なんだな」

　暁斗が苦笑を浮かべると、理愛は、ぴくりと眉を動かした。

「なによ、それ。いったいどういうことなの？」

「俺たちの学校で、この間、亡くなった女子がいただろう？　その子……夕ゆう凪なぎと過ごした記憶が、俺の棄憶の鍵を形作った」

「……その子のことが好きだったから、ってこと？　でも、彼女はもう亡くなったんでしょう。忘れたくないのはわかるけど、だからって……」

「でも、また会えたんだ。この、喪失世界で」

　理愛が驚きを露あらわにする。だが、暁斗は構わず言葉を続けた。

「これは流罪者エクシリオから聞いたんだが……喪失世界では、代償を払えば死んだ人間すら生き返るっていうじゃないか。だから、俺は夕凪の記憶を喪う前に、なんとしても……」

　生き返らせたい、と。暁斗の言葉はしかし、理愛によって遮られた。

「待って。あなた、それがどういうことだか、本当にわかって言っているの？」

「ああ。腕以上に大きな代償が必要だといわれようと、俺は構わない」

「……愚かね」

　きっぱりと言い切る暁斗へ、理愛は凍えるような憎悪を向ける。

「愛なんてくだらないもののために、そこまでするなんて。本気で理解に苦しむわ」

「くだらなくなんてない。俺は、本気で……」

「黙りなさい」

　いったいなにが、理愛の逆げき鱗りんに触れてしまったのか。視線を逸そらし、無言を貫く彼女が放つ重苦しい雰囲気に、暁斗もなにも言えなくなってしまう。

　聞こえるのは、頭上からテープが投げ捨てられる音だけ。

　かしゃん、かしゃん、と。断続的に響くそれが、不意に暁斗たちの背後で鳴った。

　振り向くと、一本のテープが山から転がり落ちてくる。

　理愛は、足元のそれを無造作に拾い上げた。暁斗が横から覗のぞき見みると、テープに貼はられたラベルには、『美み緒お　三歳の誕生日』と、ハートつきの丸文字で書かれていた。

「暁斗。このテープがここにある意味、あなたにはわかる？」

「喪失世界は、現実世界で喪うしなわれようとしているものを奪う……だったよな」

「ええ。現実で不要になって、忘れ去られたのよ。この子供の成長記録は。……それは、つまりどういうことなのかしら？」

　無表情でそう口にする理り愛あ。その瞳には冷たい光が見えたまま。

　少し気け圧おされそうになりながら、暁あき斗とは答える。

「そうだな。子供が成長して、大人になったからじゃないか？」

「残念ながら、撮影日は二年前だったわ」

「なら……ＤＶＤにコピーして、テープがいらなくなった……と、思う」

「なるほど。模範的解答ね。でもそれは、『思いたい』、の間違いじゃなくて？」

　理愛が前髪をかき上げると、左目を覆う眼帯が露あらわになった。

　ふと、その奥の瞳が、暁斗を見ているような錯覚に陥おちいる。喪失世界の法則や名称まで、視みればわかると語っていた、特別な眼め。

　──見透かされた、と思った。

　暁斗が思い浮かべたのは、『死』。最悪な答えだ。

　だが、その場合、逆に記録はより大切なものへと変わるのではないだろうか？

「……さあ、それはどうかしら？」

　またも暁斗の心を読んだかのように、理愛は目を細める。どこか痛ましげに。

「もしも、愛情がなくなったとすれば？　子供に興味が失うせ、成長記録も、育児自体も、なにもかも親が捨ててしまった状況だとしたら？」

　生きていても、死んでいても──その存在は、世界から喪われる。

「……おまえは、俺の夕ゆう凪なぎに対する気持ちも、その程度だと思っているのか？」

「ええ、そうね。今は彼女が亡くなってすぐだから、恋愛感情とやらも盛り上がっているのかもしれない。でも、その気持ちは、これから先もずっと持続するのかしら？」

　手にしていたテープを、理愛はまるで本物のゴミでも扱うように投げ捨てた。

「人の心は、簡単に変わるわ。恋心なんて、なおさら。このテープのようにならない保証なんてどこにもない。そんなもののために、大きな代償を支払うなんて、馬鹿馬鹿しい」

　冷たい瞳の理愛に、暁斗が反論を口にしようとした瞬間──突然、がらがらと、騒々しい音があたりに響き渡った。

　いったい何事か。暁斗と理愛は周囲を見回し、音の鳴る方へ視線を向ける。

　すると、車輪つきのバスタブが、猛烈な勢いで二人へ近付いてきているのが見えた。それだけでも奇妙な光景なのに、それを押しているのは、どう見てもメイド服の少女である。

　暁斗と理愛が唖あ然ぜんとしていると、二人の目の前でバスタブが急停止した。

　ちゃぷん、と中の液体が揺れて溢あふれる。乾いた地面に落ちたその色は、目も覚める真紅。周囲には、鉄錆さびの匂いも立ち込めはじめた。

　──血だ。理解した暁あき斗とは、ぞくりと背筋を震わせる。

　バスタブの中には、あどけない顔の少女が浸つかっていた。一糸まとわぬ姿で、アンバランスに膨らんだ胸が、真まっ赤かな血の中に白くぷかりと浮いている。

「うふふ。ようやく見つけた。あなたが、ランスロットちゃんと戦ったっていう坊やね」

　発せられた声も子供そのもの。だが、不思議と妖よう艶えんな響きに聞こえる。

　存在そのものが異質な少女だった。加えて、ランスロットという言葉──。

「まさか、流罪者エクシリオ！」

「はじめまして、坊や。わたくしは、エリーザベト・バートリ。誇り高きヴァンパイアよ」

　ウインクをひとつ。可か憐れんなはずの仕草だったが、暁斗はたじろいだ。

　理り愛あもまた、信じられないとばかりに、眼めを見開く。

「まさか……バートリって、『血の伯爵夫人』の……!?」

「心当たりがあるのか、理愛」

「ええ。ヨーロッパの貴族で、若い娘ばかりをさらってきて拷問を楽しんだ、殺人鬼よ。その残虐さから、ヴァンパイアだったんじゃないかって伝説が残ったんだけど……」

「本当にヴァンパイアだった、ってことか……？　しかし、よく知ってるな」

「以前に出会った墓碑銘セメンテリオから聞いたのよ。そういう由来を持つ、異常性ではトップクラスの流罪者エクシリオがいる──って」

　暁斗と理愛に、緊張が走る。

　バートリは、そんな二人を見やりながら、ぺろりと舌なめずり。

「あら。そっちの女の子も、清らかな処女の香りがして、おいしそうね」

「なっ……当たり前よ！　失礼ね！」

　顔を赤らめ恥じる理愛が気に入ったのか、バートリはサディスティックな笑みを浮かべる。

「うふふ。ど・ち・ら・に・し・よ・う・か・な～、なぁんて」

　暁斗と理愛の間で、指をさまよわせるバートリ。

　確かに理愛の言うとおり、行動も言動も、すべてが常軌を逸していた。

「う～ん。迷っちゃうわ。こんなときは──まとめて食べちゃうに限るわよねぇ」

　バスタブに浸した指をぷるんとした唇に這はわせると、バートリは鮮血のルージュを引き、背後のメイドを一いち瞥べつ。恭うやうやしく一礼したメイドは、エプロンドレスのポケットから取り出したものを、バートリに手渡す。

　流罪者エクシリオたちが《侵蝕の門エクリプセ・プエルタ》と呼ぶ、禍まが々まがしい輪だ。バートリがそれに口付けをすると、黒こく輪りんは濁った血のように赤黒く染まる。

「さぁて、わたくしを楽しませてね……坊やたち」

　凄せい絶ぜつな笑みを浮かべたバートリが、不気味に侵しん蝕しよくされた黒輪を投げる。吸い込まれるようにテープの山へと飛んでいき──そこから、黒い霧のようなものが噴き出した。

　やがて現れたのは、人の形をした影。内部には、血管のように赤い線が蠢うごめいている。

　おぞましいその姿を見て、理り愛あが小さく息を詰めた。

「あれは……さっきと同じ、影の化け物……！」

「あら、既に面識があるなんて、偶然ねぇ。魂を集めるために眷属こどもたちをばら撒まいてるから、その中のどれかと会ったのかしら」

「あなたが、それを生み出した親玉だっていうの……？」

　くすくすと笑うバートリに、理愛の顔がわずかに青ざめるのがわかった。

「暁あき斗と、逃げるわよ。あんな奴やつ、まともに相手にしたらこちらが危険だわ」

「だが、さっきの影は俺の刀で簡単に斬きり伏せた。なら、今度も……」

「馬鹿！　多勢に無勢って言葉を知らないの!?　親玉がいるんだから、これから何体の影が出てくるか、わかったものじゃないのよ!?」

　言葉と共に、理愛は鎖を出現させる。

「少しくらいなら、わたしの鎖で時間を稼げる。その間に、できるだけ遠くへ……」

　だが、暁斗は彼女を守るようにその前に立ち塞ふさがり。

「悪いが、どれだけ数が多くても俺は逃げられない。あいつに、どうしても聞きたいことがあるんだ。……それこそ、力ずくでも、な」

　喪失世界では死者すら生き返る。そう話していたのは流罪者エクシリオたちだけだ。ならば、その真偽を暁斗は確かめる必要がある。

　──本当に、夕ゆう凪なぎを生き返らせることが可能なのか、と。

　それに、理愛が話していた巨大な黒こく輪りんについても、色々と聞きたいことがある。

　結局のところ、喪失世界について知るには、流罪者エクシリオから情報を引き出すしかない。

「……まさか、戦うっていうの？」

　信じられない、と理愛は眉を寄せた。

「無謀すぎる。わたしは以前も一回、あれに囲まれたことがあるわ。そのときは、死ぬような思いで逃げたのよ？」

「だが、この程度の相手を退けられないようなら、流罪者エクシリオには勝てない」

　ランスロット、アル・カポネ──そして、新たな流罪者エクシリオ、バートリ。

　彼らは強い。間違いなく、暁斗の想像を超えるほどに。

　だが、暁斗の目的が喪失世界にある以上、彼らとはこの先、何度となく出会うことになるだろう。彼らの目的のひとつは人間の魂を奪うことだ。墓碑銘セメンテリオの魂も例外ではない。

　夕凪と再び出会うまで、負けるわけにはいかない。

　戦わなければ、勝たなければ得られないものが、暁斗にはある。

「危険だと思ったなら、理愛は逃げろ。おまえが逃げる時間くらい、俺一人でも稼げる」

　顔だけで暁あき斗とが振り向くと、理り愛あはむっとした表情を浮かべていた。

「……また随分と見くびられたものね。この喪失世界じゃ、わたしが先輩よ？　後輩を見捨てて逃げるなんて寝覚めの悪いこと、できるわけないでしょう」

　暁斗にしてみれば、ただの強がりのように思えた。しかし理愛にとっては、譲れない事柄だったのだろう。暁斗が、夕ゆう凪なぎのためならば、どんな無む茶ちやや無謀も行うように。

　竜巻のように渦巻く鎖を身にまとい、理愛は暁斗の横に並び立つ。

「乗りかかった船よ。わたしも戦うわ」

「理愛……。ありがとう。助かる」

　彼女の覚悟を受け取った暁斗は、素直に礼を言った。

「さて、話し合いは終わったかしら？　そろそろはじめてもよろしくて？」

　待ちきれないといった感じのバートリに、暁斗は剣けん呑のんな視線を向ける。

「戦う前に、ひとつ約束しろ。俺たちが勝ったら、質問に答えろ」

「ええ。いいわよ。もし坊やたちが生き残ってたら、なんでも教えて、あ・げ・る」

　さも愉快そうに、口角を吊つり上あげて笑うバートリ。

　暁斗も対抗するように、ふっと薄く笑った。

「その言葉、忘れるなよ」

　そして鍵を手に、叫ぶ。

「解き放て！　《誓約武装アルマ・フラメント》!!」

　まばゆい煌きらめきと共に、ダマスカス鋼の刀が右手に現出する。

　赤黒い影が襲い掛かってきたのは、それと同時。ゆらゆらと身体からだを振りながら、奇妙な動作で暁斗に手を伸ばしてくる。

　しかし──遅い。暁斗は身を翻すように、その手から逃れる。だが、次の瞬間。

　影の手から、なにかが放たれた。

　細長い形のそれは、暁斗を絡からめとろうと数メートルにも伸縮してきた。

　対する暁斗の戸惑いは、刹せつ那な。すぐさま身体が反応し、伸びてきたものを斬きり伏せる。続けざまに、頭上の黒こく輪りんごと、影本体も一刀両断。影は塵ちりとなって消えていく。

「手から伸びてきたのは……テープか？」

　あの影は、堆たい積せきしたテープの山から生まれた。それで察しがついたのだ。

　すると、パチパチという拍手の音が聞こえた。バートリだ。にやりと愉悦の表情を浮かべている。

「いい！　いいわぁ！　アル・カポネの言うとおり、覚悟がびんびんと伝わってくる！」

　そしてその瞳に、狂気じみた仄ほの暗ぐらい光が灯ともる。

「その覚悟を、ぺきっとへし折ったら……さぞかしイイ音がするんでしょうねぇ！」

　暁斗の頭から爪つま先さきまで、バートリの視線が全身をなめ回す。

　背中に氷柱つららを差し込まれたような悪お寒かんを押し殺し、暁あき斗とはバートリに刀を向ける。

「どうした？　これで終わりか？」

「ふふ、まさか。今のは、ほんの挨あい拶さつ代わりよ」

　すっと手の平を上向ける。背後のメイドは、その意図を正確に汲くみ取とり──数え切れないほどの黒こく輪りんをバートリに手渡した。

「さぁ、眷属こどもたち！　舞踏会の時間よ！」

　次々に口付けをして、邪悪な子種を四方八方にばら撒まく。

　それから、わずか数秒。さっき襲ってきたのと同じ、全身が赤黒く、顔のない怪物が、次々に生まれた。その数は、軽く十を超えている。体勢を立て直す間もなく、暁斗は影に周囲を取り囲まれてしまった。

「踊れ、踊れ、踊り狂いなさい！　狂乱の、死の舞踏を！　うふふ、アーッハッハ!!」

　バートリの狂ったような高笑い。そして──影の怪物の一斉攻撃。

　影の手から伸びるテープが、目まぐるしく荒れ狂い、暁斗へ襲い掛かる。

「くっ……！」

　多勢に無勢。暁斗の戦闘力をもってしても、防御に徹するのが精一杯だった。

　避け、斬きり払い、身をひねってかわし、刀で受け流し──。

　しかし次第に余裕がなくなり、暁斗の背後、完全に死角となった方向から、細長い魔の手が伸びてきた瞬間。

　──しゃりん、と、金属音が鳴り響いた。

　飛来した鎖が、テープと交差するように衝突し、暁斗への接触を防ぐ。

　まさに正確無比。ここぞというタイミングでの防御だった。

　暁斗が振り向くと、理り愛あは不敵な笑みを浮かべていた。

「わたしの鎖が、あなたの背中を守る。だから暁斗は、防御のことなんか気にせず、馬鹿みたいに突撃しなさい」

「ああ！　そうさせてもらう！」

　暁斗は素早く地を蹴ける。理愛が戦いを選択してくれたことが、改めてありがたかった。戦場で誰かに背を預けることが、これほど心強いとは。

　ためらう必要はない。暁斗は目の前にいた影へと一直線に向かう。それを待っていたかのように、前後左右から漆黒の帯が襲い掛かった。

　だが、暁斗には届かない。銀の鎖がすべてを的確に弾はじき落とす。

「まずは──ひとつ!!」

　縦に閃ひらめく軌跡。暁斗の刀が、赤黒く蠢うごめく頭部から胴体を、左右に両断した。

　すぐさま跳躍。塵ちりとなって崩れる敵の残ざん骸がいを振り払い、次の影へと間合いを詰める。

「ふたつ!!」

　そして再び、鋭い一撃を見舞う。

　一対一での単純な戦闘力だけを見れば、暁あき斗とは敵を凌りよう駕がしていた。理り愛あの守護を受け、各個撃破に専念できれば、苦戦する道理はない。

　暁斗の口にする数は瞬く間に増え、ついに二十を超える。

「これで、最さい後ごだ!!」

　わずか一分。それで戦闘は終わった。

　暁斗と理愛は視線を交わし、どちらからともなく、ふっと微笑ほほえみを浮かべる。

　そのとき、再び拍手が鳴り響いた。

「あなたたち、最高よ！　こんなに楽しめそうな人間おもちやは、久しぶり！　特に、そっちの女の子！」

　バートリが理愛を指差す。真紅のマニキュア──バスタブの鮮血で彩られた指先で。

「強がっているつもりでも、覚悟の下にはどんな弱々しい本音が隠れているのかしら？　……ああ、いいわぁ！　その頑かたくなな仮面を、無む理り矢や理りに剥はがしとってみたい！　ああ、いったいどれほどかわいい声で泣き叫んでくれるのかしら？　想像したら、身体からだがうずいて、うずいて……!!」

　頬ほおを艶なまめかしく紅潮させたバートリが、豊満な乳房を鷲わしづかむ。

　いやらしく形を変える柔肉。まだ年端はもいかぬ少女のその仕草は、ひどく退廃的で──そして、得体の知れない恐ろしさを漂わせる。

「……ふん。そっちこそ、変態趣味のお子様には、きついお仕置きが必要かしら？」

　理愛は、冷たい双そう眸ぼうをバートリへ向けた。

　ざわざわと、威嚇するように鎖が波打つ。緊張のためか、額には冷や汗も浮かんでいる。やはりバートリは、それだけ強力な相手ということか。

　暁斗は、二人へ割り込むように口を開いた。

「さっきの約束、覚えてるだろうな？　俺たちは生き残ったぞ」

「うふふ。坊や、焦っちゃダメよ。パーティーはこれからが本番。舞踏会ダンスの次は、協奏曲コンチエルトを楽しんでちょうだい」

　そしてバートリは、パチンと指を鳴らす。

「おいきなさい──鉄の処女アイアン・メイデン」

「イエス。マイ、マスター」

　命令を受け、バスタブの傍かたわらに控えていたメイド姿の少女が、前に進み出た。

　短く切りそろえられた髪の色は、鋼鉄のようなくすんだ銀色。顔立ちは整っているものの、表情に乏しく、まるで本物の人にん形ぎようのようだ。

　外見こそ、どことなく夕ゆう凪なぎに近い雰囲気だったが──暁斗には、まったく別物に思えた。

　自分の意志というものが、そのメイドからは感じられなかったのだ。

　とはいえ、違和感はそれだけ。バートリたち流罪者エクシリオと対たい峙じした際のような、底知れぬ恐怖を感じることはない。

　だが、相手は流罪者エクシリオの配下だ。ただのメイドであるわけがない。

「鉄の処女アイアン・メイデン。全力よ」

「了解。モード・殺戮デストロイ──起動」

　緊張の面持ちで見守る暁あき斗との目の前、予感は、すぐに現実のものとなった。

　瀟しよう洒しやなメイド服の胸、腹部、スカート──そのすべてが盛り上がった、次の瞬間。

　メイド服をずたずたに引き裂き、少女の身体からだからなにかが飛び出した。

　細長い塊。刺とげ、あるいは杭くいのような、鋭い突起。

　それはひとつではなかった。十や二十を軽く超え、横殴りの雨のように暁斗たちの前方を覆い尽くした。

「鎖よ、《縛鎖聖域サントウアリオ》！」

　理り愛あの展開した鎖の壁が阻むも──長くはもたない！

「理愛！」

　壁が崩壊する寸前、暁斗は理愛を抱きかかえて、全力で真横に飛んだ。背中すれすれを、射出された杭が通り過ぎていく。

　暁斗は戦せん慄りつする。鉄の処女アイアン・メイデンと呼ばれた少女は、並外れた攻撃範囲を持っていた。四、五メートルは跳躍したのに、それでもかわすのが精一杯なのだ。

（もし、これが連射されたら……!?）

　まず確実に、避けきれない。いつかは蜂はちの巣にされる。

　暁斗は戦々恐々と少女を見やるが、すぐさま追撃がくる様子はなかった。

　あれだけの数の杭だ。手持ちはすべて使い切って、弾切れになったのかもしれない。

　だが彼女は杭を補充する様子もなく、視線だけで不気味に暁斗と理愛を追い続けている。

「避けないでいただけますか？　急所を外してしまいますので」

　そんなことを言われて、足を止める人間はいない。

　だがこれで、相手に追撃の意志があることはわかった。暁斗はテープの山の裏手に、理愛を連れて隠れる。

　次の瞬間、鋭い衝突音と共に、山が震えた。間隔こそ空くが、やはり敵は続けて攻撃を行えるらしい。再び放たれた無数の杭が、テープの山に次々と激突したのだ。

　だが、山を貫通してくる杭は一本もない。幸いにも、その一発一発の威力はそれほど高くないようだ。咄とつ嗟さの判断だったが、どうやら正解だったようだ。

「隠れないでください。これでは、なぶり殺しになってしまいます。おとなしく出てきてくだされば、一撃で急所を貫き、苦痛なく殺してさしあげますが……いかがでしょうか？」

　杭の攻撃では簡単に致命傷を与えられないのは、相手も自覚しているらしい。とはいえ、まとめて食くらえば、どうなるかはわからない。

　敵の降伏勧告は無視して、暁あき斗とは考えをまとめる。

　被弾覚悟での突撃は最さい後ごの手段だ。もう他に打つ手がなく、破やぶれかぶれで突っ込むか。もしくは、この一撃が届けば勝てると確信できた、勝負のときに放つか。

　そして、今はまだ、どちらの状況にも当てはまらない。

（突破口を探せ。相手をよく観察しろ）

　暁斗が自分自身に言い聞かせていると、不意に理り愛あが真剣な表情を向けてきた。

「わたしの目は特別だって、さっき話したでしょう？」

「ああ。けれど、それがどうかしたのか？」

　今ここでするような話なのか──暁斗が視線で、そう問いかけると。

「実はあれには、続きがあるのよ」

　理愛は口の端はを微かすかに上げ、おもむろに革製の眼帯をはずした。

　露あらわになった左目。その瞳が、ほのかな金色に染まっている。

「わたしの左目──《嘲笑の魔眼ラグリマ・ラステイマ》の本当の力は……未来を、見通すこと」

　暁斗は驚きよう愕がくするが、すぐに思い出す。理愛と学校で出会ったときのことを。

「まさか昼休みのあれは、俺がボールにぶつかる未来が見えて……!?」

「ええ。数秒先までなら未来が見えるわ。そして見通した未来は、映像記録みたいに鮮明に脳裏に残っているの。わたしはそれを利用して、敵の攻撃を防いでいるのだけれど……」

　そこで理愛は思わせぶりに言葉を切り、ふ、と口の端だけで笑った。

「今回は──もう《視みえた》のよ。あのメイドに接近できるチャンスが」

　鎖による防御。加えて、相手の情報収集と分析。それが、理愛の力ということだ。

「本当か!?　教えてくれ!!」

「なら、これからわたしのことは、尊敬を込めて理愛様と呼びなさい」

　勝ち誇ったような顔でそう告げた理愛に、暁斗はじっとりとした視線を向ける。

「悪いが、今はおまえの冗談に付き合ってる場合じゃない」

　と、そのとき再び二人の背後の山が揺れ、がらがらとテープが崩れてきた。

　いくら敵の攻撃の威力が高くないとはいえ、そう何度も食らっては、この山もいつまでもつかわからない。

　理愛の顔は、一瞬で真剣な表情へと戻って。

「……仕方ないわね。今回は特別に、タダで教えてあげるわ。言っておくけど、タダより高いものはないのよ。それを心に刻んでおきなさい」

「ああ、ありがとう。助かるよ」

　暁斗は素直に感謝の言葉を述べた。

　尊大な態度も、冗談めかした言動も──おそらく、理り愛あなりの照れ隠しなのだろう。

「わかればいいのよ、わかれば」

　理愛は一度、満足そうに微笑を浮かべると、真剣な表情に戻って続ける。

「それで、話の続きだけれど……あのメイドは攻撃する直前から、攻撃が終わるまで、目を閉じているのよ」

「目を？　いったい、どうしてだ？」

「さぁ、そこまではわからないわ。もしかしたら、罠わなかもしれない。……どうする？」

「だったら、話は簡単だな」

　試すような理愛の視線へ、暁あき斗とは薄い笑みを返した。

「飛び込んでみれば、罠かどうかはすぐにわかる。理愛の力で相手が目を閉じるタイミングを計って、斬きりかかろう。どうせこのまま隠れていても、なにも事態は変わらないんだ」

　勝利に届く、被弾覚悟の突撃。それを敢行するときがきたのだ。

「あの杭くいは連射できないみたいだしな。次の攻撃が終わったら、すぐに走り出して、少しでも距離を詰める」

　覚悟を決めた暁斗は、理愛の顔をじっと見つめた。

「大丈夫だ。俺と理愛が力を合わせれば、きっとなんとかなる」

「……合わせるのではなくて、わたしが力を貸してあげるの。誤解しないで」

「ああ、そういうことでいいさ。どちらにせよ、俺は、理愛の力を信じるだけだ。今、ここを生き残れる方法はそれだけだろうし……先輩、なんだろう？」

　喪失世界の──そして、墓碑銘セメンテリオの。理愛がこの場に残ってくれた理由を口にして、暁斗は理愛へ決意の眼まな差ざしを向ける。

「後輩の俺が言うのもなんだが、おまえも、俺の力を信じてくれ」

　わずかな沈黙。

　やがて、暁斗の覚悟が伝わったように、理愛の金色の瞳が鋭く細められた。

「仕方ないわね。わたしも、あなたの力を信じてあげる。わたしがサポートするから、思う存分、無謀な突撃をするといいわ」

「ああ。頼りにさせてもらうよ」

　そして三度、背後の山が揺れ、ついに耐えきれずに崩れ落ちていく。

　それが合図とばかりに、二人は飛び出した。

「見通しなさい！　《嘲笑の魔眼ラグリマ・ラステイマ》！」

　理愛が未来予知を開始すると同時、暁斗は、鉄の処女アイアン・メイデンと呼ばれた少女に向かい、ひた走る。

「暁斗！　二秒後！」

　背後からは、理愛の短く的確な指示が飛ぶ。

　二秒後。それが、鉄の処女に隙すきが生まれるタイミングだ。

　暁あき斗とは心の中でカウント開始。一秒が過ぎ、二秒が過ぎて。

　鉄の処女が静かに目を閉じるのと、まったく同時に、暁斗は叫ぶ。

「絶技弐に式──《疾風迅雷トレノ・ラフアーガ》!!」

　まさしく雷。神速の突きを放つ。

　横に大きく薙なぎ払はらう壱いち式の《王権領域ソリオ・エスクード》とは異なり、力と速度を一点に集約した、突撃の絶技。

　刀の切っ先を相手に向けた暁斗は、暴風に背中を押されるように加速しながら猛進する。

　しかし──刹せつ那な、理り愛あが驚きよう愕がくの声を上げて。

「暁斗！」

　金に輝く彼女の瞳には、なにが見えたというのか。

　同時、鉄の処女アイアン・メイデンの背後に位置するバートリが、冷たい笑みを浮かべる。その表情は、『引っかかっちゃったぁ。おバカさん』と、言わんばかり。

　だが、暁斗の突撃はもう止められない。止めようがない。

　なぜなら、突きは豪快な見た目に反し、繊細な技術を要求される。ほんの少し勢いが弱まるだけでも、破壊力は半減してしまうのだ。

　まさに一撃必殺。繰り出したが最さい後ご、全力で相手を倒すのみ。そして、それがかなわなかったときは敗北する。暁斗が繰り出したのはそういう技なのだ。

　だからこそ、前へ。死中に活を求め、暁斗は突き進むことを選択。

　あともう一息で、刀が敵へと届く──そのとき。

　確かに目を閉じていた鉄の処女アイアン・メイデンの両腕が、ぴくりと動いた。

「センサーに反応。自動迎撃、開始」

　鉄の処女から放たれた静かな殺気を受けて、暁斗の直感が、ある技を連想させた。

　──居合い。

　相手の攻撃に自分の攻撃を合わせることで、破壊力を倍増させる迎撃カウンターだ。そのためには精神の集中を限界にまで高め、刹那のタイミングを見極める必要がある。

（目を閉じていたのは、まさか……!?）

　あえて視覚情報を閉ざすことで、逆に鋭敏になるものがある。

　第六感。つまり、殺気を捉とらえるための感覚だ。

　そして鉄の処女は、金属のこすれる硬質な音と共に、手の平からも杭くいを生やして──。

　刺突。隠し持っていた二対の牙きばが、暁斗に襲い掛かる。

　理愛が予知した危機は、これだったのだ。鉄の処女は目を閉じたままだというのに、杭は恐ろしいほど正確無比な狙ねらいとタイミングで、暁斗の心臓へ。

　だが暁斗は、それすらも避けない。選択は変わらない。

　突きは、勢いと同様、わずかに狙ねらいがずれるだけでも、致命傷にならなくなってしまう。身をひねって避けることはできなかった。

　暁あき斗とはさらに前へ。ただひたすらに、その切っ先を敵へと突きつける。

　交差する、刺突と刺突。

　互いの攻撃が届くのは、ほぼ同時──いや、わずかばかり、相手のほうが早い。

　鋭い杭くいの先端が、暁斗の胴体をえぐろうとする、その瞬間。

　暁斗の鼓膜は、空気を切り裂く音を捉とらえた。

　背後から飛来した、理り愛あの鎖だった。鎖は鉄の処女の両腕に巻き付き、その動きを封じるが……敵の腕力は人間離れしていた。すぐに鎖を引きちぎってしまう。

　それでも、この状況では事足りた。

　刹せつ那なの隙すきが勝敗を分ける。これは、そういう戦いだった。

　敵の杭に貫かれるより早く、暁斗の刀は敵の喉のど下に突き刺さり、首の後ろまで貫通。

　同時に、なにかがへし折れる、嫌な音がした。

　──敵の首だった。目を閉じたままの少女の頭部が、胴体から分かたれて宙に舞う。

　だが、血は吹き出ない。その代わりに、大小様々なネジと歯車が散らばった。

「機械……だったのか？」

　ぐらりと倒れた敵の胴体を見ながら、暁斗は苦々しく顔をしかめつつも、わずかな安あん堵どを覚えていた。いくらここが現実ではなく、相手が謎なぞの存在だとしても、人間を──しかも少女を斬きるのは、抵抗があったのだ。

「あなたたち、やっぱり最高よ！　わたくしの自慢の殺さつ戮りく人にん形ぎようを、こんな簡単に倒しちゃうなんて！」

「殺戮人形？　だから人間らしさを感じなかったのか……」

「ええ。あの子の本来の姿は、拷問器具よ。わたくしが以前に作った『鉄の処女アイアン・メイデン』を元にして、メイドとして作り変えたの」

「拷問器具……か。つくづく、悪趣味だな」

　吐き捨てるように言った暁斗は、バートリに刀を向ける。

「で、次はどうするんだ？　今度こそおまえが相手でも、俺は構わないぞ」

「う～ん。やめておくわ。そっちの子、そろそろ時間切れみたいだし」

　バートリの視線の先を追うと、理愛の頭上には、小さな黒こく輪りんが浮かんでいた。

　喪失世界の滞在時間は、およそ一時間。どうやらその刻限が近いらしい。

「今回はあなたたちの勝ちよ。だから、坊やの質問に答えて、あ・げ・る」

　艶なまめかしい声音と共に、バートリはウインクをしてきた。

「そうか。じゃあ、聞かせてもらうが……代償さえ払えば、本当に死者を生き返らせることができるのか？」

「ちょっと暁あき斗と！　あなた、また……！」

「理り愛あは黙っててくれ。俺にとっては、なにより大事なことなんだ」

　理愛の言葉を途中で遮り、暁斗はバートリに詰め寄る。

「さぁ、答えろ！」

　するとバートリは、からかうように、意地悪く微笑ほほえんだ。

「結論から言えば、可能ね。でも、坊やが生き返らせたい死者が、もしも女の子なら……急いだほうがいいかもしれないわねぇ」

「……俺が生き返らせたいのは、同い年の少女だ。だが、それがなんの関係がある？」

「わたくしたち流罪者エクシリオが、喪失世界で人間の魂を集めてるのは、坊やもご存ぞん知じでしょう？　その中にはもちろん、喪失世界に迷い込んだ死者の魂も含まれるのよ」

　バートリの言葉に、暁斗は目を見開いた。確かに、ランスロットの一件もある。少なくとも彼は、再び夕ゆう凪なぎを見かけたら、またギネヴィア王妃と思い込んで魂を狙ねらうだろう。

　焦る暁斗に追い打ちをかけるように、バートリは醜悪な笑みを浮かべる。

「特に、わたくしの目的には、多くの魂を必要とするの。こんな風に……ね」

　そう言って向けてきた指先。それはまるで、老婆のように皺しわだらけだった。

「ああ、若い女の子の魂は、イイわねぇ。お肌が艶つや々つやになるの」

　バートリはバスタブの中の血をすくい、肌に塗る。だが、その血はおそらく──。

「わたくしを忌み嫌った奴やつらが、わたくしの美しさを飾り立てる……ああ、なんて甘美な響きなのかしら。あなたたちも、あなたが生き返らせたいと願う少女の血も、いずれわたくしの一部にしてあげる。光栄に思うことねぇ……うふふふ」

　血が塗られた指先は、艶々とした肌に変わっていた。これが、ヴァンパイア。バートリは魂を血に変えて吸収し、若さを保っているというのか。

（もしも夕凪が、その毒牙にかかったら……！）

　最悪の想像に、暁斗は畏怖を感じるより先に、決意を固めた。

「……わかった。おまえには夕凪は指一本触れさせはしない」

　暁斗が睨にらみつけると、バートリは恍こう惚こつの表情で身震いした。

「うふふ。わたくしも、そのときを楽しみにしてるわ。そして、そっちの子も……ね。今日きようはこれで最さい後ごだし、せっかくだから、お名前を教えてくださらない？」

　バートリの視線、そこに宿る異常性に、理愛は少しだけ後ずさった。だが、すぐにその顔へ怒りを張り付ける。まるで、敵へ怯ひるんだ己を恥じるかのように。

「お断りよ。誰があなたなんかに」

「あらあら。つれないわねぇ。まぁ、いいわ。またお会いしましょう。……理愛ちゃん」

　投げキッスと共に理愛の名を呼び、バートリの姿は虚こ空くうに溶けるように消えた。

　残された理愛は、驚きよう愕がくに目を見開いていた。

「……どうして、わたしの名前を……!?」

「もしかしたら、あの影の怪物で情報を得たのかもしれないな。なんとも迷惑な相手に好かれたもんだ」

「冗談じゃないわ!!」

　激げき昂こうした理り愛あが、怒りのはけ口にするように、暁あき斗とを指差す。

「こうなったのも暁斗のせいよ！　おとなしく、あなたの鍵を貸してもらえるかしら!?」

「俺の《棄憶の鍵メモリア・クラーヴエ》を？　なにをするつもりなんだ？」

「いいから早く貸しなさい！　わたしはもうすぐ、現実世界に戻ってしまうのよ！」

　有無を言わさぬ調子に、暁斗は渋々と従った。刀を鍵に戻し、理愛に手渡す。

　すると理愛は、暁斗の鍵に、鎖の先端の分銅を触れさせた。

「これでよし、と。はい、返すわ」

「あ、ああ。……今のは、なにをしたんだ？」

「二人の鍵を鎖で繋つないだの。どちらかが喪失世界への扉を開くと、引きずられるようにして、もう片方も強制的に扉が開くわ」

　言われて見上げると、暁斗の頭上にも黒こく輪りんが浮かんでいた。

　携帯電話で時間を確認する。時刻は四時前。今回、暁斗が喪失世界に来たのは三時過ぎ。滞在限度の一時間には、まだ少し早い。戻る時間もお互いに合わせるのだろう。

「つまり、喪失世界への行き来が、常に一緒になるのか」

「仕方ないでしょう！　わたし一人じゃ、あいつに襲われても太た刀ち打ちできないもの！　これも全部、あなたを助けるために巻き込まれたことなんだから、きちんと責任を取りなさい！」

「ああ。巻き込んだのは、俺だからな。理愛のことは、これからも俺が守るさ」

「……っ!?　わ、わかればいいのよ！　わかれば！」

　と──理愛はなぜか頬ほおを赤らめて、ぷい、とそっぽを向く。

　そのとき、頭上の黒輪が広がりきった。

「そろそろ時間ね」

　世界の終わりを告げるような静かな闇やみが、二人を飲み込んでいく──その間ま際ぎわ。

　理愛は、動かなくなった機械人にん形ぎようを一いち瞥べつした。

「親に捨てられた人子形供……。本当に、哀れなものね……」

　呟つぶやかれたその言葉は、暁斗にも、誰にも聞かれることなく、闇の中に消えていった。





※　※　※






「…………」

　暁あき斗とと理り愛あが消えていく光景を、その人物は遠くから、無言で眺めていた。

　積み上がったテープの山。その頂上に、黒いフードを被った、影のような人物が立っていた。顔も、身体からだも、すべてが黒く覆われている。

　暁斗たちが消えた後、黒いフードの人物は、山の頂上から音もなく地面に降り立った。

　そして、横たわる鉄の処女アイアン・メイデンに歩み寄っていく。

「────」

　その骸に手をかざし、なにかを呟つぶやく。

　すると、ふわりと機械仕掛けの身体が浮き上がった。

　高く、もっと高く、天まで。

　やがてそれは、灰色の雲に吸い込まれて──激しい稲光が走った。

　一瞬、世界が白く塗り潰つぶされる。そして閃せん光こうが収まり、世界に色が戻ると同時。

　魔術的な紋様を持つ巨大な黒こく輪りんが、雲の中に現れた。

　テープを吐き出し続ける黒輪とは比較にならない、圧倒的な大きさ。

　黒いフードの人物は、それをじっと、見上げ続けていた。

　いつまでも。まるで、時間が止まったように。








　　第三章






「あら、暁斗。昼食はそれだけなの？」

　昼休み。学食内の購買部で買い物を済ませた暁斗は、そう声を掛けられた。

　振り向けば、すぐ後ろには理愛の姿。彼女が手にしたトレイを見て、暁斗はわずかに目を見開いた。

「理愛は……また随分と豪勢な昼食だな」

　学食で最も豪華といわれる特上ロースカツ定食だった。

　柔らかく甘みのある豚肉にサクサクのパン粉。特上という味と名前に見合うだけの価格設定は、驚きの千円。ゲン担ぎやちょっとした自分へのご褒美に……と生徒が購入する、いわばレアなメニューだ。

「どうしたんだ？　いつもとは大違いじゃないか」

「ふふん、わたしが常に貧乏に甘んじているとは思わないことね。……ま、ちょっと上う手まくいったことがあって、そのご褒美ってところよ」

　理愛は目を細め、どこか得意げに笑う。

　なにがどう上手くいったのか暁斗にはわからないが、それ以上の追及はしなかった。

　喪失世界で初めて出会ってから、二週間。同じ学校、同じ学年ということもあり、理り愛あとは何度か校内で顔を合わせていた。なぜか向こうから話しかけてくるため、その度に簡素な会話を交わしている。

　一度など、わざわざ暁あき斗との元まで理愛が教科書を借りに来たこともあった。

　他の──それこそ、同性の友人に借りればいいのでは、と思ったのだが。他た愛あいない会話を繰り返すうち、そもそも理愛に友人がいないことはすぐにわかった。それどころか、家族すらおらず、生活に必要な金銭を自力で稼いでいるのではないか、とも。

　けれど、暁斗はなにも理愛に尋ねなかった。

　彼女とはあくまで喪失世界における協力関係だと割り切っている。

　それに、少し怖かったのだ。──もし、家族や友人といった言葉が、彼女の棄憶の鍵を作り出した根源の事象へ触れてしまうとしたら？

　暁斗にとって、夕ゆう凪なぎを失ったことは今でも塞ふさがることのない心の傷だ。誰かの口から彼女の名前が上がるたびに感じる痛みと喪失感を、不用意な一言で理愛にも味わわせてしまうのは御免だった。

　だが、理愛はそんな気遣いなどお構いなしに、無遠慮な視線で暁斗をじろじろ眺めて。

「それよりも、暁斗は総菜パンひとつで放課後まで大丈夫なの？　このわたしが、少しばかり分けてあげてもいいのよ？」

　確かに暁斗の手元にあるのは、やきそばパンひとつと、紙パックの牛乳。

　とはいえ、これがいつもの暁斗の昼食の量。足りなければ自分で買い足すだけだ。

「ご褒美なんだろう。なら、一人で食べるといい」

　暁斗としては、妙にもの言いたげな視線を送ってくる理愛を気遣ったつもりだったのだが。返ってきたのは、なぜか不機嫌そうな表情。細められた瞳が不穏な光を帯びている。

「ちょっと、わたしがわざわざ声を掛けてあげたんだから、そこはありがたく申し出を受けるのが礼儀ではないの？　これだから暁斗は嫌なのよ」

「……俺にどうしろと」

　だが、暁斗が困惑を露あらわにした瞬間。

　学食に駆け込んできた一人の生徒が、どん、と理愛に軽くぶつかった。

「きゃっ……」

　小さな悲鳴と共に理愛は姿勢を崩した。トレイの上に鎮座していたロースカツが、どさ、と軽い音を立てて地面に落ちる。

　ぶつかった生徒は、といえば「やべ」と小さく呟つぶやいて、その場から早々と逃亡。

　残されたのは、呆ぼう然ぜんとする理愛だけだった。どうしたものかと突っ立ったままの暁斗の耳には、周囲の生徒たちが交し合う同情の囁ささやきが漏れ聞こえてくる。

「あー……その、なんていうか。元気、出せ」

　しばし言葉に迷ってから、暁あき斗とはそう声を掛ける。

　だが理り愛あは、無残に地面へ落ちたロースカツ定食を見つめたまま。

「……どうしてここは喪失世界ではないのかしら」

　と、無言で鎖をキュッと締める仕草を見せた。

　鍵から生まれる能力は、この現実世界では使えない。だが理愛は現実で、暁斗がボールにぶつかる未来を予知し、助けてくれたことがある。どうやら理愛の瞳が持つ力は、特別な仕組みで動いているようだ。

　しかし皮肉なのは、理愛の運の悪さだ。未来予知ができる割には、アクシデントに巻き込まれる確率が高すぎる。

「前々から思ってるんだが……おまえ、記憶はもう少し丁寧に扱うべきじゃないか？」

　通常、棄憶の鍵メモリア・クラーヴエに宿る記憶は、その能力を発現させるたびに喪失されていく。なのに、理愛の鎖の使い方は、時としてあまりにも乱暴なように思えた。

「別に、構わないわ。消えてしまったところで、それだけの思い出だもの」

「しかし、喪失世界に奪われることを拒否したものなんだろう？　なら……」

「それこそ、暁斗には関係のないことよ」

「……そうか」

　俺の記憶とは違うんだな、と暁斗が呟つぶやいた瞬間、理愛のお腹なかが小さく鳴った。

「ほら、とりあえずはこれ、食べろよ。俺の分なら、今からまた買えば済む話だしな」

　しかし、差し出されたやきそばパンを、理愛は軽く払はらい除のけて。

「同情なら結構よ。……でも」

　と、理愛のぱっちりと大きな右目が、暁斗をまじまじと見つめた。

「あなた、本当になにも聞かないのね」

　家庭の事情、孤立する理由、左目の視力を失った原因──棄憶の鍵の根源になった事象も、なにも。

「別に、知る必要のないことだ。それに、おまえも気分のいい話じゃないだろう」

「そうね」

　暁斗の言葉に、理愛は小さく笑って。落とした昼食を手早く片付けると、学食を出て行った。

　暁斗も教室へ戻ろうとしたのだが。

「……随分と仲が良さそうだね、せ・ん・ぱ・い？」

　不意に、背後から聞こえた声に、暁斗はびくりと肩をすくめた。聞き覚えのある声。だが、その声音が妙に暗い響きを帯びていたのだ。

「陽ひ菜な、驚かせないでくれ」

「驚いたのはわたしのほうだよ、もう」

　これからピアノのレッスンに向かうのだろう。楽譜を胸の前に抱えた陽ひ菜なは、しかしなぜかむっと頬ほおを膨らませていた。拗すねているのだ、とすぐにわかった。これでも兄だ。

「俺が、なにかしたのか？」

「別に？　ただ、あの噂うわさは本当だったんだな、って。先輩が、眼帯の美人さんと急接近したって、友とも達だちから聞いちゃったの」

「眼帯の美人って……あいつのこと、知ってるのか？」

「先輩ってば、相変わらずそういう噂に疎うといよね。あんまり声を大きくして言えることじゃないけど……あんな外見で、有名じゃないほうが不思議だよ」

「そういうものか」

　確かに、暁あき斗とも右腕を三角巾で吊つり始めてから、やたらと他人の視線を集めるようになった気がする。最初こそ居い心ごこ地ちが悪かったものの、今ではすっかり慣れてしまった。もしかしたら、暁斗もそういう意味では目立ち始めているのだろうか。

「あーあ、もう、先輩って本当にしょうがないなぁ！」

　陽菜は呆あきれた様子で声を張り上げたが──不意に、くすっと笑みを漏らす。

「でも、先輩が少しでも元気になって、実は少しだけ安心したんだ。夕ゆう凪なぎさんが亡くなってから、前以上に無口になった気がしたから」

「陽菜……」

「しかも、相手は夕凪さんに負けず劣らずの美人さん！　お兄ちゃん、意外と面食くいだよね」

「馬鹿。誤解するな。理り愛あとは、そんなんじゃない」

「も、もう名前で呼び合う仲なんだ！」

　キャーッ！　と陽菜が悲鳴を上げるのを、暁斗は眉をひそめて見つめた。

「あんまりからかうんじゃない。理愛にも……夕凪にも、失礼だろう」

「ご、ごめんなさい。……でも、立ち直ったきっかけが他の女の人だっていうのは、ちょっと複雑だな」

　その言葉に、暁斗は返す言葉を持たなかった。

　黙り込んでしまった暁斗へ、陽菜は再び「ごめんなさい」と一言。申し訳なさそうに眉を寄せる。

「わたし、もう行くね」

「ああ。今日きようも頑張れよ」

　と、暁斗は陽菜の瞳をじっと見つめる。

「なぁ、陽菜。ピアノは……好きか？」

　陽菜は不思議そうに暁斗を見つめ返すが、やがて一点の曇りもない笑顔えがおで頷うなずいて。

「うん、もちろん大好きだよ！　それじゃ、いってきます！」

　音楽室へと向かう陽菜を見送りながら、暁斗は。

（立ち直ってなんかいない。ただ……微かすかな希望に縋すがりついて、なんとか立ってるだけだ）

　服越しに、胸元に提さげた鍵に触れた。

　──喪失世界で、もう一度、夕ゆう凪なぎに会う。

　ただその願いだけが、暁あき斗との身体からだを突き動かしている。







　午後、暁斗は不意に、胸元の鍵に異変を感じた。

　不可視の鎖で、鍵が引っ張られる感覚。理り愛あが喪失世界に転移する時間が近付いているのだ。そして、彼女の能力により、鍵が連結されている暁斗も。

　暁斗はすぐさま、仮病で授業を抜け出した。向かう先は当然、保健室などではない。廊下の突き当たりにある空き教室だ。他のクラスの教師や生徒に見とがめられないよう、慎重に廊下を歩いていく。

　壁面の下部の引き戸を潜り、教室の中に入れば、そこには既に人影があった。

　理愛だ。彼女にこの場所を教えたのは、暁斗自身。中にいるのが誰かなんて、わかっていたはずなのに。

　ふと、理愛ではない誰かの姿が、重なって見えた気がした。

「遅いわよ、暁斗」

　理愛は簡潔にそう告げてから、あからさまに眉をひそめて。

「なによ、その顔は」

「……いや、なんでもない」

　そういえば、自分はどうやって空き教室の存在を知ったんだろうか。思い出せない。

　どうにも奇妙な感覚だったが、そのことを気にする暇はなかった。

「時間だ」

　立ち上がり、天てん井じようを見上げた暁斗の視界に、ゆっくりと黒こく輪りんが現れる。横を見ると同じように、理愛の頭上にも黒輪が現れていた。

　同時に、胸元の鍵から微かにこぼれる光。微量に融解した記憶の一部が黒輪へと立ち上り、その中から闇やみ色の球体を引きずり出す。

　それぞれの輪の中心に生まれたふたつの球体は、やがて破裂するように広がって──。

　教室を漆黒に塗り潰つぶし、暁斗と理愛は、喪失世界への扉をくぐった。





※　※　※






　そこは、いつもの通学路だった。赤く傾いた陽ひ射ざしに照らされ、電信柱が長い影を落としている。暁斗の前には、肩を並べて歩く、二人の生徒。過去の暁斗と──夕凪だ。

　その会話は、やはり覚えのある内容だった。二人がはじめて言葉を交わした日の、帰り道の思い出。棄憶の鍵メモリア・クラーヴエが融解する際に生じる、追体験現象だ。

『夕ゆう凪なぎ……は、どこに住んでるんだ？』

『えっと……んー、だいたい、あっちの方？』

　小首を傾かしげる夕凪。今でこそ彼女らしい反応だと思えるが、当時の暁あき斗とにしてみれば、こうしてあやふやな答えを返されるのはなかなかに衝撃的だった。改めて客観的に自分の反応を見ると、その戸惑いがよくわかる。

　その後も手探りのような会話が続き、昔の暁斗は、夕凪の転校の理由を尋ねた。

　あのときの気持ちを、ふと思い出す。ただの軽い世間話のつもりだった。しかし返ってきたのは、予想もしていない言葉。

『住む家が、なくなったの』

『え……？』

『火事だった。学校に行ってる間に燃えて、家にいたお父さん、死んじゃった』

　思わず夕凪の顔を見つめるも、そこに浮かぶのは相変わらずの無表情。瞳はただ、真まっ直すぐに行く道を見つめるだけだ。

　その壮絶な体験談に、昔の暁斗が返答に困っていると。

『それが、わたしの罪』

　ぽつりと、夕凪が懺ざん悔げのような言葉を呟つぶやいた。

　ついさっき──今の暁斗にしてみれば何なんヶか月げつも昔の話だが、教室での会話のことだと、当時の暁斗はすぐに気付いた。

『……でも、どうしようもなかったんだろう。夕凪が気に病むことはないと思うぞ』

『ううん。その日の朝、お父さんの様子、なにか変だった。わたし、そのことに気付いてたのに……止められなかった』

　ぽつり、ぽつりと言葉を紡ぐ夕凪。暁斗はやはり返答に困り、無言を貫く。

　このときも、そして最さい後ごまで、火事の真相は聞けなかった。だが話の流れから、夕凪の父親が自ら火をつけたのではないかと、暁斗はなんとなく気付いていた。

　そんな重い話をどうして──とは思ったものの、理由はすぐにわかった。

　きっと夕凪は、自分の『罪』を誰かに聞いて、知って欲しかったのだろう。

　そして──このとき、暁斗もまた、同じ気持ちを抱いてしまった。

　この人なら、きっと、受け止めてくれる。そんな確信を抱いてしまったから。

『……なぁ、夕凪。俺の罪も、聞いてくれるか』

　他の誰にも話していないことを、ほとんど初対面も同然の相手に、暁斗は語りはじめた。

　なんてことはない。暁斗も本当は、抱えていたものを吐き出し、楽になりたかったのだ。

　昔の暁斗が、たどたどしく言葉を紡いでいると、世界が虫食くいのように欠けはじめた。

　記憶の追体験が終わる予兆だった。暁あき斗とがすべてを語り終える頃には、前を歩く二人の姿も、ほとんどが闇やみに溶けていた。

『……暁斗くんも、つらかったんだね』

　そう言ってくれた大切な人は、どんな顔をしていたのか。

　もう暁斗には見えない。思い出せない。

　少し救われた──そう感じた、当時の気持ちと共に。

　記憶が、喪うしなわれていく。





※　※　※






　地に足が着いた感触を覚え、暁斗は目を開ける。

　広がる視界には平らな地面。鈍にび色いろの空と、浮かぶ黒こく輪りん。喪失世界に転移したのだ。

　そして、またひとつ夕ゆう凪なぎとの記憶が喪われた。

「……前から思ってたんだけど、転移のたびに辛気くさい顔するの、やめてくれない？」

　すぐ隣に立つ理り愛あが、じとりと暁斗を見つめる。

「どうせ、ここに来るたびに大切な記憶が喪失していく……なんて考えてるんでしょう？　でも、そんなの今さら気にしても仕方ないじゃない」

「そう簡単に、割り切れるはずないだろう」

　暁斗は胸元から提さげた棄憶の鍵を取り出し、眺める。鍵の表面の黒い錆さびは少しずつ、確実にその面積を増していた。

　どうにか記憶を留とどめる方法はないものか、暁斗は色々なことを試した。文字ならば残るのでは、と夕凪との思い出を片端から書き留めたこともある。

　だが、無駄だった。喪われた記憶はもはや己の身に起こったものとは思えず、ただの他人事へと変わる。

　時間は短くとも、夕凪と過ごした時期に感じた喜びは計り知れない。それこそ、いくら書き留めても足りないほどに。だからこそむなしくなり、暁斗はそうした努力を放棄した。

　早く、夕凪を見つけなければ。暁斗の中から彼女の記憶が完全に喪われる前に。

　しかし、鍵をしまって歩き出そうとした暁斗を、理愛が呼び止めた。

「ちょっと待ちなさい。そういえば、あなたに聞いておきたいことがあったの」

「なんだ？　歩きながら話すんじゃ駄目なのか？」

「ええ」と理愛は、おもむろに暁斗の正面へと立ち塞ふさがる。

「あなた、前に言ってたわよね。死んだ女の子……夕凪さんとやらを生き返らせる、って。それ、今でも考えてるの？」

「え？　あ、ああ……」

　暁あき斗とが頷うなずくと、理り愛あはキッと目を吊つり上あげた。

「いい加減、馬鹿なことを考えるのはやめなさい。バートリはああ言ってたけど、死者を生き返らせるなんて、できるわけないじゃない。どうせなら、もっと現実的な夢を持ったらどうなの？」

「現実的って……例えば、どんな夢だ？　理愛には、夢があるのか？」

「もちろん、あるわよ」

　えへん、と理愛はどこか得意げに胸を張って。

「わたしの夢は、お金持ちになって、なに不自由なく悠々自適に暮らすことよ！」

「…………そうか」

「そうか、ってなによ、その残念なものを見るような目つきは！　お金持ちを夢見て、なにが悪いって言うの!?　お金さえあれば、学食の特上ロースカツ定食も食べ放題よ！」

「ああ、うん、そうだな」

　顔を真まっ赤かにして捲まくし立たてる理愛に、暁斗はどこか哀れむような気持ちになった。

　よりにもよって特上ロースカツ定食とは。理愛の言うところの『お金持ち』になれば、もっと豪勢な食事ができるはずなのだが。昼休みにひっくり返したのが、そんなにショックだったのだろうか。

「あー……うん、あれだ。いつも助けてもらってるお礼に、今度、俺が特上ロースカツ定食を奢おごってやる。それでいいか？」

「えっ、本当!?　……じゃなくて！　話を逸そらすのはやめなさい！　でも今度奢るのは約束だからね!?　ちゃんとこの耳で聞いたから、絶対に忘れないわよ！」

「……施しは受けないんじゃなかったのか？」

「このわたしへのお礼なんでしょう？　なら、話は別よ」

（……現金な奴やつだな……）

　ふふん、と笑う理愛に、暁斗は苦笑まじりのため息。やがて理愛も、はっと我に返る。

「と、とにかく！　暁斗はただでさえ右腕を代償にしているんだから、死人を生き返らせようなんてしたら、喪失世界になにを奪われるかわかったものじゃないわ。もう少し、自分の身体からだを大事にしなさい。わかったわね？」

「ああ、理愛が心配してくれてるのはよくわかった。ありがとう」

「し、心配!?　べ、別にそんなつもりじゃないわよ！　わたしはただ、バートリに狙ねらわれるようになった責任を取ってほしいだけで、あなたを心配だなんて、そんな……!!」

　理愛は慌あわてた様子でぶんぶんと首を振る。素直じゃない性格というのは、色々と大変そうだ。だが、うまく暁斗の目的から話が逸れたのは、かえって好都合だ。

　それに──と、暁斗は不意に、胸元から鍵を取り出した。一瞬で刀を出現させる。

　地平線の向こうから、黒い小山のような影がゆっくりと迫ってくるのが見えた。

　おそらく、バートリの眷けん属ぞくだろう。理り愛あもすぐに気付き、あからさまに迷惑そうな表情を浮かべつつ、鎖を顕現させる。

「さて、さっさと片付けるとするか」

「い、言われなくても、そのつもりよっ！」

　共に戦い始めて、二週間。もはや、視線すら交わす必要がないほど、二人の息は合い始めていた。







「……ああ、疲れた！」

　バートリの眷属を撃退するなり、理愛はその場に勢いよく座り込んだ。

「まったくもう！　あいつらってば、だんだん強くなってる気がするわ！　喪失世界に来るたびに出会う気もするし……こんな目に遭うのも、全部、暁あき斗とが原因よ！」

　この二週間、喪失世界に転移するたび、暁斗たちはバートリの眷属と毎回のように遭遇していた。おそらくは、故意に差し向けられているのだろう。とはいえ、今さら眷属に敗北するような暁斗たちではない。ならば、狙ねらいは──戯たわむれ。要するに嫌がらせだ。

「喪失世界に入り始めて半年は経たつけど、一度もバートリなんて変態幼女には出会わなかったのに……！　もう！　暁斗の馬鹿！　鈍感!!」

「ああ、悪かった。……って、謝るそばから鎖を飛ばすのはやめろ！」

「むぅ……暁斗のくせに生意気ね」

　理愛は不機嫌そうに唇をとがらせる。が、すぐに周囲にするすると渦巻く鎖を光の粒子に変え、鍵の形へと戻した。

　暁斗もまた刀を戻す。しかし、理愛のように疲れは見せず、すぐに周囲の様子を探るように歩き出した。

「ちょ、ちょっと待ちなさい！　ひと休みくらいさせてくれたって……！」

「ああ、おまえはそこで休んでいてくれ。俺はあたりを見回ってくる」

「あ、暁斗ってば……もう、自分勝手なんだから!!」

　喚わめく理愛の声を背に感じながら、暁斗はぐるりと付近を歩き回った。バートリの眷属と戦闘している最中は、どうしてもそちらに気を取られてしまう。そのため、撃退後に改めて見回る必要があるのだ。

　喪失世界には色々な風景がある。最初に転移した公衆電話の山や、二回目のカセットテープの廃棄場など、喪失したものが折り重なる場所の他、ランスロットと遭遇した中世の城のような建物に出会うこともしばしばあった。

　しかし、今日きようの風景はただひたすらになにもない荒野が広がるばかり。はるか彼方かなたの地平線が、鈍にび色いろの空と荒れた大地を真まっ直すぐに分割している。

　と、そのとき。暁あき斗とは不意に、足元の地面がなんらかの物体で踏み固められていることに気付いた。

　土と混ざって大地を構成するのは、無数の長方形の紙。苦心して一枚を剥はがすと、どこかの遊園地の名前が印字されている。

「これは……入園用のチケット、か？」

　暁斗は訝いぶかしげに眉を寄せた。遊園地は喪失……しているのだろうか？

「してるんじゃない？」

　答えたのは理り愛あ。気付けば暁斗のすぐ後ろに立ち、彼の手元の汚れたチケットを見つめている。なぜか、ひどく不愉快そうな表情をしていた。

「遊園地って言われて思い浮かぶ場所、どのくらいある？　せいぜい舞浜と大阪くらいではない？」

「……ああ、確かに」

　漫画やテレビドラマなどに出てくる、イメージとしての遊園地はすぐに思い浮かぶものの、実際にそういった場所に行ったことがあるかと言われれば、答えは否いな。

「わたしも同じよ。……昔、連れていってもらった場所も、もう閉園してしまったわ」

「それは……残念だな」

「残念？」

　嘲あざけるように、理愛は笑った。

「むしろせいせいしているわ。こうして喪失世界に来ている限り、そのうち思い出からも消えてくれるでしょうし」

　と、そこまで話したところで、理愛ははっと口をつぐんだ。詳しい事情はわからないが、暁斗に話すつもりのない事柄だったのだろう。

　それはおそらく、彼女の棄憶の鍵に繋つながる『なにか』。

　ごまかすように、理愛は周囲を歩き、地面の様子を見て回り始めた。

　しかし──。

「きゃっ！」

　不意に悲鳴が上がった。暁斗が振り向くと、そこに理愛の姿はない。それどころか、あたりのどこにも見当たらなかった。

「り、理愛!?　どこに行ったんだ！」

　まさか、また流罪者エクシリオたちの攻撃──!?

　暁斗が慌あわててそう叫ぶと、小さく「ここよ」と返る声。出所を探すと、地面に大きく空いた穴が見つかった。覗のぞき込こめば、下には暗い闇やみが広がっている。

　微かすかに光が届く範囲に、辛うじて人影が見えた。おそらく、それが理愛だろう。

「大丈夫か、理愛！　こっちに上がれそうか!?」

「駄目、暗くてなにも見えないの！　少し鎖で探ってみるから、暁あき斗とはそこで……」

「……いや、俺もそっちに行こう。単独行動は危険だ」

　ここが喪失世界である以上、どこで流罪者エクシリオに出会うかわからない。

　暁斗は少し考えた後、穴の中へと飛び込んだ。

「……あなたって、本当に無謀よね」

　穴の底に座り込んでいた理り愛あは、心配するような、呆あきれるような、微妙な声を出した。

　近くにいるはずだが、その表情は見えない。本当に真っ暗だった。

　どこかに明かりになるものはないだろうか、と暁斗は暗くら闇やみを手探りで進む。すると、前方を探る手が壁のようなものにぶつかった。同時に、周囲へほのかな光が灯ともる。

「きゃ、きゃあああああ!!」

　聞こえたのは、またも理愛の悲鳴だった。しかも今回はかなり盛大だ。

　しかし、振り返った暁斗はそのまま言葉を失う。自分と理愛、二人の姿が周囲へ無数に広がっていたためだ。

　最初こそ驚いたものの、落ち着いて見てみれば、それは無数の鏡が連なっているだけ。

「どうやら、ここはミラーハウスだったみたいだな」

　実際に入ったことはないが、知識はある。鏡によって構成された迷路、遊園地のアトラクションのひとつだ。

　暁斗の言葉に、理愛も平静を取り戻したようだった。頬ほおを染め、慌あわてて立ち上がる。

「怪け我がはないか」

「少しだけ足を痛めたけれど、歩くには問題ないくらいね」

「そうか。これからどうする？　上に戻るか、それともここを探ってみるか？」

「そうねぇ……」

　理愛が小さく首を傾かしげて考え込む。

　──と、そのとき。なにかが聞こえた気がして、暁斗ははっと周囲を見回した。

「暁斗、どうしたの？」

「聞こえなかったか、今の」

　小さな、小さな……まるで、すすり泣きのような。

「ちょ、ちょっと、変なこと言わないでよ」

「たぶん……こっちから聞こえた」

「待ちなさいってば……！」

　理愛がさっと青ざめる。だが、暁斗はそれには構わず、ミラーハウスの通路を手探りで進み始めた。

　鏡の連続。わずかに緊張を浮かべた暁斗と、きつい面立ちの──けれど今は少し怯おびえた表情を顔に張り付けた理愛の姿が、次々と乱反射する。

「……怖いなら、さっきの場所で待っていても構わないんだが」

「だっ、誰が怖いなんて言ったかしら!?　別に、暁あき斗とだけを行かせるのは心配だから、こうして付いて来てあげているのよ！　感謝しなさいよね!!」

（やっぱり怖いんだな……）

　気付かれないよう、暁斗はそっとため息をついた。鏡越しに見える理り愛あは、今にも泣きそうな顔に変わっている。

　こんな顔もするのか、と。不謹慎だが、新たな一面を目にした気分だった。

　迷宮の奥、すすり泣きは確実に近付き──やがて暁斗たちは鏡の迷路を抜け、建物の外に出た。

　目の前に広がる景け色しきは遊園地そのもの。ただし空は土とチケットのまじったドーム状の天蓋に覆われ、あちこちに立つ電灯と、半壊したアトラクションのイルミネーションだけが周囲を照らし出している。

　ペイントの剥はげた、ぼろぼろのメリーゴーラウンドが、からからと回る。その傍かたわらに、小さな女の子が立っていた。俯うつむいて、両手で目元をずっとぬぐい続けている。

「泣いていたのは、君か？」

　しかし、ゆっくりと近付く暁斗に少女から返る言葉はない。それどころか、俯いた顔すら上げない。

『ごめんなさい……ごめん、なさい……』

　泣き声だけが周囲に響き渡る中、不意に理愛が呟つぶやいた。

「無駄よ。……その子、もう死んでいるわ」

　暁斗の隣に並ぶと、おもむろに少女の顔を覗のぞくように屈かがみ込こむ。

　それでも、少女はなにも反応しなかった。まるで、二人の姿が見えていないかのように。

「喪失世界は、現実世界と繋つながりの薄くなった存在を奪い、喪失させる。死者の魂もそのひとつよ。……特に、生前に恵まれなかった人は、簡単に引き寄せられてしまうみたい」

　夕ゆう凪なぎの葬儀会場を、儀式を通じた忘却を、暁斗は思い出す。

　死者は──特に、他者から容易たやすく忘れ去られてしまうような幸薄い者は、もはや世界と繋がりを持たず、喪うしなわれたも同じなのだろう。

『……ごめん、なさい……ごめんなさい、おとうさん……』

　少女のすすり泣きに切れ切れの言葉がまじる。理愛があからさまに顔をしかめるのがわかった。

「……行きましょう、暁斗。流罪者エクシリオかと思って警戒していたけれど、無関係の死者に用はないもの」

　いや、本気で怖がっていた気がするんだが──と、思いつつも口には出さず。

「あ、ああ。だが、この子のことはどうにかできないのか？」

「どうにか、って……助けるとか？」

　暁あき斗とが頷うなずく。すると理り愛あは、ふ、と皮肉な笑みを浮かべた。

「無理よ。この子はもう死んでるから。死者の時は止まっている。できることなんて、苦しみに囚とらわれ続けることだけしかないの。やがては、流罪者エクシリオによって喪失世界の力の一部に取り込まれるわ。……わたしたちの力では、この子を救うことは不可能なのよ」

　理愛の手が少女の頬ほおに触れた。頬を滴したたり落ちる涙が、その指先を濡ぬらす。

「あなたの出会った夕ゆう凪なぎさんも、同じ。あなたの目にどう映ったかは知らないけれど、死者は死者よ。現実世界との繋つながりを喪うしなった魂を生前のような姿に戻すとして、どれほどの代償を払えばいいと思う？　果たして、あなた一人が頑張ってどうにかなるのかしら」

　理愛の手が涙をぬぐうようにして、離れても、死者の少女にはなんの反応もない。

「だからわたしは、あなたを止めるの。……わかった？　さあ、先に行くわよ」

　そっけなく答えて、理愛は遊園地の奥へ向かう。

　だが、暁斗はそれでもなお、少女を見つめて。

「……夕凪も？　本当に、そうなのか？」

　あのとき暁斗が出会った彼女は、生前となんら変わらぬ姿で暁斗に話しかけてきた。そうでなければ、暁斗は墓碑銘セメンテリオとしての力に目覚めることは叶かなわず、今ここにこうして立っていられなかったはずだ。

　夕凪がなにを考えているのか──それとも、なにも考えていないのか。暁斗にはわからない。

　だが、どちらにしろ決めたのだ。もう一度、会ってみせると。

「なにもできなくて、悪い」

　そう告げて、暁斗もまた理愛を追った。小走りで、彼女の隣へ並ぶ。

『……おとうさん、おねがい……もう、ぶたないで……』

　だが、背中に縋すがるようなすすり泣きに、悲痛なまでの懇願がまじった瞬間──理愛の顔が悲壮な形ぎよう相そうへと変わるのを、暁斗は、はっきりと目撃した。

　だが、無言。それはきっと疑問に思うどころか、言葉にすることすら憚はばかられる『なにか』だから。

　胸の奥、わずかに生まれた好奇心を打ち消すように、暁斗は亡き少女を想おもう。

（夕凪も……今頃、どこかでこうして悔やんでいるのか？）





※　※　※






　暁斗たちが喪失世界の遊園地から姿を消した、その後。

　ぼろぼろの遊園地には、ランスロットの姿があった。その鎧の胸元は、横一文字に大きな刀傷が生々しく残っている。

　からからと回るメリーゴーラウンドの傍かたわら、小さく泣き続ける死者の少女を認め──ランスロットは無骨なその手を伸ばした。少女の涙をぬぐい、顎あごを持って顔を上向かせる。

　ランスロットの顔に浮かぶのは、わずかな期待。だが、それはすぐに消え、彼は手にした黒こく輪りんを少女へと向けた。

「今、ここに命ずる。侵蝕の門エクリプセ・プエルタよ。その力を以もつて、魂を奪え」

　言葉と共に広がる闇やみは、無慈悲にも哀れな少女を飲み込んだ。まるで捕食するように幾度か蠢うごめき、ランスロットの手にした侵しん蝕しよくの門へと戻っていく。

「その清らかなる涙、我が愛いとしのギネヴィア王妃かとも思ったが……またも人違いか」

　苦々しげに呟つぶやき、ランスロットは胸に手を置いた。

「……足りぬ。まだ、こんなものでは」

　暁あき斗との刀によって傷つけられた鎧は、黒輪に魂を捧ささげることで元通りに修復された。

　だが、その身体からだと心は、未いまだ──。

「おっと、騎士サマに先を越されちまったか。オレも目をつけてた獲物だったんだがな」

　表情を歪ゆがめたランスロットに軽薄な調子で声を掛けたのは、アル・カポネだった。

　メリーゴーラウンドの屋根の上に屈かがみ込こみ、にやにや笑いながら見下ろしている。

「よぉ。調子はどうだい？」

「……貴殿には関係のないことだ。私の負った手傷は、私が癒いやす」

　突き放すようなランスロットの言葉に、アル・カポネは肩をすくめて。

「で、ベッドを抜け出して、せっせと魂集めか。殊勝なことで……と、言いたいとこだが、オレには焦ってるようにしか見えないねぇ」

「焦り、か。違うな」

　ランスロットは鎧の中に手を入れる。取り出したのは、両断された侵蝕の門エクリプセ・プエルタ。暁斗によって斬きられたものだ。

　そして、その整った相貌が、鬼気迫る形ぎよう相そうに変わる。

「これは、うずきだ。あの少年──暁斗といったか。あやつをこの手で斬り伏せねば、私の負った傷は完治しない」

「要するに、騎士の誇りって奴やつか？」

　めんどくせぇな──と、ランスロットには聞こえない、小さな声で呟いて。

「まぁオレも、あの兄さんとは戦ってみてぇがな。今はまだ、そのときじゃねぇ。ギャングに失敗は許されない。もっと力を蓄えて、必勝の算段が整ってからだ。……でねぇと、どこかの騎士サマみてぇに、返り討ちに遭っちまうからな」

「黙れ。……我が剣の錆さびになりたくはなかろう」

「ああ、同士討ちなんてした日にゃ、アレが手に入らなくなっちまう。……まったく、太陽すら奪う黒こく輪りんなんざ、初めて聞いたときにはどんな与よ太た話かと思ったが」

　アル・カポネが見上げた先は土とチケットで作られた天蓋。だが、その向こうには確固として浮かぶ巨大な黒輪がある。

「あの力を頂ける準備が整うまで、オレたちは互いに協力して膨大な数の魂を集めなきゃならねぇからなぁ。ははっ、せいぜいゆっくり身体からだを休めてくれよ、騎士サマ。……オレの足を引っ張らねぇ程度には、な」

　小馬鹿にするように笑って、アル・カポネの姿は闇やみに溶けるように消えた。

「……私にもっと力があれば、このような辱はずかしめを受けずに済んだものを」

　ランスロットは、ぎりと歯は噛がみする。

「貴殿もそうだ！　誰だか知らぬが、私を笑いにきたのか!?」

　と、そこでランスロットは、目を鋭く細めた。

　すぐ近くに建つミラーハウス、その入り口にある大きな鏡へと、剣を投げつける。

「『そんなところ』に潜んでも無駄だ！　姿を現せ!!」

　剣が突き刺さった鏡面に、ふたつの人影が映る。ランスロットと、そして──黒いフードで顔形を隠した、誰か。だが、周囲にはランスロットの姿しかない。

　すると鏡に、じわりとなにかが浮き出てきた。

　文字だ。まるで黒いフードが鏡の世界から語りかけるように、真まっ赤かな血がにじむ。

『《星喰の檻エクリプセ・ソラール》を作製した。力を求めるのであれば、進呈する』

　そして轟ごう音おんを響かせ、遊園地の空を覆う天蓋が崩壊した。土とチケットが舞い落ちる中、全ぜん貌ぼうを現したのは──魔術的な紋様をまとった、巨大な黒輪。現実世界の太陽を徐々に奪い続けているそれだった。

　これが、あの天蓋に埋まっていたのだ。ランスロットは目を見開いた。

「星喰の檻、だと!?　貴殿は、いったい何者だ!?　なにが目的だ!?」

『あなたがこれをどう使うか、期待している』

　しかし、簡素な一言のみ。いつしか血文字も消え、鏡にはランスロットの姿だけが映る。

「……好きに使えと言うのか。太陽すら欠けさせる、あの特別な黒輪を」

　ランスロットは、空に浮かぶ巨大な黒輪を見上げる。

「これは、僥ぎよう倖こうと言うべきか？　我ら流罪者エクシリオが、その支配権を得るために多大な労力を費やしていた黒輪が、こうも呆あつ気けなく手に入るとは」

　腑ふに落ちないという風に、ランスロットは眉をしかめる。

「もしや、なにか裏があるのか？　……だが、これがあれば、途轍もない力が得られるのは間違いない。そうすれば、今度こそ暁あき斗とに……！」

　と、ランスロットは屈辱の象徴──手の中の両断された黒輪に、視線を落として。

　にやりと、凄せい絶ぜつに笑った。考えるのは後でいい、とばかりに。

「これは名案だ。暁あき斗との妹……陽ひ菜なといったか。彼女の大切なものを奪えば、暁斗は必ず、私に戦いを挑む。全力の相手を倒してこそ、私の騎士の誇りも取り戻せるというもの」

　陽菜の魂を奪ったとき、ランスロットはその魂に触れている。彼女がなにを大切にしているかは、把握していた。

「さぁ、星喰の檻エクリプセ・ソラールよ！　私に応えよ!!」

　ランスロットは空を見上げ、高々と右手を掲げる。

　すると、星喰の檻の周囲に浮かぶ紋様が、怪しく蠢うごめくように輝いて。

　闇やみが、爆発した。





※　※　※






　その日の夜。夕食を終えた暁斗は、自宅のリビングに置かれたソファーへと身を預け、まどろんでいた。その横では、レッスン用のアップライトピアノに向かった陽菜が、美しい旋律を奏かなでている。

　平和だった。次に喪失世界へ転移するのは、翌日の午後。それまでは休息のひとときだ。

　暁斗が今まさに夢の中へ旅立とうとしていると、それに気付いた陽菜が声をかけた。

「あ、お兄ちゃん。お風呂入って、ちゃんとベッドで寝ないと。風か邪ぜ引いちゃうよ？」

「ん……。わかった……」

　だが言葉とは裏腹に、暁斗は動こうとしない。

　それにしても、リビングのソファーでゆったりと休むなんていつ以来だろうか。いつもは夕食を終えてすぐに自室へと戻っている。こうして間近で陽菜の練習を聴く機会もほとんどない。自分の『家』にいる、と思えるのは、随分と久しぶりだ。

「……もう。しょうがないなぁ」

　ため息をついた陽菜は、ふと柔らかい微笑ほほえみを浮かべて、暁斗に毛布をかける。

　しかし、そのとき──かちゃりと、玄関の鍵が開く音がした。

　一瞬で覚かく醒せいした暁斗は、陽菜と顔を見合わせる。

「父さんたち……。帰ってきたのか」

　そう暁斗が呟つぶやくのと同時、リビングの扉が開いた。

　部へ屋やに入ってきたのは、海外ブランドの高級ビジネススーツで身を固めた、厳格そうな男女──暁斗と陽菜の両親だ。

　陽菜は慌あわててピアノの椅い子すから立ち上がり、笑顔えがおで両親へと駆け寄った。

「お帰りなさい。早かったね。出張、明日までじゃなかったっけ」

「ええ。先方の都合で、明日の予定がキャンセルになってね。帰ってきたのよ」

　にこやかな笑みを浮かべた母親は、「はい、おみやげ」と、陽菜に包みを手渡す。

「それより、練習の邪魔をしてしまったみたいね。どうぞ、続けてちょうだい。コンクールも近いのでしょう？」

　母親と同じように、父親も相好を崩し、陽ひ菜なに話しかける。

「優勝すれば、プロへの道が開かれるんだったな。期待しているぞ」

「そうだわ。優勝したら、最高級のグランドピアノに買い換えましょう」

「えっ。で、でも、そんな高いの……」

　怯ひるむ陽菜の頭を、父親は優しく撫なでる。

「構わない。才能への投資は惜しまないのが、私たちの教育方針だ」

「……あ、ありがとう。わたし、お父さんとお母かあさんの期待に応えられるよう頑張るね」

　明るい未来の話で盛り上がる親子三人。しかし、暁あき斗とはその輪に加わらない──いや、加われない。とっくの昔に、その権利は失われていた。

　気配を消すように、無言で自室に戻ろうとする暁斗を、しかし、母親は目ざとく見つけ。

「あら。暁斗、待ちなさい。その右腕、どうしたの？」

　視線も、声も、どこまでも冷ややかだった。まるで路傍の石を見るように、三角巾に吊つるされた暁斗の腕を眺めている。

「……わからない。突然、動かなくなった」

　そして、暁斗の答えを聞いた父親は、視線すら向けず、簡潔に言い放った。

「自室に戻れ。そして、出てくるな」

　平然と──暁斗の胸をえぐるような、冷たい言葉を。

「感染するような病気だったとしたら、陽菜に移ったときの責任を取れるのか？」

「……ああ、わかってるよ、父さん、母さん。言われなくても、そうするさ」

　怒りも悲しみもない平へい坦たんな声で答え、暁斗はリビングを出る。

「そんな……。お父さんもお母さんもひどいよ！　いきなり腕が動かなくなって、一番不安なのはお兄ちゃんなのに……！」

　背後に陽菜の声を聞きながら、暁斗は一人、二階の自室へと戻る。

　静かに扉を閉めると、ぱたぱたという足音が上がってきた。

　間違いなく、陽菜だ。扉が開かないよう、暁斗は背中できつく押さえつける。

「お兄ちゃん──」

「入ってくるな。父さんたちに怒られるぞ」

「でも、二人とも、あんなこと言わなくたって……」

「陽菜が気に病む必要はないさ。最初に二人を失望させたのは、俺だ」

　陽菜の気持ちはもちろんありがたい。だが、それでも。

　これが、俺の罪だから──と、暁斗は小さく呟つぶやく。

　両親は教育熱心だった。子供の才能を見つけ、伸ばそうと、幼い頃から暁斗に様々な習い事を受けさせた。誰かと遊ぶ時間もないほどに。

　今ではそれも愛情だと理解できる。たとえ、どれだけ一方的で、身勝手だとしても。

　だが当時の暁あき斗とにとっては、ただの苦痛でしかなかった。世界のすべてが息苦しくて、安心できる場所はどこにもなかった。

　そしてついに、暁斗は逃げた。家出をしたのだ。小学三年生のときだった。

　しかし、しょせんは子供の行動だ。行く当てもなく夜の繁華街を歩いているところを補導され、家に連れ戻された。

　──怒られると思った。だが意外にも、両親はなにも言わなかった。

　両親は暁斗を見限り、陽ひ菜なに期待という名の重圧をかけるようになってしまったのだ。

　その日から、ここは暁斗の『家』ではない。ただ食事をして、寝るためだけの場所だ。

「……陽菜。ピアノは、好きか？」

　扉越しに問いかける、顔も見えない会話。

「うん、大好き。上う手まくなればなるほど、たくさんの曲が弾けて、幸せだよ」

　陽菜の声はどこまでも真まっ直すぐで優しい。両親の期待に応えるためではなく、心の底からピアノが好きだ──と。そんな想おもいの伝わる言葉が、暁斗の心を慰めてくれた。

「それに、忘れたの？　わたしがこうしてピアノを弾いているのは、お兄ちゃんが教えてくれたからだよ？」

「……ああ。そうだったな」

　小さい頃、暁斗も少しの間だけピアノを習っていた。そのレッスンに幼い陽菜が付いて来たことが、今日きようの夢に繋つながっている。

　習い始めの頃、暁斗は陽菜へあれこれとピアノの基礎を教えたものだ。暁斗自身はあまりピアノを好きではなかったが、兄妹で過ごした時間は何よりも楽しかった。今でもはっきりと覚えている。おそらく、それは陽菜も同じだろう。

　なら──陽菜の夢は、暁斗の夢。彼女が両親の重圧に潰つぶされることなく、自分の意志で夢を追い続けている限り、暁斗は罪を赦ゆるされた気がしていた。

　陽菜の髪に飾られたリボンは、暁斗が自分の持てなかった夢を託し、贈ったものだ。

　しかし、そのときだった。

　部へ屋やの中にいてなお、強風にさらされる感覚が暁斗を襲った。まるで爆風が地表を吹き飛ばすように、なにかが世界を震しん撼かんさせる。

　そして、機能を喪うしなった右腕が、不意にうずいて。

　──胸騒ぎがした。暁斗は急いで扉を開ける。

「陽菜、大丈夫か!?」

「え？　……あ。お兄ちゃん。どうしたの？」

　だが、部屋の外に立つ陽菜の瞳は、生気が抜け落ちたように虚うつろだった。あの快活な面影は、どこにもない。













「って、あれ？　わたし、どうしてここにいるんだっけ……？　お兄ちゃんに、なにか話があって、でも……え……？」

　陽ひ菜なの顔に浮かぶのは、困惑。暁あき斗との背筋を一瞬で冷たいものが駆け抜けていく。

（なんだ……!?　なにが起こった!?）

　暁斗が戸惑っていると、不意に階下から母親が上がってきた。

「あなたたち、なにを騒いでいるの？」

　冷徹な視線と声。しかし、それがなぜか、陽菜にまで向けられている。

「まったく二人とも、なんの取り得もなく育って……。これからますます社会は厳しくなるのだから、せめて学歴くらいないと、生きていくためには話にもならないのよ？　わかったら、一分一秒でも長く勉強しなさい」

「……はい。すみませんでした」

　身を縮こまらせた陽菜は、階下に降りていく母親の背に向かい、深々と頭を下げる。

　暁斗は信じられなかった。自分にならともかく、陽菜に対してまで、母親があんなことを言うなんて。

「どうしたんだ、母かあさんは……？　それに、陽菜も。おまえにはピアノがあるだろう？」

　すると陽菜は、きょとんとした顔で。

「……ぴあ、の？　なに、それ？」

　ぞくり、と、暁あき斗との背筋が震えた。身動きすらできずにいると、やがて陽ひ菜なは、自室へと戻っていった。

　陽菜の言葉に、冗談めいた気配は感じられなかった。

　あれはまるで、ピアノという名前も、存在すらも、まったく知らないような──。

　そこまで考えたとき、暁斗の足は階下へ向かっていた。

（そんな馬鹿な……！　頼むから、俺の思い過ごしであってくれ……！）

　リビングの扉を開け放つと、残酷にも、暁斗の想像したとおりの光景が広がっていた。

　ピアノが、ない。

　さっきまで陽菜の夢が置かれていたその場所には、がらんとした空洞が横たわっている。

　近付いてよく確かめると、床のへこみや壁紙の日焼けのような、そこにピアノが置かれていた形跡すらない。

　世界そのものが書き換わったとしか思えない、そんな状況だった。

　だが、喪うしなわれたのはピアノだけではなかった。

　暁斗はすぐに、リビングのテレビに強烈な違和感を覚え──その理由に気付いた。

　ドラマ、コマーシャル、ニュース──流れてくるどの番組にも、決定的に欠けているものがあったのだ。

「暁斗。あなたも部へ屋やに戻って勉強しなさい。聞いてますか、暁斗──」

　母親の制止を振り切って、暁斗は家の外に出た。

　確かめなければ、と近くのコンビニエンスストアに走る。いつもなら店内には微かすかなＢＧＭが流れているはずなのに──無音。だが、それを店員が気にしている様子はない。

　試しに店内放送について尋ねたら、店員からは怪け訝げんそうな顔を返されて。

「……あの、『おんがく』って、なんスか？」

　間違いない。暁斗は、愕がく然ぜんとその場に立ち尽くす。




　──世界から、音楽が『喪失』したのだ。








　　第四章






　翌日の朝。理り愛あからメールで呼び出された暁あき斗とは、いつもより早く登校し、空き教室で彼女と落ち合った。

「昨日の夜、世界から音楽が喪失したわ」

「……ああ。そうみたいだな」

　暁斗は、苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で答えた。

「気付いていたなら話は早いわね。とんでもないことに、現在だけでなく、過去まで書き換わってる。音楽に関するすべてが、なかったことになってるみたいね」

　理愛はそう言って、下を指差す。

「さっき見てきたら、音楽室は空き教室になってたわ。隠れ場所が増えたわね」

　冗談っぽく笑う理愛。だが暁斗は、少しも笑えなかった。

「太陽と同じだ。喪うしなわれても、そのことに誰も気付かない」

　巨大な黒こく輪りんに飲み込まれ、光が弱まる一方であるにもかかわらず、世界の誰も、その異変に気付くことはない。

「……間違いない。流罪者エクシリオの仕業だ」

　真剣な表情のまま、暁斗は続ける。

「俺が以前に会った流罪者エクシリオ──アル・カポネが言っていた。太陽の光を奪ったのは、自分たちだと。なら、きっと今回も……！」

「そうね。断言はできないけど、その可能性が高いと、わたしも思う。太陽と違って跡形もなく音楽が喪失したのは、実際に形があるものじゃないから……かしら」

「つまり、奪いやすかった……ってことか」

「おそらくね。だけど……」

　理愛は、不可解とばかりに肩をすくめる。

「音楽なんか奪って、どうするつもりなのかしら？　わたしが困ったことなんて、お気に入りのドラマからＢＧＭが消えて、盛り上がりが半減したことくらいよ」

「音楽は、陽ひ菜なの……俺の妹の、夢だった」

　怒りをぶつけるように、暁斗は拳こぶしを握り締めながら呟つぶやいた。

「今の陽菜には、夢がないんだ。すべてを賭かけて打ち込んでいたものがなくなったせいか、抜け殻みたいに生気が消えてしまった」

「……確かに、ね。この学校から音楽室が消えても、音楽教師という人間は消えてないはず。仕事を失って、どうしているのかしらね」

　世界から音楽が消えても、目に映る光景にあまり変化はない。

　けれど目に見えないところでは、多くの人間の人生を左右するような、重大な変化が起きているはずだ。

　今の世界は、暁あき斗とが昨日まで生きていた世界とは、まったく別の世界になってしまった。

「なぁ、理り愛あ。音楽を奪ったのが流罪者エクシリオなら、もしかしたら……」

　暁斗は以前、奪われた陽ひ菜なの魂を取り戻したことがある。魂を奪った張本人である流罪者エクシリオ・ランスロットの手にしていた黒こく輪りんを破壊する、というかたちで。

　教室の窓の外、空には多くの黒輪が浮かんでいる。そのはるか高みには、太陽を奪っているものと同じ巨大な黒輪がひとつ増えていた。あれが音楽を奪ったのだろう。

　なら──あの巨大な黒輪を使用し、音楽を奪った流罪者エクシリオを特定できれば。

　もしかしたら、黒輪自体を破壊する方法も、わかるかもしれない。

「ええ、取り戻せるかもしれないわ。……やっぱり断言はできないけど、きっと」

　理愛の答えを聞いた暁斗は、首元から鍵を取り出し、じっと見つめる。

「待ってろよ、陽菜。俺が必ず、おまえの夢を取り戻すからな」

「……意外だわ」

「意外？　なにがだ？」

「夕ゆう凪なぎ、だっけ。あなた、その子のこと以外、どうでもいいような感じだったから。現実でも気にかけるものが、ちゃんとあったのね」

「……まぁ、な」

　暁斗は答えにくそうに、視線を窓の外に逸そらす。

「両親と、色々あって。俺が心の底から信頼できるのは陽菜だけ。……特別な存在なんだ」

「妹、ね……」

　すると理愛は、ぽつりと、暁斗には届かない声で。

「そんな家族がいれば、わたしもなにか違ったのかしら……」

「ん？　なにか言ったか？」

「いいえ。なにも」

　ふっと小さく笑った理愛は、椅い子すから立ち上がると、身体からだをほぐすように伸びをする。

「さて、気合いを入れ直しましょうか。今までは流罪者エクシリオから身を守るだけでいいと思っていたけど、こちらから攻めるとなると、わたしも覚悟を決めないと」

「理愛……。力を、貸してくれるのか？」

「か、勘違いしないで。あなたのためじゃないわ。わたしのためよ。楽しみにしていた番組を台無しにされた以上、黙っていられないもの」

　髪の毛の先をくるくると指でいじりながら、理愛は素っ気なく答えた。

　きっと照れ隠しなのだろうと、暁斗は思った。

「理由はなんでもいい。とにかく、助かる。ありがとう」

「礼には及ばないわ。でも、感謝したいなら、存分にしなさい」

　偉そうに振る舞う、いつもの理り愛あの態度に苦笑しながら、暁あき斗とも立ち上がる。

「それじゃあ、また。午後に、ここで」

「ええ。ここで」

　喪失世界への扉が開くのは、一日に一度。

　そのときの再会を誓い、二人は日常に戻っていった。







　昼休み。学食の購買部へ向かおうと、暁斗が教室を出ると。

「……あっ。お、お兄ちゃん」

　今にも消え入りそうな声に、暁斗は呼び止められた。

　横を見ると、教室の扉の影に隠れるように、陽ひ菜ながいた。

「陽菜か。どうしたんだ？　昼の──」

　レッスンがあるんじゃないか、と。その言葉を、暁斗は寸前で飲み込んだ。

　音楽が喪失した今、陽菜の日課だった昼休みのレッスンも、なかったことにされている。

「あ、いや。なんでもない。気にするな」

　暁斗は慌あわてて言葉を取り消す。

　すると陽菜は、まるで叱しかられたように、しゅんと俯うつむいたまま。

「……お兄ちゃん。わたし、なにかした？」

「えっ？　な、なにか……って？」

「今け朝さ、わたしを置いて、学校に行っちゃったでしょ……。いつもなら、わたしといっしょに登校してくれてたのに……」

　顔を上げると、陽菜は今にも泣き出しそうだった。

「ごめんなさい。きっと嫌われるようなこと、したんだよね？　謝るから、許して……」

　縋すがりつくように許しを請こう陽菜。その姿は危うげで、暁斗の返答次第では、泣き崩れてしまいそうに見えた。

「大丈夫だ。どうして俺が陽菜を嫌ったりする？　早く登校したのは、ちょっと用事があったからだよ」

「そう、なの……？　本当に、わたしのこと、嫌いじゃない……？」

「ああ。本当だ。こっちこそ悪かった。陽菜には、なにも言ってなかったな」

「……ううん。そういうことなら、仕方ないから」

　暁斗がなだめると、ようやく陽菜は笑顔えがおを見せた。

　ふとしたことで壊れてしまいそうな、儚はかなげな笑顔だったが。

「それじゃあ、一緒にお昼ご飯、食べてもいい……？」

「ああ。もちろんだ。でも、いつもは友とも達だちと一緒じゃなかったか？」

「……とも、だち？」

　陽ひ菜なはまたも不安そうに首を傾かしげて。

「わたし……いつも、お兄ちゃんと一緒に食べてるよね……？」

「……あ、ああ。そうだったな。変なことを言ってすまない」

　今の陽菜は、どこか様子がおかしい。暁あき斗ととしても、目を離すのは危険に思えた。

　おそらく──音楽が喪失した影響で、過去が書き換わっているためだろう。

　昼休みのレッスンがない世界では、陽菜はいつも暁斗と昼食をしていたことになっているのだ。

「さて、どこで食べる？」

「……え？　いつものところじゃないの？」

「いつもの？」

「うん。空き教室の横の、屋上に行く階段。毎日そこで食べてるのに……忘れちゃったの？」

　以前、理り愛あも食事をしていた、滅めつ多たに人の来ない場所だが──そんな場所で陽菜と昼食をとったことは、一度もない。だいいち、陽菜はいつも自分の教室で友人と共に食事していたはずだ。

　だが、音楽が喪うしなわれた今となっては、これが彼女の日常なのだろう。

　なら……と、暁斗は慌あわてて話を合わせ、廊下を歩き出す。

　陽菜は、その後ろに続いた。背中越しに振り向くと、陽菜は暁斗の制服の裾すそをちょこんとつまみ、自信なさげに下を向いていた。

（……これが、あの陽菜なのか）

　小柄な身体からだをさらに縮こまらせた陽菜と、幼い暁斗の姿が、ふと重なる。暁斗には、陽菜が周囲のすべてに怯おびえているように思えた。

　陽菜にとって音楽は、将来の目標であると同時に、あの両親に褒められ、存在を許されるための証明だ。

　今の陽菜の姿は、それを喪った結果だと、暁斗は自分自身の体験から察していた。

　世界のどこにも居場所がない閉塞感。

　暁斗は、すべてから逃げることで抜け出せたが──陽菜は、それすらできず、ただ心を押し潰つぶされているのだろう。




「さて、食べるか」

　購買部でパンを買ってきた暁斗と陽菜は、階段の踊り場に腰を下ろした。

　人気のない場所に来たためか、ようやく陽菜の表情が柔らかくなる。暁斗の知る彼女に近付いたように見えるが──。

「お兄ちゃん。もっと、近くに行っていい？」

「ん？　ああ、いいぞ」

「……えへへ」

　はにかみながら、身を寄せてくる陽ひ菜な。

「わたしね、こうしてお兄ちゃんのそばにいるのが、なにより落ち着くんだ」

　柔らかく、温かな身体からだがぴったりと密着する。こんな風に接近するのは、お互いが幼い頃以来だろうか。

「お父さんも、お母かあさんも、友とも達だちも、なにもいらない。お兄ちゃんがいれば、わたしは幸せだよ。ずっと……ずっと、こうしていたい」

「……そうか。陽菜がそうしたいなら、俺は構わないよ」

　優しい言葉をかける暁あき斗とだが、心の中は痛々しい気持ちでいっぱいだった。

　今の陽菜には、暁斗が唯一の逃げ場。

　依存といってもいい。もし暁斗がいなくなれば、陽菜の心は潰つぶれてしまうかもしれない。

　近すぎず、遠すぎず。

　昨日までの兄妹関係が、いかに絶妙なバランスだったか、暁斗は思い知っていた。

　おそらく、こうして甘えてくるのが、本来の陽菜の姿なのだろう。

　だが、暁斗のことを『先輩』と呼ぶことで、陽菜は必要以上の甘えを見せないように自分を律していたのだ。

　両親に期待され、将来の夢に向かって努力する──恵まれ、輝いていたその姿を見守ることが、暁斗にとっての心の支えだったと、陽菜は気付いていたのではないだろうか。

　暁斗が想おもっていた以上に、陽菜は暁斗を想ってくれていたのだ。

　夕ゆう凪なぎのときと同じだ。喪うしなって初めて、その大切さに気付くなんて。

　だが、陽菜の夢は──音楽は、まだ取り戻せるはずだ。

（どれだけ時間がかかろうと、必ず、音楽を奪った黒こく輪りんを破壊する。そうすれば……！）

　暁斗は心中で決意を新たにしながら、陽菜の頭を撫なでる。

「なぁ、陽菜。くっつくのはいいが、そろそろ食べないか？　昼休みが終わってしまうぞ？」

「そうだね。時間、過ぎちゃうよね」

　陽菜が少しだけ離れて、パンを頬ほお張ばろうとした、そのとき。

　なんの前触れもなく、陽菜の瞳から雫しずくが落ちた。流れ出した涙は止まることなく、堰せきを切ったように溢あふれる。

「怖い……。お兄ちゃん、わたし……怖いよ……」

「どうした？　なにが怖いんだ？」

「……時間、が」

　嗚お咽えつまじりに呟つぶやいた陽菜は、胸をえぐる恐怖に耐えきれなくなったのか、暁斗の胸に飛び込んでくる。

「自分でも、よくわからないけど……時間が過ぎるのが、すごく、怖いの……。このままだと、大切に思ってたなにかが、なくなっちゃいそうで……」

　その言葉に、はっと暁あき斗とは思い出す。

　プロへの道が開けるという、ピアノのコンクール。それが間近に迫っていることを。

（……いつか、なんて甘かった！　今すぐにでも、音楽を取り戻さないと！）

　たとえ今年ことしの出場を逃したとしても、コンクールにはまた来年出ればいい。

　だが、今年のコンクール出場を目指していた陽ひ菜なの心は、どうなるのか。

　完全に、壊れてしまうかもしれない。たとえ世界から音楽がなくなろうと、目標に向けて努力してきた情熱は、まだ陽菜の心に強く残っているのだから。

　焦る心を押さえつけるように、暁斗は陽菜が泣きやむまで、その小さな身体からだを抱き締め続けた。

　だが──本当に、そんなことが可能なのだろうか？

　胸の片隅に忍び寄る不安が、暁斗の背を静かに凍らせていく。
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　午後。六時限目の授業中。

　陽菜は青白い顔で、無人の廊下をふらふらとした足取りで歩いていた。

　胸を押し潰つぶすような恐怖感は続き、ついに気分が悪くなってしまった。異変に気付いた教師は、保健室に行くよう言ったのだが。

「お兄ちゃん……。助けて……」

　足が向かう先は、保健室のある一階ではなく、上の階。暁斗の教室だった。

　一段、また一段と、ゆっくり階段を上っていると。

　不意に、廊下を駆ける慌あわただしい足音が聞こえた。陽菜は虚うつろな視線を、足元から頭上に向ける。上りかけの階段越しに見えたのは──暁斗の鬼気迫る横顔だった。

「え……？　お兄ちゃん？」

　目に光が戻った陽菜は、急いで暁斗の後を追う。廊下に出て左右を見回すと、這はいつくばるように教室へ入っていく足先が、ちらりと見えた。

「ここ、空き教室だよね……？」

　教室名のプレートは空欄。暁斗は授業を抜け出して、なにをしているのか。

　気になった陽菜は身を屈かがませ、暁斗が入っていった小さな扉を開け、そっと様子を見る。

「あの人……眼帯の美人さん？」

　以前、暁斗と一緒にいるのを見たことがあった。確か名前は──理り愛あ。

　そこまで思い出したとき、陽ひ菜なは目の前の光景に驚き、飛とび退のいた。

　暁あき斗とと理り愛あの頭上に、ふたつの黒い輪が現れたのだ。

　刹せつ那な、陽菜の脳裏によぎる記憶があった。

　暁斗の胸から立ち上った光。古い城。そして、黒い騎士と、彼が手にした──黒こく輪りん。

「嘘うそ……！　それじゃ、あれって！」

　陽菜はもう一度、空き教室の中を確認。暁斗と理愛の姿は消えていた。

「……夢じゃ、なかったんだ」

　不可思議な空間、異様な人物──命の、危険。陽菜の頭の中に、次々と蘇よみがえる光景。

　なら、暁斗はあの黒い騎士と戦っているのだろうか。いったい、なぜ、なんのために？

　しかし、すべては答えの出ない問いに過ぎない。

　終鈴が鳴り、廊下に生徒が溢あふれるまで、陽菜はその場を動くことができなかった。
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　現実世界に戻ってきた暁斗は、理愛と別れた後、鞄かばんを取りに自分の教室へと向かった。

「どうしてだ……？　昨日までは、あんなに敵が襲ってきたのに」

　無意識に足取りが早くなる。暁斗は焦っていた。陽菜の心を守るためにも、コンクールまでには絶対に音楽を取り戻さなくてはならないのに。

　今日は流罪者エクシリオどころか、バートリの生み出した影にも、出会うことはなかった。

（これでは、何の手がかりも得られない──！）

　まるで嵐の前の静けさのような不気味さだった。なにか、とてつもないことが起きそうな予感を抱きながら、暁斗が教室に入ると。

「……お兄ちゃん」

「陽菜、待っててくれたのか？　悪いな。ちょっと用事があって、教室にいなかったんだ。でも、もう終わったから、いっしょに帰ろうか」

　暁斗が優しく微笑ほほえみかけながら、机の脇わきにかけた鞄を手に取ったときだ。

「用事って──黒い騎士と戦うこと？」

　陽菜の唐突な問いかけに、暁斗は鞄を取り落とした。

「ひ、陽菜……？　なにを言ってるんだ？　こないだの夢の話か？」

「さっきね、空き教室で見ちゃったんだ。お兄ちゃんと、眼帯の美人さんの頭の上に、黒い輪が出てきたところ。その後、二人ともいなくなった」

「……そうか」

　そこまで見られていたなら、ごまかせない。

　暁斗が短く答えると、陽菜は不安げに瞳を揺らし、暁斗を見つめる。問い詰めるというより、暁あき斗との身を案じているようだった。

「あれって、なんなの？　お兄ちゃん、なにをしてるの……？」

　暁斗は悩む。真実を伝えるのは簡単だが、できる限り陽ひ菜なに心配をかけたくない。

　夕ゆう凪なぎのことや、喪失した音楽のこと──暁斗が望んで喪失世界の戦いに身を投じているのは、隠したほうがいいように思えた。

「……あの黒い輪は、絶望した人間の頭上に現れて、喪失世界へ連れていくんだ」

「お兄ちゃんの絶望って……もしかして、夕凪さんの……」

「ああ。……俺はあれから、一日に一度、喪失世界に迷い込む日々を送っている」

　暁斗は鞄かばんを拾い、陽菜に微笑ほほえみかける。

「黙っていて、すまなかったな。続きは、帰りながら話そう」

　ゆっくり歩き出した暁斗の隣に、俯うつむき加減の陽菜が並ぶ。

「お兄ちゃんは、その喪失世界っていうところで……やっぱり、戦ってるの？　あの、黒い騎士と」

「……まぁ、そうだな」

　正確には、他にも強敵がいるが、それは言わない。

「でも、今の俺には、喪失世界で戦う力がある。だから、ちゃんと生き延びてるだろう？」

「そうかもしれないけど……。でも、危険な戦いには、変わりないんだよね？」

「……大丈夫だ。俺は絶対に負けない。必ず無事に帰ってくるさ」

　暁斗は少し嘘うそをついた。バートリの生み出す影くらいならともかく、流罪者エクシリオが相手となれば、無傷の勝利は難しい。事実、陽菜に隠し通してこそいるが、生傷は増える一方だ。

　陽菜は、そんな暁斗の内心を敏感に察したのか。相変わらず俯いたままだった。

「でも……やめられないの？　その、喪失世界に行くのは？」

「……ああ」

「そっか。そう……だよね……」

「黙っていて、悪かった。だが、どうしようもないんだ……」

「…………」

　陽菜はなにも答えず、二人は無言のまま、家路に着いた。
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　一夜明けて、土曜日の昼過ぎ。

　暁斗は自分の部へ屋やのベッドに座り、喪失世界へと向かうそのときを待っていた。

　家に両親はいない。一昨日おとといに行うはずだった仕事が復活したとかで、今け朝さ早くに慌あわただしく出ていった。二、三日は戻ってこない、と言い残して。これで土日は静かに過ごせそうだった。

（もうすぐ、喪失世界への扉が開く時間か……）

　壁掛け時計を横目で見た、そのとき。暁あき斗との部へ屋やの扉がノックされた。

「お兄ちゃん。ちょっと、いい？」

「ああ、どうぞ」

　暁斗が答えると、陽ひ菜なは扉を半開きにして、顔だけを覗のぞかせた。

「えっと……ね。明日のお兄ちゃんの誕生日に、パーティーしない？」

「俺の誕生日？　……そうか。すっかり忘れてた」

　夕ゆう凪なぎを喪うしない、喪失世界に迷い込むようになってから、現実世界のことは二の次だった。

　特にここ二日は、音楽の喪失もあり、暁斗の思考は喪失世界にばかり向いていた。

「でも、どうしていきなりパーティーなんだ？　今まで、そんなこと一度も……」

「わたしね、あれからずっと考えて……ようやく答えが出たの。お兄ちゃんの絶望は、わたしじゃ癒いやせないかもしれない。だけど、楽しい思い出くらいは、あげられるから」

　そう言って微笑ほほえむ陽菜は、少しだけ明るく見えた。音楽が喪失する前のように。

　暁斗を元気にするという、新たな目的を見つけたからかもしれない。今は、陽菜のやりたいようにさせるのが、一番いい気がした。

「……ありがとう。そういうことなら、祝ってもらうよ」

「うん、任せて。ケーキも手作りしちゃうから」

「そ、そうか。よろしく頼む」

　暁斗は頷うなずく。そのとき、胸元に熱を感じた。鍵が淡い光を放ち、ふわりと浮き上がる。喪失世界への扉が開く前兆だった。

（いつもより、少し早いな……）

　精神に負担がかかると、喪失世界へ転移するタイミングも早くなる──と、以前、理り愛あが話していた。

　なら、おそらく、音楽が喪失してから、暁斗の心が焦りでいっぱいだったせいだろう。

　陽菜の言うとおり、心を休める時間が必要かもしれない。

「陽菜、離れろ。また巻き込まれる」

　暁斗の頭上では、闇やみが薄い輪の形に、ゆっくりと広がっていた。

「……うん。わかった」

　陽菜はなにか言いたげにためらってから、部屋の扉を閉める。

　その後すぐ、黒こく輪りんから生まれた闇に包まれて。暁斗は、喪失世界へ転移していった。







「ここは……学校の中庭か？」

　芝しば生ふの中心に、大きな木。今は昼休みだろうか。芝生に腰を下ろして食事をしている生徒の姿が見えた。転移時に起こる、記憶の追体験だった。

「……思い出せない。ここで夕ゆう凪なぎと、なにがあったんだ」

　あまり記憶に残らない、些さ細さいな出来事だったのかもしれない。

　なにが起こるのか、見守るような気持ちで、昔の暁あき斗との背中を追っていると。

　芝生には、仰あお向むけで寝ている夕凪がいた。

『あいつ、また昼寝か？』

　昔の暁斗がそう言って、夕凪に近付いていく。

　すると夕凪は、眠っていなかった。しっかりと両目を開けている。

『夕凪。なにやってるんだ？』

『……空、見てた』

　その答えを聞いた昔の暁斗は、無言で夕凪の隣に腰を下ろした。なぜ、と聞かなかったのは、彼女が特に理由もなく空を眺めているのを知っていたからだろう。

『まぁ確かに、いい天気だよな』

　昔の暁斗の言葉は、本当にそう思っていたのか、夕凪に話を合わせただけなのか、今の暁斗は忘れてしまった。

　けれど、昔の暁斗の穏やかな表情を見ると、本心だったのかもしれない。

（……今の俺は、あんな顔できるんだろうか）

　ちくり、と、胸の痛みを抱えて、今の暁斗が二人を見守っていると。

　夕凪が、昔の暁斗に視線を移した。どこか寂しげな顔で。

『暁斗くんには、見えないの？』

『えっ？　なにが？』

『……あれ。空の、黒い輪』

　胸の痛みをかき消すように、暁斗の心臓が跳ねる。

　今の暁斗が記憶の中の空を見上げても、そこには青空だけが広がっている。

　だが、空に浮かぶ、いくつもの黒こく輪りん──暁斗が喪失世界に行き来するようになって見えたそれを、まさか、夕凪はこのときから見ていたというのか。

　暁斗が知らなかっただけで、彼女の心は絶望していたのかもしれない。今の暁斗と同じように。

　だとしたら夕凪は、どんな絶望を抱えていたのか。

　──いや。それだけではなく、喪失世界に迷い込んでいた可能性すらある。

「夕凪、どうして……!?」

　戸惑う今の暁斗とは対照的に、昔の暁斗は冷めた風に肩をすくめる。

『なにかの見間違いじゃないか？　俺には、なにも見えないぞ？』

『……そう、なんだ』

　短く呟つぶやいた夕ゆう凪なぎの顔を見て、暁あき斗とは息を呑のんだ。

　わずかに伏せられた目。ほんの小さな表情の変化だったが、暁斗にはわかる。

　あれは、苦悩と悲哀の表情だ。

『暁斗くんも、やっぱり……』

　続く言葉を、あきらめと共に飲み込むように、夕凪は瞳を閉じる。数秒もすると、穏やかな寝息が聞こえてきた。

『まったく、自由というか、なんというか』

　昔の暁斗は苦笑し、立ち上がる。

　このときのことを覚えていないわけだ。昔の暁斗は、重大さに気付かなかった。

　だが、今は違う。ふと、夕凪の心の声が聞こえた気がした。

　──暁斗くんも、やっぱり……わたしとは違うんだね、と。

（俺は、夕凪のつらさや寂しさを、わかってやれなかったのか……!?）

　激しい後悔に襲われるが、もう遅い。

　この記憶は、喪失してしまう。絶対に忘れてはいけないことなのに。

（すまない、夕凪。だけど、もう一度会えたら、今度こそは……）

　夕凪を、孤独になんかさせない。

　心に刻み込むように誓う暁斗を、しかし、忘却の黒い渦が容赦なく飲み込んでいった。







「……っ」

　喪失世界の乾いた大地を踏んだ感触で、暁斗の意識は覚かく醒せいした。

「暁斗、どうしたの？　そんな驚いた顔をして。いつもの辛気くさい顔よりはマシだけど」

「いや……。なにか、大事なことを思い出した気が……」

　胸に手を当てると、鼓動が早い。寝覚めの悪い夢で飛び起きた気分だった。

　だが、記憶の糸をたどっても、断片すら思い出せない。記憶は完全に喪失していた。

「忘れてしまったものは、仕方ないわ。それより、今は」

「……ああ。そうだな」

　流罪者エクシリオを倒して黒こく輪りんを破壊し、現実世界に音楽を取り戻す。

　周囲を見回すと、そこは廃車の山だった。軽トラに似た形をしているが、タイヤが三つしかない、変わった車。荷台や座席、死角は多そうだ。どこに敵が潜んでいても、おかしくはない。暁斗は気を引き締めるが──。




　やはり今度も、流罪者エクシリオたちに出会うことはないまま、二人は現実に帰還した。








　　間章　～理愛と陽菜～






　喪失世界から自分の家に戻ってきた理愛は、リビングのソファーに腰を下ろすと、緊張で強こわばった身体からだをほぐしながら小首を傾かしげた。

「これで二日連続、敵の襲撃なし……。なにかが奇妙ね」

　世界から音楽が喪失した直後に、これだ。ただの偶然とは、もういえない気がした。

　だが、いくら考えても、わからないものはわからない。こうして現実に戻ってきた以上、自分のやるべきことをやるだけだ。

「さぁ、気持ちを切り替えないと。集中よ、集中！」

　テーブルの上のノートＰＣを起動。眼帯を外し、真剣な表情で画面を見つめる。

　理愛はネットの賭かけポーカーで生活費を稼いでいた。

　未来予知が可能な《嘲笑の魔眼》の力は現実世界でも使うことができる。そのため、かなり高い確率で勝つことができた。

　だが、世の中に絶対はない。よくない未来を予知して行動を変えて、もっとよくない結果になってしまうこともある。さらに理愛は、不思議と運が悪い。ＰＣのフリーズや操作ミスで負けたことは、もう何度もあった。

　そして一番の問題は、《嘲笑の魔眼》を使うたびに起こる現象──激しい頭痛だった。

　一度や二度なら耐えられるが、連続して使用し続けると、立っていられないほどの痛みが襲ってくる。能力を使えるのは、ここぞという大勝負だけ。

　それでも今日きようは、一気に数万の収益を得ることができた。こういう日は気分がいい。

　ＰＣの画面の隅の時計を見ると、時刻は午後五時過ぎ。外食へ出るには頃合いだ。

「……ふふ。今夜はご馳ち走そうよ」

　購買部のあんパンや、スーパーで買う見切り品の弁当とも、今日は無縁。

　理愛は鼻歌混じりに立ち上がり、隣の部へ屋やへ向かう。

　２ＬＤＫのマンションは、力によって得た収益で借りたものだ。理愛はここに、一人で住んでいる。

　一人暮らしには明らかに広い部屋。しかし理愛は、それこそが贅ぜい沢たくだと思っていた。

　クローゼットを開けると、改造制服と似た、レースとフリルいっぱいの私服が並ぶ。

　これも贅沢。好きなファッションで身を包める幸せだ。

　服だけではない。住居も、食事も。可能なときに、できうる限りの贅沢をすること。

　それは理愛が、現実世界で抱き、現在進行形で実現させている『お金持ち』という夢。

　自分でも陳腐な夢だと思ってはいるが、もう昔とは──惨みじめだったあの頃とは違うと、わかりやすく実感するためには、どうしても形のある贅沢が必要だった。













「……今日きようのコーディネイト、変じゃなかったかしら？　暁あき斗とってば、喪失世界へ行くタイミングが、日に日に早くなるんだもの。いきなり呼ばれたら、服を選ぶ暇がないわ」

　外出用の服を選びながら、苛いら立だたしげにぼやく。

「それなのに、暁斗ときたら……！　わたしのことなんか見向きもせずに、夕ゆう凪なぎとか陽ひ菜なとか！　急いで服を選んだわたしの気も知らないで！」

　と、思わず口走ってしまったことの意味に気付き、理り愛あは頬ほおを赤らめた。

「な、なに言ってるのよ、わたしは!?　これじゃまるで、暁斗に見て欲しいみたいじゃない……!?」

　一人きりになると、なぜかつい変なことばかり考えてしまう。







　今度こそ納得のいくコーディネイトの服で、理愛は繁華街へ足を運んだ。

　天気は、またしても雪。既に道路は、うっすらと白い膜で覆われている。

「あっ！　またメニューが高くなってる……！」

　レストランの入り口で、理愛は悔しげに眉を寄せた。

　理愛が喪失世界に行くようになったのは、半年ほど前。既にそのときには、空に巨大な黒こく輪りんが浮かび、太陽の光を奪っていた。日照量の減った状態が続いたことで、農産物の収穫量も減少したのだろう。食料が不足し、価格が高騰しはじめたのだ。

「流罪者エクシリオめ……！　よくも、わたしの大切な財布の中身に、こんな大きな打撃を！」

　だが負けるものか。今日きようのお財布の中身ならば、障害になるものはなにもない。

　なら、少しでも美お味いしいものを──と、喪失世界での戦いのような真剣さで、理り愛あが繁華街を巡っていた、その最中。

「あの、理愛さん……ですよね？」

　交差点の信号待ちをしていた理愛は、見知らぬ少女に声をかけられた。

「そうだけど、あなたは？」

「はじめまして。斉さい東とう陽ひ菜なといいます。兄がお世話になっています」

　陽菜は手にした傘と、いくつもの大きな袋と共に、ぺこりとお辞儀をした。

「ああ、あなたが暁あき斗との妹さん。……色々と、話は聞いてるわ」

　暁斗がここ最近、喪失世界での戦いに没頭している原因、とでもいうべきか。なんでも、夢を喪うしなって精神が不安定になっているらしいが──理愛の目には、普通よりもしっかりした、礼儀正しい少女に見えた。

「それで、わたしになにか用かしら？」

「はい。実は明日、お兄ちゃんの誕生日パーティーをしようと思ってるんです」

「誕生日、パーティー……？」

　冷たく暗い記憶が、一瞬だけ脳裏をよぎった。棄憶の鍵を投げ捨てたい衝動にかられ、理愛の表情が強こわばる。

　だが陽菜は、それに気付かなかったようだ。気恥ずかしそうな笑顔えがおで、言葉を続ける。

「それで、あの……よかったら、理愛さんも来てくれませんか？」

「……わたしが、パーティーに？　でも、ご両親は？　わたしなんかを誘うより、家族だけで祝ったほうがいいんじゃないの？」

「いえ、パーティーといっても、わたしとお兄ちゃんの二人きりなんです。父も母も、わたしたちに興味はありませんから……。だからこそ、お兄ちゃんと親しい理愛さんにも来て欲しいんです。少しでも、お兄ちゃんを喜ばせてあげたいから」

「……そう。ごめんなさい、言いにくいことを言わせたわね」

　兄を想おもう妹の、温かな言葉。耐えるように、理愛は手にした傘の柄を握り締めた。

　暁斗と陽菜、二人の境遇は、理愛とよく似ていた。だが、ひとつだけ違うところがある。

　以前、暁斗が言っていたことを思い出す。信じられる家族は陽菜だけなのだ、と。

　うらやましかった。てらいもなくそう言い切ることのできる暁斗が──陽菜が。

　この兄妹は、お互いがいる限り、独りぼっちになったりはしないのだ。

「でも、それならなおさら、二人きりでお祝いするべきだと思うわ。他人のわたしがあなたたちに割り込んだところで、暁斗が喜ぶとは思えないもの」

　胸の片隅に生まれた、浅ましい嫉しつ妬とから目を逸そらすように、理り愛あはそう口にして。

「それに……ダメなの。誕生日パーティーは、とても嫌なことを思い出してしまって」

「嫌なこと、ですか？　それって、お兄ちゃんにとっての夕ゆう凪なぎさんと同じような──」

　と、陽ひ菜なはそこで、はっと口をつぐんだ。

　聞いてはいけないことを、うっかり聞いてしまった──そう顔に書いてある。

「えっ？　暁あき斗とと、夕凪……ですって？」

　暁斗にとっての夕凪は、希望の象徴と同時に、喪失世界に迷い込む契機になった存在。絶望の象徴だ。それと、理愛の言った『嫌なこと』を、陽菜は即座に結び付けた。

（この子、もしかして……!?）

　喪失世界のことを知っているのでは。理愛がそう思い始めた、そのとき。

　二人の頭上で、歯車の音が鳴り出した。この繁華街の名物、機械仕掛けの大時計が、午後六時を告げるため動き出したのだ。

「……え、あれ？」

　不意に、陽菜がどこか悲しげな眼まな差ざしで、精巧な人にん形ぎようが踊る大時計を見上げる。

「わたし、この時計、すごく好きだったのに……。どうして今は、こんなに苦しいの？」

　暁斗が言っていたことを思い出す。陽菜にとって、音楽はとても大事なものだった、と。

　音楽が喪失する以前、この大時計は優しいオルゴールの音色を奏かなでていた。

　過去が書き換わり、記憶が喪うしなわれても──陽菜の心は、無意識下で覚えているのだろう。自分にとって大切なものである音楽が、日常のどこにあったか、自分とどんな風に接していたのかを。そうでなければ、こんなにも悲しそうな表情はしないはずだ。

　大切なものを喪い、陽菜はこの先どうなるのだろう。

　暁斗と陽菜。二人は、とても危ういバランスの上にいる気がした。

　暁斗は陽菜だけでなく、夕凪のことも抱え込んでいる。今はどうにか気を張って保っているが、いくら暁斗でも、二人を両天秤にかけたまま戦い続けられるほど、強くはない。

　いつか秤は、どちらかに傾くはずだ。それが陽菜だったらいいが、もしも夕凪になれば、支えを喪った陽菜は理愛のように……。

　この子の未来がどうなるのか、知りたい。──瞳を使いたい、と。

　理愛がそう考えたのは、おそらく、好奇心のようなものだった。

　だが──次の瞬間、光を失った左目に視みえた光景に、理愛はたまらず走り出していた。

「そこは危険よ!!　どいて!!」

　理愛が陽菜を突き飛ばした、その直後。

　交差点を曲がってきたトラックが道路に積もる雪でスリップし、曲がりきれずに歩道に突っ込んできた。

　理愛へ──つい一瞬前まで、陽菜がいた場所へと。

　そう。理り愛あが視みてしまったのは、目の前で陽ひ菜なが交通事故に遭うという、凄せい惨さんな未来。

　次の瞬間、まるで喪失世界へ転移するときのように、理愛の意識は暗くら闇やみに閉ざされた。







「ん……。ここ、は……？」

　理愛が目を開けると、遠く眼下に、荒れ果てた地面が見えた。次に感じたのは、足元の頼りなさ。足が、地面に着いていなかった。落ちている──いや、浮いている？

　見上げると、淡い光を放つ太陽と、いくつもの黒こく輪りん。

「喪失世界？　でも、転移はさっき……。それじゃ、わたしは……死んだの？」

　そう呟つぶやいた理愛は、視界を縦に両断するものに気付く。

　鎖だ。自分の胸元──棄憶の鍵から伸びた《冷酷な鎖》が、天の上へと続いている。

　その先に繋つながっているのは、きっと暁あき斗との棄憶の鍵。

『理愛！　どうした!?　大丈夫か!?』

　鎖を通して、暁斗の声が響いた。理愛は顔を輝かせる。

「暁斗！　助けて！」

　まだ死ねない。死にたくない。

　生きて、夢を叶かなえる。悠々自適に、なにひとつ不自由ない生活を送る。

「そうよ！　『あの頃』みたいな惨みじめな思い……もう二度と、したくないの！」

　心の底に隠していた本当の願いが、口から溢あふれる。

　すると鎖を通して、なにか温かなものが理愛に流れ込んできた。そして、ふわりと身体からだが浮き上がり、喪失世界の地面が遠ざかっていく。

　死の世界から、生の世界へと、引き戻されるように。

　──これで助かる。そう安あん堵どした理愛は、はっと気付く。

「もしかして、わたしは暁斗の命を……吸い取っているの!?」

　そんなことが可能なのかは、わからない。けれど、ありえないとも言い切れない。

　ふと理愛は、初めて喪失世界に迷い込み、自分の能力を目まの当あたりにしたときの気持ちを思い出す。

　この鎖はきっと、弱かった『あの頃』に戻らないよう、自分を戒める鎖なのだ──と。

　幼い理愛は、幸せは誰かが運んできてくれると思い込んでいた。でも、いくら待っても、幸せはやってこなかった。

　代わりに訪れたのは、絶望。喪失世界に迷い込んだ理愛は決意した。

　幸せは、自分でつかみ取るしかないんだ、と。

　──でも、これは違う。この鎖は、こんな使い方をするためのものじゃない。

「わたしとしたことが、なにを血迷っていたのかしら。これじゃあ、『あの頃』と同じよ」

　理り愛あは自分を恥じた。

　夢は、自分の力で叶かなえる。誰かに縋すがりつき、誰かを犠牲にして叶えるものじゃない。

「……もう施しは受けないって、決めたんだから」

　ましてや──暁あき斗とには、陽ひ菜ながいる。彼女のためにも、暁斗を必要以上の危険にさらすわけにはいかない。

　ぷつりと、鎖が切れた。はじめはゆっくりと、やがて激しく、理愛の身体からだが落ちていく。

「これでいいわ……。だって暁斗ってば、危なっかしいんだもの」

　理愛は目を閉じ、ふっと小さく笑う。

「暁斗は、好きな子のために自分自身まで犠牲にして……今は、妹のことまで背負い込んでる。そんなのから命を分けてもらうなんて……できないじゃない」

　意識が、五感が、暗くら闇やみの中に溶けていく。

　耳元の風切り音も、落ちていく感覚も、なにもかも消えようとした──そのとき。

　理愛の腕が、ぴんと伸びた。誰かが手をつかむ力強さも、はっきりと感じる。

「誰!?　まさか、暁斗──!?」

　理愛は目を開け、そして。







　見えたのは、白い天てん井じようと──陽菜の顔。目に涙を溜ため、心配そうに理愛を見つめている。

「理愛さん！　よかった、意識が戻って……！」

　陽菜の小さな手が、理愛の手をぎゅっと握り締めてくる。

　温かな熱が伝わり、生きている実感が湧いた。

「覚えてますか？　理愛さんは、歩道に突っ込んできた車から、わたしを助けてくれたんです」

「……ええ。ぼんやりと覚えてるわ。あなたに怪け我がは？」

「はい。おかげさまで、大丈夫でした。本当にありがとうございます。理愛さんは命の恩人です」

　深々とお辞儀をした陽菜は、申し訳なさそうな顔で。

「でも、理愛さんは頭を強く打って、救急車でこの病院に……」

　そう言われて理愛は、自分がベッドに寝かされていることに、ようやく気付く。

　鈍い痛みを感じて頭を押さえると、包帯の感触がした。他に左足も、じんじんと痛む。そちらにも包帯が巻かれていた。

　──ふと、事故の瞬間が、脳裏をよぎる。

　意識が途切れる間ま際ぎわ、理愛の視界は激しく回転し、横倒しになっていた。きっと車のボンネットの上に叩たたきつけられ、それで頭を打ったのだろう。

「あっ、まだ動いちゃダメですよ。打ち所が悪かったみたいで、二度と目を覚まさない可能性もあるって、お医者さんに言われてたんですから」

　かなりの重傷らしかった。目覚められたのは兄妹のおかげだと、理り愛あは直感する。

　暁あき斗とには命を分けてもらい、陽ひ菜なには手を引かれ、意識を繋つなぎ止めてもらった。

（まいったわね……。こんな大きな借り、どうやって返せばいいのよ）

　さっきまで、陽菜のことをうらやましいと思っていた。

　音楽を喪うしない、両親に顧みられることがなくなっても、ただ一人、暁斗という味方がいることを、妬ねたましいとすら感じていた。

　──陽菜は今、大怪け我がを負った理愛を純粋に心配してくれていた。

　その好意を肌に感じた今となっては、好奇心だけで嘲笑の魔眼ラグリマ・ラステイマの力を使った自分がひどく恥ずかしい。結果として彼女の命を助けられたとしても、だ。

　陽菜は、昔の理愛とは違う──いや、違った道を歩ませてあげたい。

　不幸には、させたくない。絶望し、現実の夢に縋すがるしかなかった自分のようには。

（そのためには、音楽を取り戻す必要がある……か）

　理愛がため息をついた、そのとき。壁際に置かれた、陽菜の荷物が目に入った。

「……ひとつ、約束して」

　理愛の真剣な声音に、なにかを感じたのか。陽菜は姿勢を正して、小さく頷うなずいた。

「このことは、暁斗には伝えないで」

「えっ？　どうしてですか？」

「明日は誕生日パーティーなんでしょう？　わたしのことで余計な心配かけたくないのよ。なにも気にせず、ゆっくりと楽しい時間を過ごして」

「で、でも……」

「命の恩人と思ってくれるなら、お願いを聞いて。わたしは大丈夫だから……ね？」

　理愛は諭すように、優しく微笑ほほえみかける。

　すると陽菜は、迷うように視線をさまよわせてから。

「……わかりました」

「ありがとう。さぁ、そろそろ帰りなさい。明日の準備もあるんでしょう」

「はい……。それじゃあ、失礼します」

　背中越しに、ちらりと理愛の様子をうかがいながら、陽菜は病室を出ていった。

　それと入れ替わるように、ベッド脇わきのサイドボードで、なにかが震える。携帯電話だ。理愛の持ち物は、まとめてそこに置かれていた。

　携帯に手を伸ばして確認すると、暁斗からメールが来ていた。

『鍵に異変を感じた。なにかあったのか？』

　いかにも暁斗らしい、素っ気ない文面だった。

　理り愛あは苦笑しながら返事を打つ。

『不ふ手て際ぎわで鎖の連結が切れたけど、大丈夫。なにも問題ないわ』

　送信後、携帯をサイドボードに戻し、理愛は静かに目を閉じる。

「……そう。なにも問題ないわ。一人は……慣れてるもの」

　自分自身に言い聞かせるように呟つぶやいて、理愛は深い眠りの中へ落ちていった。








　　第五章






　翌日の日曜日。午後一時三十五分四十秒。

　十七年前に暁あき斗とが生まれた時刻ちょうどに、クラッカーの音が鳴り響いた。

「お兄ちゃん！　誕生日、おめでとう！」

「ああ、ありがとう」

　うれしさ二割、気恥ずかしさ八割で、暁斗は頬ほおを染めた。

　両親が出張中でいないのをいいことに、リビングは盛大に飾り付けられている。季節外はずれのクリスマスツリーまで引っ張り出してきたのは、さすがにやりすぎに思えたが。

（陽ひ菜なのやつ……。午前中は部へ屋やから出るなって言ってたのは、このためか）

　けれど、悪い気分はしない。なによりも、陽菜が元気に振る舞ってくれる。それが一番の誕生日プレゼントだ。

「じゃあ、まずはゲームね。ケーキができあがるまで、もうちょっとかかるから」

「え、手作りなのか？」

「うん。そのほうが、なんだかわくわくするでしょ？」

　陽菜はそう言って、オセロをテーブルの上に置いた。

「懐かしいな。昔はこれで、いっしょに遊んだな」

「でしょ？　あの頃は負けてばかりだったけど、今なら勝てる気がするよ」

　にやりと笑う陽ひ菜な。暁あき斗とも「そいつはどうかな？」と、不敵に笑い返してゲーム開始。

　序盤は暁斗の優勢。だが、陽菜は不意の一手で盤面を一転させる。

　そして、緊迫する攻防が続き──とうとう、暁斗が僅きん差さで陽菜に勝利を収めた。

「あー、負けちゃったぁ」

「でも、確かに強くなったな。今のは俺も全力だった」

「ホントに？　なら、嬉うれしいな」

　二人、にこやかに笑い合う。その後も色々なゲームを引っ張り出してきては、子供に戻ったように夢中で遊んだ。

　けれど、二人で遊べるゲームは、そんなに多くなかった。次にやるものに悩み始めた頃、キッチンからタイマーの音が聞こえてきた。ケーキの下準備が終わった合図だ。

　陽菜はスポンジケーキを生クリームと苺いちごでデコレーション。立派な誕生日ケーキが、暁斗の前に差し出された。

「はい、どうぞ！　……って、どうしたの？」

「いや、予想よりも大きかったから、少し驚いただけだ。……そうだ、理り愛あも呼べばよかったな。あいつ、食べること好きそうだし」

「理愛、さん……」

　ケーキを切り分ける陽菜の手が、ぴたりと止まった。

「……ねぇ、お兄ちゃん。パーティー、楽しんでくれた？」

「もちろんだ。久しぶりに、心の底から楽しいと思えたよ。ありがとう」

　お世辞ではなく本当のことだ。陽菜と遊んでいる間は、不安や心配、緊張を忘れられた。

　暁斗の礼を聞いた陽菜は、どこか寂しげに微笑ほほえんで。

「そっか……。じゃあ、もういいかな」

　意を決したように、真剣な眼まな差ざしを向けてきた。

「実は、理愛さんなんだけど──」

　そうして陽菜は、昨日の出来事を暁斗に伝えてきた。

「理愛がおまえを庇かばって事故に!?　それで、二人とも怪け我がはないのか!?」

「理愛さんが守ってくれたから、わたしは大丈夫。けど……理愛さんは……」

　ためらいがちに頷うなずき、陽菜は言葉を詰まらせる。

「そうか。理愛は命の恩人だな。でも、昨日メールしたときには、なにもないって……。あいつ、どうして嘘うそをついたんだ」

「心配かけて、パーティーの邪魔したくない……って。お兄ちゃんにも伝えないでって、お願いされたの。こんなに大事なことなのに、黙っててごめんなさい」

「あいつ、そんなことを……」

　意外だった。理り愛あは家族の話題にナイーブで否定的だ。誕生日パーティーと聞けば、また皮肉のひとつも言いそうなのに。

（……いや、本当にそうか？）

　ふと暁あき斗とは、二日前の朝を思い出す。

　陽ひ菜なのことを話したとき、理愛は珍しく素直に力を貸してくれた。陽菜の心配ばかりで気付かなかったが、よく考えてみれば、あのときから妙だった。

　なにがきっかけで、理愛の心境が変わったのか──と、暁斗が考えていると。

　陽菜は、なにかをメモに書いて、暁斗に差し出した。見ると、病院への地図だった。

「お兄ちゃん。理愛さんのお見舞いに行ってあげて」

「え？　でも、パーティーは途中だろう？　いいのか？」

「うん。お兄ちゃんの癒いやしになれば……って思ってたけど、気付いちゃったんだ。本当は、わたし自身のためなんだ、って」

　陽菜は、自分自身の心を覗のぞき込こむように、顔を俯うつむかせた。

「このままだと、お兄ちゃんがいなくなっちゃう気がして……。そんなの耐えられない。お兄ちゃんがいないと、あの怖さに──時間が過ぎる恐怖に、押し潰つぶされちゃう。だから、お兄ちゃんに助けて欲しくて……」

「それのなにが悪い？　陽菜を助けられるなら、俺は──」

「でも、お兄ちゃんに助けを求めてるのは、わたしだけじゃなかった」

　陽菜は顔を上げ、暁斗を見つめる。

「意識を失った理愛さんがね、呟つぶやいてたんだ。暁斗、助けて……って」

「……昨日のあれは、空耳じゃなかったのか」

　暁斗は鍵を通して、理愛の声を聞いた気がしていた。半信半疑で呼びかけると、鍵から伸びる半透明の鎖が見え、吸い取られるように身体からだから力が抜けていった。

　だが、すぐに鎖はちぎれ、消えてしまった。緊急事態なのでは、と暁斗はメールをしたのだが──。

「お願い、お兄ちゃん。理愛さんのところに行ってあげて」

　言葉とは裏腹に、陽菜の笑顔えがおは頼りないものだ。メモを差し出す手も、微かすかに震えている。強がりなのは明らかだった。

「きっと理愛さんも、お兄ちゃんを必要としてる。……わたしは、もう大丈夫だから」

　本当に大丈夫なのか──その言葉を、暁斗は飲み込んだ。

　大丈夫なんかじゃない。それでも、陽菜は暁斗に笑って嘘うそをつく。

　きっと、それは暁斗のためを思っているからだ。世界から音楽が喪うしなわれて、陽菜の心が不安定なものへと変わっても、兄妹の絆きずなは、決して揺るぎはしない。

　どこか誇らしい気持ちで、暁あき斗とは陽ひ菜なへ頷うなずいて。

「わかった。行ってくる。ケーキは、とっておいてくれ。夕食の後に食べよう」

　──必ず帰ってくる。

　そう約束し、暁斗は陽菜の手を握るように、病院への地図を受け取った。

「うん。待ってるね。……いってらっしゃい」

　二人の手と手が、ゆっくりと離れて──陽菜の笑顔えがおに見送られ、暁斗は家を後にした。





※　※　※






　病院に着く頃には、時刻は夕方に差しかかっていた。

　ひとつ、心配なことがあった。理り愛あの鎖による鍵の連結は解除され、二人同時に喪失世界に行くことはできない。怪け我がを負った理愛が一人で向こうへ転移したとして、もし、流罪者エクシリオが襲ってきたら。

「頼むから、間に合ってくれよ……」

　暁斗は焦りながら、病室の扉を開ける。救急患者用の個室。だが理愛は私服姿で、今まさに帰ろうとしているところだった。

「暁斗……!?　どうして!?」

「陽菜から話は聞いた。あいつを助けてくれたんだってな。ありがとう」

　そこで暁斗は、理愛の頭に巻かれたままの包帯に気付く。

「もう動けるのか？　まさか、黙って抜け出すつもりじゃ……？」

「退院の許可はもらったわ。医者も驚くほどの回復だったそうよ。……暁斗のおかげね」

　ばつが悪そうに、理愛は視線を逸そらした。

「俺のおかげ？　どういうことだ？」

「別に、たいした意味はないわ。それより、どうして来たのよ？　誕生日パーティーだったんでしょう？」

「聞きたいのはこっちだ。理愛にとって……家族って、いったいなんだ？」

　すると理愛は、びくりと肩を震わせた。

「な、なんなのよ。いきなり」

「思い出したんだよ。俺には妹がいるって話したとき、理愛が嫌な顔をしなかったことを。出会った頃のおまえなら、あんな態度はとらなかったはずだ」

　他人を想おもう気持ちを、出会った頃の理愛なら「くだらない」と一いつ蹴しゆうしたはずなのに。

「それは……その……」

　理愛が言葉を濁した、そのとき。病室の天てん井じようが、ゆらりと揺らいだ。

「転移!?　暁斗、出ていって！　巻き込まれる！」

　理り愛あは暁あき斗とを病室から押し出そうとした。だが暁斗は、強引に踏みとどまる。

「馬鹿を言うな。おまえ一人で喪失世界に行って、流罪者エクシリオに襲われたらどうするんだ？」

「そんなの、どうだっていいわよ！　元々、一人で向こうに行くつもりだったもの！」

　理愛の瞳には、真剣な光が宿っていた。その言葉が、真実だと教えるように。

「暁斗は、放ほうっておけば必ず危険に飛び込む。その前に、わたしが少しでも流罪者エクシリオたちの情報を探れれば、って、そう思ってたのに……！　このままじゃ、わたしの記憶があなたに見られちゃうじゃない……！」

　理愛が言っているのは、喪失世界に転移する際の記憶の追体験現象だろう。この扉は理愛が開いたもの。巻き込まれれば、暁斗も理愛の記憶を見るのかもしれない。

　そこまで考えて、暁斗は気付いた。

　忘れたいほどつらく、苦しく、それでも忘れたくない──暁斗と同じように、鍵に封じられた記憶は、理愛にとっても複雑な感情の記憶のはず。それを他人に見られるのは、いい気分はしないだろう。

　しかし、遅かった。瞬く間に広がった暗黒に、暁斗と理愛は飲み込まれた。







　暁斗は、見慣れない部へ屋やの中にいた。薄汚れ、ところどころが崩れた壁。柱や梁はりの木は傷み、腐食している。かなり古い家のようだ。

　狭い室内には、傾いたテーブルにのったケーキを囲んで、幼い少女と両親らしき男女が座っていた。

「あれは、子供の頃の理愛か？」

「……そうよ。五歳のときの誕生日だわ」

　理愛は、なにも見たくないとばかりに、俯うつむいて答えた。

　そして、やり場のない感情をぶつけるように、拳こぶしを握り締める。

「なんでなの!?　よりによって最悪の記憶が……!!　こんなの見られたら、もうなにも隠せないじゃない!!」

「そう、なのか……？　俺には、幸せそうな家族に見えるが」

　幼い理愛には眼帯もなく、父親からぬいぐるみをもらってはしゃぐ姿は、とても微笑ほほえましかった。母親も優しく笑い、そんな理愛を温かな眼まな差ざしで見つめている。

　ふと暁斗は、自分の誕生日を思い出す。あれはお祝いというより、表彰だった。そのときの習い事の結果でプレゼントが決まり、両親からかけられる言葉も、「よくやった」か、「もっと頑張れ」の二種類だけ。そんな誕生日に比べれば、この光景は健全に思えた。

　すると理愛は、今にも涙をこぼしそうな顔で、寂しげに笑った。

「ええ、そうね。この日だけは、人生で一番幸福な日だったわ。……だから、最悪なのよ」

　最さい後ごの言葉を、冷たい怒りのこもった声で言って、理り愛あは眼帯に触れる。

「わたしの父親は、酒が入ると暴力を振るう男だった。母にも……そして、わたしにも。だから、小さな頃のわたしは、そんな父親がとても怖かった。愛されていないんだって思っていたの」

　けれど、この誕生日だけは違った。

　理愛が喜ぶようにとわざわざ用意されたぬいぐるみ。大好きなケーキ。

　父は理愛を愛しているのだ、と。そう信じることができたのに──。

「あの男は、プレゼントを渡して、頭を撫なでてくれたその手で……わたしの目から、光を奪ったのよ」

「光って、まさか……!?」

　暁あき斗とは、改めて理愛の父親を見る。きっと肉体労働をしているのだろう。浅黒く日に焼けた肌と、筋肉で盛り上がった身体からだつき。

（その腕力が、子供に……!?）

　絶句した暁斗が理愛を見ると、理愛は観念したように脱力し、すべてを話し始めた。

「夜になって、酒が入った後のことよ。ぬいぐるみと話すな、気持ち悪い──って、いきなり怒鳴りながら、ぬいぐるみを力任せに引きちぎったわ。それでわたしが泣き出すと、今度は……」

　理愛は言葉を濁し、ため息をついてから、再び口を開く。

「あいつは、酒癖も、女癖も、なにもかも悪かったわ。最後はギャンブルで借金を作って、愛人と夜逃げして消えた。……本当に、どうしようもない男だったわ」

　吐き捨てるように言うと、目の前の光景が切り替わった。

　左目に眼帯のついた幼い理愛が、母親の膝ひざの上ですすり泣いている。母親は、そんな理愛を慰めながら、破やぶれたぬいぐるみを縫っていた。

「左目が見えなくなって、わたしはあの男を父と思うことをやめたわ。でも……そう、母かあさんは、とてもわたしに優しかった」

　懐かしむように、柔らかく細められた理愛の瞳。

　しかし、それは一瞬。すぐに冷えきった、嘲ちよう笑しようの視線へ変わる。

「でも、母さんは……あいつにも優しかった。あいつが暴力を振るっても、今は機嫌が悪いだけ、本当はあいつも、わたしを愛しているはずだから──なんて。なにがあっても、あいつのことを許し続けて……」

　理愛の言葉が、微かすかな震えを帯びる。

「それは結局、あいつに捨てられても、なにひとつ変わらなかった。いつかきっと帰ってきてくれるから、信じて待ちましょう……そう言い続けた母さんは、昼も夜も働いて……借金を返し終わる頃には身体を壊して、死んでしまった。あんな男のために必死になって、馬鹿みたい」

　……本当に、馬鹿みたい、と。言葉は、囁ささやくように呟つぶやかれて。

　乾いた自じ嘲ちようを張り付け、理り愛あは締めくくる。

「愛情なんか欠片かけらもなかった最低の父親と、愛情で盲目的になった愚かな母親──これが、わたしの絶望。これが、わたしにとっての家族よ」

「……そうだったのか。だから理愛は……」

　愛情を否定するのは、愛情が信じられないから。

　だが──本当は、信じたいのかもしれない。棄憶の鍵に閉じ込められた記憶は、喪失世界に奪われることを拒んだ記憶なのだから。

　そして、わかったことが、もうひとつ。

「前に話していた理愛の夢──お金持ちになりたいっていうのも、そのせいなんだろう？」

「……どうして、そう思うの」

「見返してやりたいんじゃないのか？　両親がいなくても、これだけ幸せになれた、って」

「…………」

　図星だったのか、理愛は黙り込んでしまった。

　暁あき斗とは、理愛の心を受け止めるように、両腕を軽く開く。

「おまえほど壮絶じゃないが、俺も似たようなものだからな。なんとなく、わかるんだよ。俺もずっと、両親を見返してやりたいって思ってた」

　畳みかけるように、暁斗は続ける。

「俺に妹がいるって話をしたとき、おまえが嫌な顔をしなかったのも、今なら理解できる。あれは、俺と両親が不仲だって、知ったからなんだろう？」

「……まいったわね。そこまで見透かされるなんて」

　すっきりとした顔で、理愛は頷うなずいた。

「ええ、そうよ。すべて、あなたの言うとおり。昔みたいに惨みじめな生活は絶対したくないって思ってるし、あなたと両親の話を聞いて、似た者同士かもしれないって思ったわ」

「少し驚いた。珍しく素直に認めるんだな」

「まぁ、ね。これだけ知られちゃったら、なにを今さらって感じだし。それに、この記憶と一緒に、こうして話しているのも忘れるわ。そう思ったら、なんか開き直っちゃって」

　ふふ、と、理愛は笑みを浮かべた。今までの自嘲や皮肉とは違う、自然な笑顔えがおを。

「あなたの妹さんがうらやましいわ。独りぼっちだったわたしと違って、あなたが一緒にいるんだもの。……わたしみたいに歪ゆがんで欲しくない。助けなきゃ、って思っちゃった」

「ああ、本当にありがとう。だから俺も、おまえのつらさを引き受けたい」

　つられるように、暁斗も微笑ほほえむ。

「誰にも話せず、抱え込んできたものを吐き出せたときは……楽になれる。俺も──」

　と、当時の心情を思い返そうとして。

　暁あき斗とは固まった。誰と、どこで、なにを話したか。そのすべてが欠落していた。

　──いや、違う。忘れているということは、つまり。

「夕ゆう凪なぎ……か？　俺の罪を、聞いてくれたのは……？」

　忘れてしまったことすら、忘れていた。だが気付いたところで、思い出が蘇よみがえるわけではない。心に空いた穴を、ただ自覚するだけだ。

　むなしさに打ちのめされそうな暁斗を見て、理り愛あの顔にも影が差す。

「わたしも、そうなるのね……。この瞬間のことも、すべて忘れてしまって……」

　周囲の光景は、ひとつ、またひとつと、黒く欠けていく。記憶の追体験が終わろうとしていた。

　呟つぶやいた理愛は、なにかを決意するように表情を引き締めて。

「暁斗。あなたに、伝えたいことがあるの。わたしがこの記憶を忘れてしまっても、あなたは覚えてるはずだから」

「伝えるって、なにをだ？」

「わたしの、今の気持ち。……ありがとう」

　理愛は、今まで見たことのないような、優しげな笑みを浮かべた。

「なんだか救われた気分よ。暁斗と出会えてよかったと、心から思ってる」

　純粋な感謝の気持ちが、ひしひしと伝わってくる言葉だった。

　それを聞いた暁斗は、はっと目を見開く。思い出すことはできないが、確信した。

　夕凪に自身の罪を告白したとき、自分はこんな顔をしていたのだろう──と。

　欠けた心の穴は、元には戻らない。けれど今、理愛からもらった想おもいが、その穴を塞ふさいでくれた気がした。

「わかった。その言葉と、おまえの想い、絶対に忘れない」

　暁斗も、優しく微笑ほほえみ返す。

「……不思議ね。暁斗はいつも、こうしてわたしの話を聞いてくれる。否定することなく、受け入れてくれる。だから、わたしは……」

　と、理愛は不意に瞳を見開いた。信じられない、とばかりに暁斗を見上げ、同時に自らの唇を指で押さえる。指も、唇も、微かすかに震えているように見えた。

「どうしたんだ、理愛？」

「信じられない……まさか、本当に？」

　暁斗が問いかけるも、理愛は答えにならない言葉を呟き、数度、視線をさまよわせて。

「わたし……いつの間にか、暁斗のことが──」

　そして、理愛の言葉は最さい後ごまで紡がれることなく、すべては闇やみの中に溶けていった。







　再び目を開けると、そこは喪失世界。映画館や劇場のような、見るからに厚みのある大きな扉が見えた。足元には赤い絨じゆう毯たんが敷かれ、天てん井じようにはシャンデリアも吊つるされている。

「豪華な建物ね。こんなのが喪失世界にあるなんて」

「理り愛あ。記憶の追体験中のことは、やっぱり……」

「ええ。覚えてないわ。……でも、さっきまでのわたしが出した答えは、覚えてる」

　理愛はそっと、自分の鍵を手に取った。

「暁あき斗と、あなたの鍵も。また鎖で繋つなぐわ」

「……聞かないんだな。さっき、なにがあったか」

「わたしの記憶を見たのなら、父親のことも知ってしまったのでしょう？」

　暁斗が鍵を渡しながら頷うなずくと、理愛はため息混じりに笑った。

「それでも、さっきまでのわたしは、あなたと共に戦うことを望んだ。だったら、その結果がすべてじゃない？」

　理愛は上目遣いで、ちらりと暁斗を見た。

　──あなたのこと、信じていいのよね？

　そう問いかけられた気がして、暁斗は再び頷いた。

「ああ。結果だけ言えば……俺たちは似た者同士だった、ってことだ」

「……そうね。醜い傷のなめ合あいにならないよう、気を付けたいものだわ」

　皮肉を吐きつつも、理愛の表情は穏やか。あのとき見せた優しい笑みの面影が、確かにあった。

（さっき聞けなかった言葉の続きも、いつか聞けるかもな……）

　そう暁斗が期待を抱くと、理愛は連結を終えた鍵を返してきた。

「それにしても不思議ね。記憶の追体験中のことは忘れるはずなのに、そこで出した答えだけは覚えているなんて」

「前に進もうとする意志は、なにより強いからじゃないか。過去の記憶も、今の気持ちも忘れても、未来への希望は消えない。俺は、そう信じたい」

　そう答えた自身の言葉に、暁斗はふと、妙な気分になった。

　自分も理愛のように、いつかの記憶の追体験で、なにかを決意したような──。

　だが、返ってきた理愛の言葉により、その思考は中断された。

「未来、か。死んだ女のことばかりのあなたとは、思えない言葉ね」

「俺にないものだから、だ。喪うしなって初めて、その大切さに気付く」

「……そうかもしれないわね」

　理愛にも思い当たることがあったのだろう。寂しげに笑った。

「さて、行くか」

　暁あき斗とは視線を、左手の中の鍵から、厚く大きな扉へ向けた。

「そうね。嫌な感じが、ひしひしとする。……あの中にいるわね」

　扉越しに伝わる異様な雰囲気は威圧感だろうか。流罪者エクシリオの気配に、暁斗と理り愛あは緊張感を高めながら、扉を開く。

　すると、豊かな音の広がりが、二人の身体からだを包んだ。オーケストラが奏かなでていると思われる、味わい深いクラシック──現実世界から奪われたはずの『音楽』だった。

　そして次の瞬間。痛いほどの光に照らされ、視界が白く飛んだ。

「暁斗よ！　待ちかねたぞ！」

「その声……ランスロットか！」

　目が光に慣れ、ぼんやりと周囲が見えてくる。

　規則的に並ぶ座席の向こう、大きなステージの上に、ひとつの影。スポットライトの光を浴びて、黒い鎧の男──ランスロットが、悠然と立っていた。

　どうやら暁斗たちを照らしているのも、別のスポットライトのようだ。

　では、ここは劇場──と、暁斗が思った、そのとき。

　新たなライトが灯ともり、血のバスタブに浸る幼女の姿を照らし出す。

「うふふ。理愛ちゃんも、お久しぶりね。会いたかったわ」

「バートリ、あなたまでいるの……!?　あいにく、わたしは会いたくなかったわ！」

　頭上から響いた声の先を、理愛は見上げた。

　バートリがいるのは、ステージ右手、天てん井じように近い四階席だった。高みの見物ということだろうが、それにしても高すぎる。普通の劇場ではない。

　すると今度は、ステージ左手の二階席がライトアップ。トレンチコートの男──アル・カポネを照らし出した。

「どうだい？　オレたちのオペラハウスは。なかなかのモンだろう？」

　楽団の演奏に乗せ、歌と演劇を行う──それがオペラだ。楽器も奏者も見当たらないのは不思議だったが、現実世界から喪失した音楽が、確かに鳴り響いている。

　と、いうことは。

「音楽を奪ったのは、やっぱりおまえたちか……!!」

　暁斗の怒りがこもった問いかけに、ランスロットは、にやりと笑った。

「いかにも。すべては、貴殿との再戦のため」

　聞き捨てならない内容に、暁斗は眉をぴくりと上げた。

「俺と戦うため……？　どういうことだ？」

「貴殿の妹、陽ひ菜なといったか。彼女にとって大切なものを奪えば、貴殿は私に戦いを挑むと思ったのだ」

　まさかと思ったことを、臆面もなく語るランスロット。暁斗の怒りは最高潮に達した。

「ふざけるな！　そんなことのために陽ひ菜なの夢を……!!」

「そうだ！　私が望んだのは、その殺気！　全力の貴殿を打ち負かし、傷つけられた騎士の誇りを取り戻してみせようぞ！」

　暁あき斗との鋭い視線を受け、ランスロットはステージから降りて歩み寄りながら、嬉うれしそうに笑う。

「来い、暁斗よ！　私を倒せば、音楽は現実世界に戻るぞ!?」

「……その言葉、本当だな」

　暁斗の手が胸元の鍵へと向かう。だが、鍵を握り込む寸前、横から伸びた理り愛あの手がそれを制止した。

「暁斗、冷静になりなさい！　あっちは三人、こっちは二人よ!?　真正面から向かって勝てるわけないじゃない。それに、そこのあなた！　騎士なんでしょう!?　なら、正々堂々と同じ人数で戦いなさい！　卑ひ怯きようだと思わないの!?」

「……ふむ、貴女あなたの言うことも一理ある」

　ランスロットはどこか芝居がかった仕草で頷うなずくと、視線だけで他の流罪者エクシリオたちを下がらせる。

「私の望みは、あくまで暁斗との戦いのみ。他の者に手出しはさせないと、ここに誓おう。故に……貴女も、決して邪魔立てなきよう、お願いする」

　言葉こそ丁寧だが、ランスロットが理愛に向ける視線は、冷たく厳しい。

　と、不意に暁斗は違和感を覚えた。

「理愛のことは、ギネヴィア王妃と勘違いしないんだな」

「愚問だな。彼女は王妃ではない。我が忠誠を受け入れて下さったあの方が、私に刃を向ける墓碑銘セメンテリオであるはずがなかろう。いくら死して久しいとはいえ、我が瞳がそこまで曇ると思うか、暁斗」

「……やはり、相変わらずだな、ランスロット」

　だが、その提案はかえってありがたい。一対一ならば、勝ち目も見えてくる。

「アル・カポネ、バートリ。おまえたちも、本当にいいんだな？　途中で不意打ちをしないと、ランスロットのように誓えるのか？」

　暁斗はおとなしく後方へと下がった二人へと視線を向けた。

「さて、そいつはどうかな……と、言いたいところだが」

　アル・カポネは、悔しそうに舌打ちをして続ける。

「おとなしくしてるさ。今の騎士サマには勝てねぇからな。……ったく、いったいどこで、そんな力を手に入れたんだか」

「本当だわ。わたくしも、あの黒こく輪りんが欲しかったわ」

　二人の反応を見て、暁斗は微かすかに身震いした。

　暁あき斗とが見てきた限り、この流罪者エクシリオたち三人に上下関係はなかったはず。だが今は、他の二人が渋々とランスロットの命令を聞いている。そこから導き出される答えは。

（あの二人を無む理り矢や理りに従えるほど、ランスロットが圧倒的な力を手に入れた……!?）

　暁斗が緊張をはらんだ視線を送ると、ランスロットは、にやりと笑った。

「では……決闘の開幕といこう！」

　ランスロットが高らかに宣言すると、息を呑のむような静寂が訪れた。

　音楽が、消えた。そして音もなく、黒こく輪りんが浮かび上がる。広大なオペラハウスの天てん井じようを突き破やぶらんばかりの、巨大な輪。その周囲には、呪術的な文字や紋様が描かれている。

　太陽を奪っている、あの特別な黒輪と同じ見た目だった。

「暁斗よ、見るがいい！　これが《星喰の檻エクリプセ・ソラール》！　我ら流罪者エクシリオにもたらされた、新たなる黒輪！　その二つ目だ！　私はこの黒輪で音楽を奪った！　そして！」

　ランスロットは頭上の星喰の檻エクリプセ・ソラールに向かい、右腕を上げる。

「音楽を代償として、私は新たな力を得る！　さあ、喪失世界の理ことわりよ、我が望みに応えよ！」

　巨大な黒輪は一度、胎動するように収縮。漆黒の柱となり、ランスロットに降り注いだ。

　柱はさらに凝縮され、その背と右腕に同化していく。

　黒い騎士が、黒輪を背に従える。そして手には、黒光りする剣が握られていた。

「おお、魔剣アロンダイトよ！　数百年の時を超え、おまえを再び握れる日が来ようとは！　これで私も、本来の力を発揮できるというもの！」

　旧知の友との再会を喜ぶように、ランスロットは笑みを浮かべる。

「我ら流罪者エクシリオは喪失世界と理を同じくする！　元より強い力を与えられてはいるが、それでもまだ、貴殿には届かぬ！　ならば、より大きな代償を！　それによって力を得るのは貴殿だけの特権ではないぞ、暁斗よ！」

「つまり、まだ本気じゃなかった……ってことか」

　暁斗の背筋を、冷たい汗が伝った。

　逸話でのランスロットは、あらゆる武芸に通じ、円卓の騎士でも並ぶ者なしとされた、伝説の騎士だ。その本来の力とは、どれだけのものなのか。まったく想像できない。

「暁斗……」

　名を呼ばれ、ちらりと横を見ると、理り愛あが心配そうな顔をしていた。

　暁斗は──ふっと小さく笑い、頷うなずいた。

「大丈夫だ。あいつには一度勝っている。一対一なら、また勝てるさ」

　自分自身に言い聞かせるように、暁斗は言った。

　暁斗の力も普通の墓碑銘セメンテリオとは違う、特別なもの。それを生み出した自分の覚悟を信じて、全力を出すしかない。

「……わかったわ。この戦い、あなたに託すわ。わたしも妹さんのために戦えないのは悔しいけど、二対三の不利な状況よりは、勝ち目がありそうだし」

　理り愛あも頷うなずき返すと、一歩下がった。

「だから……絶対に負けちゃダメよ」

「ああ、任せろ」

　理愛の気持ちを背に受けた暁あき斗とは、二人分の闘志を注ぐように鍵を握り込み──叫ぶ。

「解き放て！　《誓約武装アルマ・フラメント》!!」

　刀を手にした暁斗は、座席と座席の間の通路で、ランスロットと対たい峙じ。二人の距離は、およそ二メートル。お互いに一歩を踏み込み、武器を振るえば届く間合いだ。

　だが、あちらから仕掛けてくる気配はない。かといって、こちらの出方を探っているような、緊張感も感じられない。本来の力を取り戻したことによる余裕だろうか。

　暁斗はふと、ランスロットと初めて戦ったときを思い出す。あのときも同じ構図だった。

（上等だ！　今度も防げるか、試してやる！　先手必勝だ！）

　暁斗は、刀を握る手に力を込めて……叫ぶ！

「絶技壱いち式──《王権領域ソリオ・エスクード》!!」

　踏み込みと同時、刀を横に大きく薙なぎ払はらう。

　以前は、この一撃で決着した。そして今度は──。

　激しい金属音が鳴り響き、刀はランスロットの構えた『盾』によって阻まれた。

　だが、彼は盾など持っていなかったはず。いったい、いつの間に？

　戸惑う暁斗に、ランスロットは、にやりと笑う。

「私がアロンダイトを手にしていたという話は、ほとんど後世には伝わっていない。それが何な故ぜか、わかるか？」

　突然の問いかけに、暁斗は怪け訝げんな表情を浮かべる。

　ランスロットは返答とばかりに、大きく腕を振り上げた。

「魔剣アロンダイトは私の意志に応じて形を変える、万能の武具だ。その時々で多様な形状をしていたため、私が手にしているのがアロンダイトだと、誰も気付かなかったのだ」

　その言葉を証明するように、円形だった盾が溶けた金属の如ごとく形を変化させていく。

（変形する武器だっていうのか!?　じゃあ次は、また剣に戻して攻撃を……!?）

　そう予測した暁斗は、刀を頭上に掲げて防御体勢を固めるが──変形を終えたアロンダイトの形状は、剣ではなかった。

　戦闘斧バトルアツクス。重く、硬く、隙すきが大きい代わりに、その威力は剣を凌りよう駕がする。刀で受け止めることができる武器ではない。

　暁斗は慌あわてて、後方に全力で跳躍。その眼前を戦闘斧の重厚な刃先がかすめ、斧は床に深々と突き刺さった。もし受け止めようとしていれば、刀ごと頭を割られていただろう。

（だが、今はチャンスだ！）

　相手が床に刺さった斧を引き抜く間は、完全な無防備。その隙すきを見逃すまいと、暁あき斗とは刀を持つ腕を後ろに引いて。

「絶技弐に式──《疾風迅雷トレノ・ラフアーガ》!!」

　突撃。暁斗の絶技の中で最大の威力と射程距離を持つ、突きを見舞う。

　その瞬間、アロンダイトが、またしても形を変えた。床に刺さった斧を引き抜くタイムラグを帳消しにしながら、ランスロットが構えたのは──弓矢。

　暁斗の背筋を悪お寒かんが駆け抜けた。突きを無む理り矢や理りに中断し、横に倒れこむように身体からだをひねる。間一髪、放たれた矢は、暁斗の耳元を通過していった。

「ほう、よく避けた。驚いたぞ」

　口振りとは裏腹に、ランスロットは涼しい顔で、弓矢を剣に戻して悠然と構えた。

　いつ、どんな攻撃が来ても、対応できる──そんな気配が、全身から発せられている。

　強い。ランスロットの本来の力を前に、暁斗は圧倒されていた。

　近距離では、精緻で柔軟な扱いができる剣と、一撃必殺の斧を使い分け、遠距離では鋭い弓矢の一撃。あらゆる武芸に通じ、あらゆる武器を使いこなしたとされるランスロットだからこそ可能な、隙のない戦い方だった。

（だったら……隙を作るしかない！）

　決断した暁斗は、刀を横に構えて。

「絶技壱いち式──《王権領域ソリオ・エスクード》!!」

　再び、大きく薙なぎ払はらう。だが、相手との距離は、まだ遠い。

　刀は、いくつもの座席をまとめて吹き飛ばすだけに終わるが──これはすべて、暁斗の作戦。その目的は、障害物を生み出すこと。

　暁斗は刀を縦に構え直し、機をうかがう。必殺の一撃を放てる、そのときを。

（──今だ！）

　宙を舞う座席。絡からみ合うように落ちてくる、その隙間に──一瞬だけ、敵の姿が見えた。

「絶技参さん式──《頂上輝紋シーマ・クレスタ》!!」

　座席と座席の間に生まれた、ほんのわずかな空間。

　暁斗はそこを電光石火で突破し、その勢いのまま刀を振り下ろす。

　暁斗の絶技は、それぞれ刀の軌道に応じて、長所が異なる。

　薙ぎ払いの壱式は、広い攻撃範囲。突きの弐式は、最高速度と破壊力に特化している。

　そして振り下ろしの参式は──初速。刀を構えた状態から攻撃に転じるまでの速さが、なにより優れていた。

　相手にしてみれば、止まっていたはずの暁斗が途中の動作をすっ飛ばして、次の瞬間には刀を振り下ろしているように見えたはず。

　ランスロットの虚を衝つき、一撃で葬ほうむれる、ただひとつの技だ。

　逆をいえば、この技が防がれてしまったときは……。

（届け！　届いてくれ!!）

　暁あき斗とが祈るような気持ちで刀の先──ランスロットの顔を見ると、その視線は暁斗を追ってはいなかった。攻撃に反応できていないのだろう。

　暁斗が勝利を確信した、その瞬間。

「──甘いな」

　ありえないほど遅いタイミングから、ランスロットは剣を掲げ、暁斗の刀を防いだ。

「馬鹿な……!?　反応できなかったはずなのに!?」

「違うな。反応する必要がなかったまでだ。貴殿の動きは、すでに見切っている」

「おまえを倒した壱いち式と、さっき使った弐に式か!?　だが参さん式は初めて見たはず……！　それを、どうして!?」

「絶技か。洗練された、素晴らしい技だ。それ故に──至極、読みやすい。剣術の基本に則のつとった、最適化された動作しか行ってこないからな」

「そん、な……」

　必殺の一撃を防がれたばかりか、絶技そのものが破やぶられてしまったようなものだった。

　暁斗が初めて刀を手にしたとき、脳裏に浮かんだ絶技は三つ。ランスロットの言うとおり、それらすべてが剣術の基本を極限まで洗練した技だというのなら、もはや暁斗の手の内に、予想外の動きをする技はない。

（もう、勝ち目はないのか……？）

　身体からだが、ずしりと重くなる感じがした。

　戦意の薄れた暁斗を見て、ランスロットは寂しげな表情を浮かべる。

「心が折れたか……。残念だ。もう少し骨のある男だと思っていたのだが」

　ランスロットはそこで言葉を切ると、カッと目を見開く。

　鬼神のような形ぎよう相そう。しかし、その戦法は、あくまで冷静だった。暁斗に万が一の勝機も与えないよう、正確で素早い攻撃が可能な剣で、連撃を見舞ってくる。

「容赦はせん！　傷つけられた誇りを取り戻すため、貴殿には死んでもらう!!」

「くっ……！」

　暁斗は防戦一方。剣と刀がぶつかるたびに、小さな傷を負うことが次第に増えていき。

　ついに、完全に無防備なところへ、ランスロットの剣が振り下ろされた。

「後ろよ！　転がって！」

　不意に、理り愛あの声が響く。未来を予知してくれたのだ。

　暁斗は反射的にそれに従い、尻しり餅もちをつくようにして難を逃れた。

「おのれ、決闘の邪魔をするか！　……バートリ！」

「ええ、こうなるのを待ってましたわ。うふふ。イケナイ子には、きつーく、お仕置きをしないとね」

　ぺろりと舌なめずりをして、バートリは黒こく輪りんをばら撒まいた。そして生まれた眷けん属ぞくたちが、一階の座席に溢あふれる。

　瞬く間に現れた無数の影が、理り愛あに襲い掛かる。理愛は何度か鎖で反撃するが、あまりにも多勢に無勢。ほどなく、影たちに拘束されてしまった。

「ちょ、ちょっと！　離しなさいよ！」

　両手をつかまれ、吊つるし上あげられた理愛は、足をばたばたさせてもがく。

　バートリはその様子を、にやにやと眺めていた。

「可愛かわいい格好ね、理愛ちゃん。そこは特等席よ。坊やの死に様が、よぉく見えるわ」

　バートリの命令を受けると、影の腕が触手のように怪しく形を変え、理愛の口を猿ぐつわのように強引に塞ふさいだ。

「うっ!?　うー！　うー！」

　口を塞がれ思うように呼吸ができないのか、それとも、死という言葉に反応したのか。理愛の目元に、うっすらと涙がにじむ。それを見たバートリは、恍こう惚こつの表情を浮かべた。

「あぁ、いい顔、いい声……。見えるのに、手も差し伸べられず、助言もできない……。甘い絶望の味がするわぁ」

　バートリの悪趣味な責めに、事態を静観していたアル・カポネも苦笑を浮かべる。

「ったく。あの嬢ちゃん、相変わらずだな……。眼帯の姉さんも気の毒だ」

　そして、息も絶え絶えな暁あき斗とに視線を移し、声をかけた。

「なぁ、悪いこと言わねぇ。ここいらで降参しねぇか？　これ以上やっても、なぶり殺しになるだけだ。降参すりゃ、あの姉さん共々、ひと思いに殺してやるからよ」

「私も賛成だ。一度は私を倒した男の無様な姿は、見ていて気分のいいものではない」

　二人から降参を勧められるが、暁斗は首を縦に振れるわけがなかった。

「音楽が……陽ひ菜なの、夢が……！　だから俺は、負けられないんだ……！」

「……夢、ねぇ」

　ふと、アル・カポネは遠い目をした。

「兄さんよ、現実世界は夢も希望もない……いや、夢も希望もすぐに消えてなくなる、儚はかない世界だって思ったことはねぇか？」

「それは……」

「ない、とは言わせねぇぜ？　でなきゃ、こんなとこに来る理由がないからな」

　暁斗は反論できなかった。

　絶望した魂は、喪失世界に引き寄せられる。それは暁斗も例外ではない。

「オレにもよ、夢があったんだ。貧富の差がどこにもない、本当に裕福な社会にしたいっていう。……まぁ、それこそ夢物語だってのは、わかってたがな」

　ふ、と小さく笑って、アル・カポネは昔語りを続ける。

「だが、実際はどうだ。オレは今、流罪者エクシリオとして喪失世界にいる。なぜだと思う？　答えは簡単だ、現実世界の奴やつらが、オレなんかいらねぇって願ったからさ」

「どういう、ことだ……」

「オレだけじゃねぇ。騎士サマも、バートリの嬢ちゃんも皆、現実世界の奴らから爪つま弾はじきにされちまった人間さ。だから、オレたちは『流罪者エクシリオ』……自分自身を代償に、喪失世界の一部として生まれ変わった」

　そう言ったアル・カポネの瞳には、静かな憎悪が宿っていた。

「わかるか？　現実世界の側だってよ、喪失世界を自分たちに都合よく使ってんだ。それだけじゃねぇぞ？　元々、この二つの世界はな──」

「たとえ、そうだとしても！」

　暁あき斗とは、苦々しく吐き捨てるようにアル・カポネの言葉を遮り、力の入らない手で刀を構え直す。

「おまえたちが現実から何かを奪うことで、悲しむ人がいるんだ！　だから俺は、おまえたちと戦う！」

　暁斗の返答に、アル・カポネは残念そうにため息をついた。

「交渉決裂、か。……ランスロット」

「ああ。苦しまず、一撃で葬ほうむってやろう」

　鎧を鳴らしながら、ランスロットが近付いてくる。

　自分の技は通用せず、勝ち目の見えない状況。暁斗は死を覚悟していた。

　──そのとき、奇妙な既視感デジヤビユに襲われた。あれは、初めてランスロットと戦ったときだ。同じように、まったく勝ち目のない状況から、暁斗は逆転した。

（あきらめるのは、まだ早い……か）

　暁斗は苦笑しながら、刀を構える。あのときは、右腕を代償として喪失世界に捧ささげて、勝利をつかんだ。

　なら、今度もなにかを捧げ、喪うしなえば、勝てるかもしれない。

　そんな考えを抱いたとき、不意に聞こえた声は。

「暁斗、やめて！　これ以上、何かを喪おうとしないで！」

　理り愛あだった。一瞬、背後を見やれば、影の触手をなんとか振り払い、力の限りに声を振り絞る彼女の姿が見えて。

「次に何を喪うか……何が起こるかわからないのに!?　暁斗が何かを喪っていく姿なんて、わたしは見たくない！　それはきっと、妹さんも同じ気持ちのはず！　なにより、あなたがつらい思いをするのよ!!」

（ああ、そうだな）

　ランスロットへ向き直り、暁あき斗とは心中で言葉を返す。理愛に届かないとわかっていても。

「そんな方法で音楽を取り戻して、妹さんが喜ぶと思……むぐっ!?」

　理り愛あの声が途切れた。おそらく、再び触手に口を塞ふさがれてしまったのだろう。

（……悪い。でも俺は……こういう戦いしか、できないんだ）

　自分は、なにを喪うしなってもいい。だから、ランスロットを倒して──陽ひ菜なに夢を。

　そう強く願うと、右手の刀の柄が、淡く光を放った。暁斗は導かれるように、左手を柄に添える。

　すると、左手の中に、新たな刀が現れた。

　再び起こった奇跡に、ランスロットの目が鋭くなる。

「またしても、刀を生み出したか！　だが、貴殿の絶技は、既に見切っている！　なにをしようと無駄だ！」

　ランスロットが剣を振りかぶり、襲いかかってくる。

　その剣けん戟げきを、暁斗は。

「裏・絶技壱いち式──《清風緩衝セレナ・セフイーロ》!!」

　難なく受け流した。左手の、新たな刀で。

　小太だ刀ち。刃渡りが短く軽い、その刀が真価を発揮するのは──防御。

　裏の絶技は、攻撃をいなし、相手自身の力を利用するためのもの。













　あらゆる武器を使いこなすランスロットだが、嵐のような連撃を見舞ってきたときでも、二刀流は使ってこなかった。

　つまり、小太だ刀ちによる迎撃カウンターは、彼も知らない『特殊』な剣術だったのだ。

「な、にっ……!?」

「絶技参さん式──《頂上輝紋シーマ・クレスタ》!!」

　大きく体勢を崩し、無防備になったランスロットの首元に、神速の振り下ろしが刻み込まれる。刀傷は、首元から腹部近くにまで達し、鮮血が噴き出した。

　手応えは、致命傷。ランスロットの心臓を、背負った黒こく輪りんもろとも両断する。

「一度ならず、二度までも……！　ああ、ギネヴィア様！　私は……!!」

　苦痛と悔恨に顔を歪ゆがめ、ランスロットが仰あお向むけに倒れる。

　騎士の誇りと、王妃への愛に執着した男の、最さい期ごだった。

　刹せつ那な、オペラハウスを地震のような揺れが襲った。見ると、天てん井じようや壁──そして、ランスロットの背の黒輪が、黒い光の粒となって消えていた。

「これで音楽が、現実に戻るんだな……」

「ああ。兄さんの勝ちだ」

　アル・カポネは、倒れたランスロットに冷たい視線を送り、くっ、と短く笑った。

「ただ強いだけじゃ、兄さんには勝てねぇ……か。ま、それがわかったなら好都合だ。捨て石になってくれたこと、感謝するぜ、騎士サマよ」

　そして視線を暁あき斗とに移し、にやりと笑う。

「しかし兄さん、マジで強ぇな。その魂を奪って強さを吸収できれば、オレが『アイツ』を殺やるかもな。クッ、楽しみだぜ」

「あいつ……？　誰だ？　俺の知らない流罪者エクシリオか？」

「さあね。ま、せいぜい考えるこったな」

　アル・カポネは肩をすくめ、陽炎かげろうのように姿を消した。

　一方のバートリはランスロットを見もせずに、つまらなそうにバスタブを指でなぞっていた。

「騎士の坊やも、意外と呆あつ気けなかったわねぇ。残念だわ。今日きようのパーティーは、お開きね。また会いましょう、理り愛あちゃん」

　投げキッスをして、影たちを引き連れるように消える。

　影たちに拘束されていた理愛は解放され、暁斗に駆け寄ってきた。

「その刀……また代償を支払ったのね……。なにも異常はない？」

　問われ、暁斗は二本の刀を鍵に戻した。

　最初のときは、右腕を喪うしなった。今度も左腕くらい覚悟していたのだが。

「とりあえず、問題ないな。左腕も、両足も、ちゃんと動く」

「……そう、よかった」

　そう呟つぶやくと──理り愛あは、ぱん、と暁あき斗との頬ほおを平手で軽く打った。

　なにが起きたのかわからず、呆ぼう然ぜんとする暁斗。その目の前で、理愛は目つきを険しくして。

「……馬鹿なこと考えないで、って言ったでしょう？」

　言い終えると共に、理愛は張り詰めていた表情を崩し、ぼろぼろと泣き始めた。

「お、おい、理愛……？」

「よかった。暁斗が無事で、本当によかった。あなたの身になにかがあったら、わたし、どうすればいいんだろう、あなたの妹さんになんて伝えればいいのか、って……バートリに捕まっている間、ずっと、考えて……」

　そこから先は、嗚お咽えつ。儚はかなく、今にも消えてしまいそうな。

　理愛がこれほどの弱みを露あらわにするとは。彼女の『記憶』を共有したからだろうか。

（いや、それだけじゃないかもしれないな）

　──わたしみたいに歪ゆがんで欲しくない。助けなきゃ。

　理愛の記憶を追体験している最中、彼女の口から出た言葉。

　音楽を取り戻し、陽ひ菜なを助けられたことに、理愛も安あん堵どしたのだろう。

「心配をかけて、すまなかった」

「ええ、本当よ。でも、今回の代償は、それほど大きくなかったのかもね」

　理愛が涙をぬぐいながら微笑を浮かべた、次の瞬間。驚きで、その目が見開かれた。

　倒れたランスロットの亡骸が、ふわりと浮き上がったのだ。

「まさか、まだ倒していなかったのか……!?」

　暁斗は最さい後ごの力を振り絞り、最悪の事態に備えて鍵を握り締める。

「……待って。そこよ！」

　超常を見通す理愛の魔眼は、何を捉とらえたのか。浮き上がったランスロットの真下──なにもない場所に鎖を放つと、その空間がガラスのように砕け散った。

　そこには、黒いフードを目深にかぶった人間がいた。顔は見えなかったが、鎖の分銅がフードを鋭くかすめていた。裂けた布が、はらりと広がって。

「あ……」

　力尽きかけた暁斗の身体からだが、奮い立つ。驚きに。そして、喜びに。

　そこにいたのは、暁斗が会いたいと願い続けた──夕ゆう凪なぎだった。

　だが、暁斗が言葉を紡ぐより早く、理愛が次の行動に移ってしまった。

「新しい流罪者エクシリオ!?　ランスロットに、なにをしたの!?」

「理愛、やめろ！　そいつは──！」

　暁斗の制止は間に合わず、理愛は再び鎖を放つ。

　次は正確に顔面を狙ねらっている。もしも直撃すれば──。

　しかし暁あき斗との予想は、良くも悪くも外れた。

「《侵蝕の門エクリプセ・プエルタ》……防御デフエンサ」

　夕ゆう凪なぎが短く呟つぶやくと、黒こく輪りんが宙を舞い、理り愛あの鎖を弾はじいた。

　──信じられない光景だった。夕凪が、流罪者エクシリオの象徴である黒輪を、自在に操っている。

「夕凪……だよな？」

「夕凪、ですって!?　まさか、本当に……!?」

　暁斗と理愛が戸惑いながら問うと、夕凪は、こくりと頷うなずいた。

「そう。わたしは夕凪。でも、暁斗くんの知ってるわたしは……もう、いない」

　夕凪がフードの切れ目をなぞると、一瞬で元通りになった。再び顔を隠して、夕凪は続ける。

「この世界に来て、知ったの。わたしは──魔女。流罪者エクシリオと同じ、世界から忌み嫌われた魂だった」

　そして、ランスロットの後を追うように、ふわりと浮き上がる。

　魔女という名のとおり、不思議なことを次々と行う彼女を、暁斗と理愛は、呆ぼう然ぜんと見ているしかできなかった。

　夕凪は宙に浮きながら、なにかを口元で呟いて、最後に。

「世界を穿うがて。《星喰の檻エクリプセ・ソラール》」

　ランスロットの亡骸を、輪の周囲に魔術的な紋様が浮かぶ、あの巨大な黒輪へと変えた。

「夕凪……？　その黒輪は、音楽を奪ったのと同じ……!?」

「これは、儀式の準備。でも、まだ足りない」

「儀式……？　それに、流罪者エクシリオと同じって、どういうことだ!?　教えてくれ、夕凪!!」

　ついに暁斗は、頭上の夕凪に向かい叫んだ。やり場のない感情をぶつけるように。

（夕凪に会えたら、俺のすべてを捧ささげてでも生き返らせようと、そう思っていたのに……！　なんなんだ、これは!?）

　しかし夕凪は、小さく首を横に振った。

「今は、だめ。これ以上は教えられない。……お父さんに、怒られる」

「夕凪、おまえ……」

　フードの下からちらりと見えた夕凪の表情に、暁斗は目を見開いた。

　夕凪が浮かべていたのは──苦悩と、悲哀の表情だった。

　その瞬間、暁斗の胸の奥で、なにかが弾けた。

　知っている。夕凪の、あの顔を。あれは、いつ、どこで見たのか……。

（そうだ、夕凪は、あの黒輪が見えていた。そして、それを知った俺は、今度こそ夕凪を孤独にしないと、彼女のつらさや寂しさを分かち合うと、そう誓ったんだ……！）

　どんな状況で、夕ゆう凪なぎには黒こく輪りんが見えていると知ったのか。それは思い出せない。

　だが、その決意だけが、ただ鮮烈に蘇よみがえった。

　刹せつ那な、暁あき斗との視界が、ゆっくりと暗くなっていく。

　まさかと思い頭上を見ると、黒輪──転移の扉が浮いていた。横を見ると、理り愛あも同じだった。

　けれど今日きようはまだ、喪失世界に来たばかり。滞在時間は残っているはずなのに。

　戸惑っている間にも、刻一刻と闇やみは濃くなっていき、視界は完全に暗転した。

　現実世界へと、暁斗たちは強制的に戻されていく。

（夕凪……）

　静まり返った黒い世界で、暁斗は改めて、亡き少女へと想おもいを馳はせる。

（おまえが、なにを抱えているか……俺にはわからない。だけど……）

　また会えた。話ができた。『今は』と、彼女は言った。

　次がある。未来がある。それは、絶望の中に見えた、たったひとつの希望。

（夕凪の言うとおりだ。今は、それでいい。その希望があれば、俺は……生きていける）

　小さな満足感を得て、暁斗の意識は、闇の中に沈んでいった。








　　終章






　現実世界に戻ってきた暁斗は、病院で理愛と別れた。

　夕凪のことは、とりあえず保留になった。流罪者エクシリオと同じだと言ってはいたが、暁斗たちに危害を加える様子もなく、アル・カポネたちとも別行動をしているようだ。

　あまりに謎なぞが多すぎる。敵か味方かすら、わからないほどに。

　だが暁斗は、心の中では決めていた。なにがあろうと、夕凪のことを受け止める──と。




　街は、音楽で溢あふれていた。繁華街の大時計が奏かなでる、オルゴールの音色に心を癒いやされながら、暁斗は自宅へと帰ってきた。

　だが、玄関を開けようとして──ポケットに入れたはずの家の鍵がないことに気付いた。

「おかしいな。喪失世界で落としたか……？」

　仕方なく、暁斗はインターホンを押す。しばらく待っていると、「はーい」という声と共に、階段を降りてくる音が扉越しに聞こえた。

　陽ひ菜なは二階にいると、リビングのインターホンに出る手間をめんどくさがって、直接出てしまう。

　できれば直して欲しい癖のひとつだったが、今は助かった。扉を開けてくれた陽ひ菜なに、暁あき斗とは少しばつが悪そうに微笑ほほえみかける。

「すまない。鍵を落としたみたいだ」

「えっ？　あ、あの……どちら様ですか？」

「どちら様、って……。なんの冗談だよ」

　苦笑いを浮かべた暁斗は、陽菜の髪に、なにかが足りないことに気付く。

「いつものリボン、どうしたんだ？　さっきまでしていたよな？」

「……わたし、リボンなんかしたこと、ありませんけど」

　冷たい声音で断言された。

　──おかしい。なにかが奇妙だった。

「失礼ですが、家を間違えてませんか？」

「えっ？　いや、そんなはずは……」

　もし間違えたとしても、陽菜そっくりの人間が、そう何人もいるはずがない。

　暁斗は首を傾かしげながら、念のために表札を確認して──凍り付いた。

　自宅の表札は、家族全員の名前が書かれている。そこに、暁斗の名前だけがなかった。

　修正された痕こん跡せきすらない。最初から存在していなかったように、『喪失』していた。

「まさか、これが代償なのか……!?」

　くらり、と、暁斗の視界が揺れた。

　世界から音楽が喪失したときのように、暁斗が斉さい東とう家の長男だったという事実そのものが、まるごと喪失していた。家の鍵も落としたのではない。消えてしまったのだ。

　皮肉な結果だった。陽菜の夢を取り戻すため、暁斗は陽菜を喪うしなってしまった。

　今の二人は兄妹でもなんでもない、赤の他人だ。

「……ああ。君の言うとおり、家を間違えてたみたいだ」

　暁斗が力なく陽菜に笑いかけると、陽菜は愛あい想そ笑いとわかる硬い笑みを返した。

「やっぱり、そうでしたか」

　陽菜のリボンが消えた理由も、これで説明がついた。あれは暁斗が自分の持てなかった夢を託すようにして、プレゼントしたものだ。暁斗がいないことになったこの世界では、その事実も消えてしまった。

　──と、そこまで考えた暁斗は、とんでもないことに気付いた。

（それじゃ、陽菜の夢は!?　陽菜が音楽を始めたのは、俺の影響だったはずだ!!）

　もしかしたら、リボンと同じように音楽も……。

　閉められようとした扉に、暁斗は慌あわてて手をかけた。

「すまない。もうひとつ、いいかな」

「えっ？　は、はい。なんですか？」

「音楽は好きか？　特に、ピアノとか……？」

　しどろもどろで突然の問いかけに、陽ひ菜なは明らかに警戒したようだ。

　何度か視線をさまよわせ──おずおずと答える。

「はい。プロを目指して、ピアノを弾いています。でも、どうして知ってるんですか？」

　ふっ、と、暁あき斗とは緊張感から解き放たれた。

（よかった……。陽菜は、俺なんかいなくても、ちゃんと自分の力で音楽に出会っていた）

　もう、思い残すことはない。暁斗は冷静になった頭で、話の辻つじ褄つまを合わせる。

「表札の名前を見て、思い出したんだ。学校の後輩に、ピアノが得意な子がいる……って」

「あ、先輩だったんですね。失礼しました」

　──先輩。聞き慣れたはずの、けれど他人行儀なその響きが、心に鋭く突き刺さる。

　暁斗は耐えかねて陽菜に背を向けると、顔だけで振り返る。

「……会えてよかった。それじゃあ……元気でな。ピアノ、応援してるよ」

「ありがとうございます。あの、先輩のお名前は……？」

　陽菜の問いかけに暁斗は答えず、後ろ手を振って立ち去った。







　陽菜は、不思議な気持ちで、その背中を見ていた。

　名前を告げず去っていった、先輩らしき人。

　優しそうで、不器用そうで、どこか寂しげな……そんな男の人だった。

「どうして夢のことまで、あんなにぺらぺら話しちゃったんだろう……？」

　なぜだか、もう少し話をしてみたい気がした。

　学校で、また会えるかな──と、そう思ったとき。

「え……？　な、なんで？」

　一滴の涙がこぼれ落ちた。そして、次から次へと、止まらなくなる。

　胸が痛い。ぽっかりと、大きな穴が空いているようだった。

　先輩の背中が見えなくなるまで、陽菜は目が離せず、涙を流し続けた。





※　※　※






「さて、これからどうするかな……？」

　暁斗は途方に暮れながら、日の沈みかけた街を歩いていた。

　家族を喪うしなった暁斗には、もう住む家もない。家出少年も同じだった。

　だが未成年の家出が、どれほど難しいか。一度試した暁斗は、身を持って知っていた。

　とりあえず、所持金を確認する。寝床を探すにも、食事をするにも、先立つものがなければ話にならない。

「嘘うそだろ。千円以下とか」

　がっくりと肩を落とす暁あき斗と。どれだけ節約しても、丸一日の食費で消えてしまう。屋根のあるところで寝るなんて、夢のまた夢だ。

「……仕方ない。理り愛あに金を借りるか」

　彼女は彼女で、色々と精一杯なのは知っていた。だが、背に腹は変えられない。

（この借りは、どんな手段を使ってでも返さないとな……）

　そう固く決意しながら、暁斗は理愛に電話をかけた。

　携帯の回線が生きていたのは、幸いだった。暁斗の名義だから、喪失せずに済んだのかもしれない。

『はい。もしもし』

「俺だ。悪いんだが──」







　それから数十分後。日が沈んだ公園のベンチに座り、もたれかかっていた暁斗の前に、理愛が仁王立ちで現れた。

「暁斗の馬鹿！　無鉄砲！　金欠！」

「大声を出すな。空すきっ腹ぱらに響く。あと最さい後ごのはやめてくれ。地味に心がえぐられる」

「じゃあ甲か斐い性しようなし！　なにが『問題ない』よ！　こんな大きな代償を支払って!!」

　言葉こそ悪いが、理愛は本気で心配している様子だった。

「いくら妹さんを助けたかったからって、その妹さんとの関係を喪うしなってしまったら、そんなの全然意味ないじゃない！　暁斗は本当にそれでいいの!?」

「ああ、そうだな。でも、陽ひ菜なが音楽を取り戻して、幸せに暮らせるならそれでいいさ」

「本気なの？　まったく、いつもいつも、暁斗は無謀すぎるのよ！」

「まったくだ。こんなことになるってわかってたら、俺だって──」

「俺だって、なによ？」

「……いや、同じだったかもな」

　苦笑する暁斗。理愛は、大きなため息をついた。

「で、行くとこないんでしょ？　だったら、わたしの家に来なさい。わたしが、あなたの新しいかぞ……じゃなくて、同居人になってあげる」

　わずかに言い淀よどむも、理愛は言葉を続ける。心なしか、その頬ほおが微かすかに赤みを増して。

「部へ屋やは余ってるし、わたし一人だから、変に気を遣うこともないわ」

「えっ？　でも、それって、逆にまずくないか……？」

　状況を想像し、暁斗は頬を染めた。理愛も耳まで赤くなる。

「仕方ないでしょう、他に方法ないんだから!?　で、来るの、来ないの、どっち!?」

「わ、わかった。世話になる」

　そこまで頼るつもりはなかったのだが、話の流れで決まってしまった。

　それに理り愛あは、どこか嬉うれしそうだった。もしかしたら、暁あき斗とと共に暮らすことは、彼女自身の望みなのかもしれない。お互い、『家庭』に恵まれなかった人間だ。独りぼっちの寂しさも、分かり合える誰かと出会える嬉うれしさもよくわかる。

　理愛はぱっと花開くように笑みを浮かべて。

「じゃあ、新たな同居人の歓迎も兼ねて、妹さんを助けられたこと、わたしがお祝いしてあげる。今夜は特別に、暁斗の好きなものを食べさせてあげるわ。リクエストは？」

「そうだな……」

　好きな食べ物は色々ある。だが、真っ先に頭に浮かんだのは、意外なものだった。

　暁斗は、ふっと小さく笑う。

「ケーキを頼む。誕生日に家族と食べるような、豪華なやつを」

　無事に帰って来れたら一緒に食べようと、陽ひ菜なと約束していたから。

　たとえ陽菜が忘れてしまったとしても──暁斗は、忘れない。

　喪うしなわれた、たった一人の家族。その思い出を、悼むように。













あとがき




　はじめましての読者様には、はじめまして。

　お見知り置きの読者様には、ご無沙汰しております。

　天埜冬景です。今回の企画立ち上げから、一年近く。十回以上の改稿を経て、どうにか新シリーズを始められることができました。

　こうして無事、２０１５年に──えっ？　２０１５年、だと……!?

　いやいや、そんな馬鹿な。だって２０１４年って、まだ始まったばかり……。

（──ここ一年の記憶を振り返り中──）

　…………あまりに忙しすぎて、時間感覚がおかしくなっていたようです。

　ああ、そうか。これは、あれですね。

　自分の２０１４年は流罪者エクシリオによって奪われ、世界から『喪失』してしまったようです。

　流罪者エクシリオめ……なんて恐ろしい奴やつらだ！




　と、それはさておき。

　人の『記憶』が喪うしなわれるという、その意味を、肌で感じた話をしたいと思います。

　祖父が亡くなる直前でした。その頃には認知症が進行し、あらゆる記憶が抜け落ちてしまい、祖父自身のことすらあやふやな状態になっていました。孫である自分の顔も、どうやら忘れてしまったようでした。

　それでも祖父は、自分には孫がいて、とても可愛かわいがっていたということだけは、忘れずにいてくれました。

　砂のように記憶がこぼれ落ちていく中、最さい後ごまで手放さなかった記憶のひとつが、自分との思い出だと思うと……なんとも言えない寂しさと嬉うれしさがありました。

　今にして思うと、そんな感傷が『棄憶の鍵メモリア・クラーヴエ』というアイディアの元になったのかもしれません。




　では、そろそろ謝辞を。

　企画立ち上げに尽力してくださった武石様。実質的な舵取りをしてくださった桑水流様。お二人のご協力がなければ、こうしてこの話が形になることはなかったでしょう。ありがとうございます。

　そして、この本を手に取り、読んでくださった、読者の皆様。

　実は既に二巻の作業に取り掛かっていますので、少し早く続編を届けられるかもしれません。三月末に発売予定で……うん、出たらいいなぁ（遠い目）。

　二巻では新たな流罪者エクシリオ、『メアリー・スー』も登場！　喪失世界での戦闘が、さらに激化する予定です！

　メアリー・スーって誰？　と思った方は、ぜひ二巻を読んで確かめてみてくださいね。

　それでは、またお目にかかれる日を、心待ちにしております。





２０１４年末　天埜　冬景











　著者

　天埜冬景（あまの・とうけい）

　　第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。

　　写真は原稿執筆用のデジタルメモ。

　　知人から譲り受けた物です。

　　筆の速い知人が使っていた物なので、あやかって自分の執筆速度もアップ……とはならないのが、悲しいところ。




　イラスト

　森山しじみ（もりやま・しじみ）

　　最近秘境駅が載ってるサイトを見るのにハマっています。

　　時間を見つけて行ってみたいです。
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